


昨今の材料の暴騰、入手不足は深刻です。 特に建築面においては節材 節 労 が 重

要な課題となり、それに適合する構造部材が要求されてきました。住友の軽量

H形鋼、 リップ付軽量 H形 鋼 、及 び 軽量 H形鋼を素材ーとしたスミフレーム Hは、

こうしたオx況に対処すべ〈生まれた画期的な製品。現在、全国で販売され軽量

のため、他の形鋼に比べコストが安〈、しかも加工性、施工性抜群。工期が大

ｉｬｩｾ に短縮できるとい っ た数々のメ リ ットが絶賛をあび、各地の倉庫、工場、畜

A 、体育館、事務所、モータープールに数多く利用されつつあります。なお、

大型構造物用プレハブ骨組としては先に開発したスミフレーム V が大活躍。 好

評を博しておりますので、併せてご利用ください。

軽 量H 形鋼の特長

1  . 大形サイズの生産可能

最 大 サ イ ズ (450 X  250)。 軽 量 H 形鋼としては今までにない大形肉厚サイズ

( 12，，¥ん)

2 . 材料から製品まで垂直的一 貫生産でコストダウンを実現。 品質も最高。

3 . 走行切断機によるプレスカットのため、切断面が美 しい。

4. オンラインによるエアスプレー式塗装のため美麗 ・強 固 で か つ 均ー な塗膜

厚が得られる 。

5 . 軽 量 の た め他 の部材に 比 べて総鋼重が少くてすみ経済的。

6 . 標 準 設 計 が 完 備 ( スミフレーム H )

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪= 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 (新住友ピル} 電 位担 ) 5 1  1  1  

東 京 = 東京窃千代悶巴九の円 1 - 3 - 2  (級住友ピル} 電 (282) 6 1 1  1  
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建 築概 要

所 在 地 茨 木 市 高 田 町 II 番 18号

敷 地 面 積 約 25 ，0 00 ，000 m'  

建 築面 積 2 ，152 ，126 m'  

延 床面 積 13 ，447 ，168 m
'  

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コンク リー ト造

規 模 地 下 l 階、 地 上 6 階 、 塔 屋 2 階

工 期 1973. 8 .  I  - 1975.  2 .  25 

設 計に あ たっ て

こ こ に 計 画 さ れ た 病 院 は 柏村1 神 経 科 を際携し

た一 般 科 ( 内 ・ 外 科 ) 併 設 の 病 院 て' ある。

設計に対する留ｦＡｾ点は

① 機 能 的 で あ る こ と

② 居住 Ｇｾｉ ， に秀れていること

の 2 つ の 条 件 を 'it (- として計画が. i . i 主められた 。

① の 機 能 的 で あ る と い う の は 、 特 に 外 米 診 療 官11

門 に於ける村事11. 神 経 科 と 一 般 科 の 診 察 部 門 の

分自ff を図 ')、 それらの 中間 に 生 型 検 査 、 政射線、

薬局昔11門 を 設 け る こ と に よ っ て ili:J J 似 の 短 絡化 が

行 わ れ て い る 。また、名作11科 の 外 来 で は 一 般 科

に比してな外と急，I J . ¥が多〈、 il r ¥百しを避ける為で

もある 。 ま た 、 各 室 の 1: 1] {:t 切]l: .!' は 将 米 の 病 院 機

能 の 変化 に対応、できる織に乾式工法の簡易! 日1仕

切 を 積 極 的 に 用 い て い る 。 ② の 居 住 性 に つ い て

は 、 こ の 病 院 の 創 設者である小山先生が日頃， j

っ て お ら れ た 言 葉 を 1) I用 さ せ て 頂 く と 、 病 院 は

Ｎ ＧＮｌｾ 者を Ｇ 癒すばかりではなく慰める為に』とい

う言 葉 を モ y トー に し て お ら れ た の で 、 我 々 設

計 者 も 病 院 に 対 す る 巧 え 方 を 改 め て 教 え ら れ た

次第である 。 特に料 相 Ｑ Ｇ 科に於ける療養 ｊｾ ｉｉＺＺ｝ は長

期 ｬ にわたるので、 ｊｾｦ 位三官 Ｑ ，についてどの事 ｅ に処 ｌ 瑚Ａ

するかが、 一 番のｾ題であ っ た 。

今 ま で の 村事1

'

病 院の イメ ー ジ は 収 容 所 的 色 彩 が

濃 く 、 こ の収 答pfr的イメ ー ジ か ら 脱 皮 す る こ と

に 全力 を 注 い だ。 ま ず 第一 に 鉄 佑 子 の 排 除 であ

る。 2 寄 目 に 忠 者 が 日 頃 絶 え ず 利 用 す る デ イ ル

ー ム 、 食 立 の ス ペー スはゆ っ た り と く つ ろ げ る

だけの広きをと り 、家具 ｾ ｮ は 一 般家庭で用い ら

れ る 機 な も の を 酉己位 す る こ と に よ って 家 庭 内 の

雰 囲 気 を 創 り tHす 機 に 心 が け た 。

( 大西久1I ，li / 竹 内建築・r; 務 所)
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10 肺 機 能 検 査室 23 外 科 外 来 36 電 話 交 換 室 49 汚物処理皇室

11 生 理 機 能 検 査室 24 眼科外来 37 総 務 課 50 検 査室

.， 
12  E  E  G検 査室 25 歯科外来 38 コンビ ュー タ室 51 回 復室

13 E  K  G検 査室 26 エレベー タ 39 事 務 長室 52 ナースステ - ; / ョン

I  D  S  14 精神 科 回診 室 27 池 40 スロープ 53 病 室 ( Bed)

z8  rL::::? 
2 心臓血管搬最長室 15 精神 科 処 理室 28 ロビ ー 41 石 庭 54 病 室( 和室)

5  10m 

3  X 線H音室 16 :f i1i首{ 29 中庭 42 一 般外 来 玄 関 55 デイルーム

3' 皆ヰ唖図 4 操 作室 17 精神 科 外 来 玄 関 30 ドライエリア 43 ピロテ ィ 56 自己目書室

5  X 線T. V. 織 彩室 18 受付 31 薬 局 44 ガスメ - 1 一室 57 浴 室

6 倉 庫 19 精神 科診 祭 室 32 相 談室 45 ポンプ室 58 予 備室

7  X 線 断 層 搬 彩室 20 W C  33 医 事 課 46 機 械室 59 作 業 療 法室

8  X 線技向li 控 室 21 内科外来 34 湯沸室 47 機械浴室 60 会 議室

撮影 つ ねなりす た じお 9 採 尿 検 査室 22 小 児 科外 来 35 病 歴室 48 吏 衣室



| | 安全電化配線| | は家庭電化の第一歩です

日 安 全 で す

回 't夫 i直 で す

回 経 済 的 で す

四 効 率 的 で す

回 美 的 で す

安 全 電 化 配 線 と は ・ ・

安 心 し て 、 使利 に、能率よく '，!L気 を 使 う た

め の 屋 内 配 線 、 そ れ が 安 全 屯 化 配 線 で す。

く ら し の 合 理化、 近 代化 にと っ て 、 ぜ ひ

と も 必 要 な も の と rl-Iせ ま し ょ う 。

“ 安全電化配線住宅推奨基準" によりこのメダルが贈られます 。

詳しくは、お近くの関西電力事業所へお気軽にお間合わせ下さに、 。

- 安 全 電 化 配 線 住 宅 の 一 例 で す く 平 家 建 ・ 88m' )

分 岐 回 路 は 、 家 の 広 さ が88 m' の お 宅 で す と 6 函 路 は 必 要 で す。 屯 灯 用 に 21凶路 、 コ ン セ ン ト 別 に 4 回路、

そして 、 ル ー ムク ー ラー を御使用になるお宅では、さらに専J fJの 分 岐 回 路 を も う け て 下 さ い 。

分 電 盤 に は 、 安 全 で 操 作 の 簡 単 な プ レ ー カ を 取 り つ け て 下 さ い 。

コンセントは、ｾＱｉ化骨量ｾＭｴＮの似付場所、使用上の便利さ、などを ｊＷ えて Ｔ ＮＵ 位以下の部屋には Ｒ ヵ所、 Ｖ ｾＺ

の 部 屋 で は 3 ヵ所を選ぴ、 2 口 用 の コ ン セ ン ト を 取 り つ け て 下 さ い 。 般地工・Ji - が必要な洗燃機などには、

ア ー ス 付 き コ ン セ ン ト を 、 出 外 に は 雨 水 の 似 入 を |坊 ぐ|坊水型コ ンセ ン トを 取 り つ け て 下 さ い 。

照 明 用 の 点 滅 探 は 、 部 屋 の 日 的 に i直 し た 機 能 的 な も の を 選 ん で 下 さ い 。
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| | 安全電化配線| | でくらしの合理化を

関 西 電 力 株 式 会 社

大 阪 南 支 庖

関 西 電 気 安 全 委 員 会

大 阪 南 地 区 運 営 委 員 会



日本建 築 協 会 会告 一 一 一

4 定時評議員会決議のお知らせ

昭 和50年 3 月28 日開催の定時評議貝会におきまして、下記のとお

り承認可決されましたので、ここに会告いたします。

1  . 議長及び冨1 ] 議長の選任

議 長 小 川 正 氏 (竹 中 工 務 庖 )

副 議 長 相 川 三 郎 氏 ( 西 野 田 工 高 )

4 病院建築に関する研修会

日本病院建築協会では、そのl } IJ ぷ20周 年 を 記 念 し て 桜 記 研 修 会 を 下 記

のと おり開催されますので、ご袋内します。

コし==

n

 

〈専門 コース 〉

会 期 昭 和50年 6 月 3 日( 刈 4 日体) 午前9時30分より午後 5時 頃 ま で

2. 役 員 の 選 任 会 場 東 京 青 山 会 館 ( 東京都港区南青山 4- 17- 54 屯03- 403- 1541 )

副 会 長 2 名 、 理 事211，が退任されました。 講 師 吉 武 泰7)( . 浦 良一 ・伊 藤 誠 先 生 ら エ キ ス パ ー ト 11名

テーマ 第 1 日 ( 6 月 3 日) は「わが国の医療J ' 病 院 管 理J ' 看謎管型」

昭 和50年 4 月、新( 重) 任・留任、 会 長 ・副会長・理事氏名 ( 敬祢略 ) ，地域医療J' 規模計画」であり、 第 2 日 ( 6 月 4 日) は「波射

線 部 の 運 営 と 管 埋J ' 検査音11の運営と管理J ' 特殊地訟の是li 営と

管 理J' 保 守 ・|りJjit 管 理J '故 近の病院建築の国際的 動 向」の予定

研 修 会費 10，000円

公開来聴歓迎

〈普通 コース〉

会 期 昭 和50年 9月 5 日幽 6 日ω 於 東 京

9月12日樹 13日出 於 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ 一

会 費 5，000円 + テ キ ス ト 代1，500円

なお申込およひ宮科HI は主催団体へお問い合わせ下さい。

主 催 社 団 法 人 日本病院建築協会

東 京 都 新 宿 区 戸 山 町l 病院管理研究所内 屯03- 203- 0715

後 援 日本建築協会ほか

新 ( 亘 ) 任 留 任

会 長 坂 本 猛 次 ( 日 建 設 計)

副 会 長

鋭 角 輝 之 (銭 間 組)

横尾義1 ' . 1 " <京 都 大 学 )

福 岡 朝 生 (: 1 < 昼間制抑制)

井 上 i晃 (大 建 設 計) I行 )11 宏 (束畑建築事務所)

岡 田 光 正 (大 阪 大 学)

北 底 智 造 (大阪市l : I ¥築局 )

理 事 大 沢 徳 吾 郎 (成 品 他 殺)

小 林 消 (新 住 宅 社) 回 目IJ 一 夫 (大阪府主l ¥築部)

高! I l } ... 号二 郎 ( 日本住i S 公団)

小 西 ｉｾｉｾ＠ (田中小函連葉事務所)

窪 田 祐 (大 林 組)

( 技 術)

寺 田 徳 重 (大成主l ¥ ｾ主 Ｉ 佐 野 正 一( 餅蝶設計事務所)

山 田 幸 一 ( 関 西 大 学)

山 田 義 行 (竹 中 工 務 応)

松村慶 三Ｈ 浦辺建築 ［Ｚ ｉｾ 務 所Ｉ

大 林 芳 郎 (大 中4 組)

白 井 周 二 ( 治 水 他 殺) 淡 泊 j哲 之 吉 (泌 ill 組)

( 総合)

竹 中 錬 ー ( 竹 中 工 務 1，5 )

松 村 雄 二 ( 松 村 組)

( 総合) 前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 昆) 鴻 池 藤 一 (鴻 地 組)

宮 武 伊 三 自11(大阪池設業協会)

('f [I気) 今 元 康 彦 (近畿 111 気工不)

小 林 四 郎 (太陽工藤工事)

tr - 谷 健 児 (大阪 llr 気暖房)

( 管工 )

伴 一 郎 (西 原 衛 生)

ｾ ｮ＠ ｴｾ＠ 孝 (須 賀 工 業)

岩 井 市 良1¥(大 気 社)

( 建材 ) 井 上 浄 夫 (井 上 冷 熱)

主主 谷 山 水 (室 谷 間 恨)

渡 辺 志 (東洋 Y ヤツアー )

( 支 部) 佐 々 木 米 太 郎 (公 成 雄 投)

(常務理事) 福 中 定 三 郎 ( 協会事務局長)

( 民事) 奥 村 俊 夫 (奥 村 組) 彦 谷 宇1¥ 一 (彦笹建築設計耶務所)

愛知県緑化センタ一本館の設計監理者名について

一一本誌 2 月号所載の段計者名の追補訂正一一

本誌 2 月号「東海の新l : I ¥築J 特集に「愛知県緑化セ ンタ一本館J を紹介しましたと

ころ、「設計監理 愛知県 ・東海設計 J とのみ記載している点について、この愛知県緑

化センタ 一本 館の設計監理者 ｦｾ 町 内発表形式はつぎ町ようになりましたので 、 ここに、

あらためて発表する次第です。

設計監理愛知県灘光夫 ・附東海段計

，i l l 築と社会/ 1975年 5 月号 5  
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故 桐 本 楠 雅 氏

故桐本楠雅氏の経歴

1. 生年月日

明治37年 11月26日 (満70オ)

2.設終学歴

故桐本楠雅氏は、東京大学卒業と同時に大阪市に奉耳哉され、本市の建築職とし

ては、最高位である建築局長を哉・後に現役をひかれた。その 附1私も、公私にわ

たって常にご指導をうけたものである 。 ご退職後 も市の民査委員として、また

大阪市住宅供給公社の相談役、顧問としてまさしく 一 生を大阪市のために様げ

られた 。生まれ、育ちも大阪市である氏と大阪市は、きってもきれない関係で

あった 。

氏は ｬ ￬ 車 中 戦後の激動 ｊｾ ｬ から、今日のすばらしい大阪の発展に至るまで、大阪の

建築の歴史とともに歩んでこられたし、そのなかで大きな役者IJ を来たしてこら

れたのである 。 その意味で、特に大阪を 中心 に 活動 している日本建築協会との

因縁も浅からぬもので、理 ｬｬ ｚ ｊ ￮ や評議員も永くやっていただき、また役所のｾ任

者としても、当協会を援助してこられた 。 一方、建築士会の理事もされるなど、

大阪の建築界の発展に大きな貢献をされた 。 また大阪地裁の民事調停委員とし

て、 20年近くも建築紛争の調停などに当た ってこられたのが、氏には適役では

昭和 3 年 3 月 * 京帝国大学工学部主II 築 学 科 な か ったろうか。

卒業 氏の人となりは、何といっても :ll 面目て' 温厚というのがぴったりで、公職には

3 戦歴

l昭和J 3 年 4 月

l沼4廿34
5
1' 7 月

H百平日38年 6 月

11百手口38王手 10月

昭和45年 4 月

4 公職歴

大阪市役所に勤務

建築局長

依願退職

大阪市監査委貝

大阪市住宅供給公社顧問l

大阪府主II 築士審査会委只

財団法人大阪市住宅協会理事

大阪府、市町各雄委貝歴任

社団法人日本建築協会理事

社団法人大阪府建築士会理事

全国都市監査委員会会長

故 西 村 庄 市 民

故西村庄市民の経歴

l 生年月日

明治39年 9 月14 日( 満68オ)

2.J ，位終学歴

大正 14年 3 月 兵庫県立工業封殺llt矧 ー} 卒業

3. 股 座

大正14年 工 藤 電 気 附 入 社

昭和36年 同 社 代 表 取 締 役 社 長

昭和44年 太陽工藤工事律相取締役会長

昭和46年 間 社 相 談 役

4 公 戦 歴

社団法人日本泊Ａｾ協会理事

社団法人日本氾設工業協会理事

社団法人大阪f 1 l 業協会会長

そ の 他 歴 任

5.  tt 

JI !.j和47年 11月29日 貨綬褒箪' J i : : I 1

昭和45年 3 月25日 O! t 気記念日 )表彰

うってつけの方であった。氏のパラ作りの趣味 は、有名で、 端 正 なものを 好 ま

れる性格 のあらわれではないかと思われる 。

氏は、 核 近まで大へんお元気で、医者嫌いもあって、今度の病状が手おくれに

なったのではないかとくやまれるが、 まだまだご健在でいろいろと教えを乞い

たいと思 っていたのに、もはや幽明境を具にしその温顔に接し得ないことにな

ったのは、悲しいことであり、残念なことである。

氏の培われた大阪市の建築行政の伝統、足跡を発展させることこそ、あとにあ:

〈者の使命であり、氏のご遺志、に沿うものであろう 。切にご冥祈を祈るもので

ある 。Ｈ 大阪市主 ｬｬｾｽ ［［ｪ営綿部長 北垣智造)

故西村庄市氏に対する哀悼の辞

謹んで今は亡き、故西村庄市氏の御盤前に哀悼の辞を鯵げます。

あなたがお風邪のため 、御 療 養 中の由を承 っておりましたところ、数日来御病

状にわかに革まり、 3 月 9 日午後 8 時ついに不婦の人となられました 。

あなたは生来蒲柳の貿で、幾度か生死の附を切り抜けてこられた方であります。

このたびの御病気も、あなたの強靭な精神 力をもって御快癒を願っておりまし

た矢先、この言卜報に接し、残された御遺族の方々の御悲艇は申すに及ぱず、私

ども 一 同といたしましても其の問l友を喪い、まことに哀悼摘' 惜の念おくあたわ

ざるところであります。 ただ、あなたがかねがね希望しておられましたように、

何の苦痛もなく眠るがごとく幽明境を具にされ、まこと大往生の御l副主であり

ましたことがせめてもの慰めであります 。

顧みますれば、あなたは大正 14年工藤' l 1L気株式会社 に入社されまして以来、 昭

和 ＳＶ 年同社社長に就任、 ｦｬ￟ｾｄ ＴＴ 年以降、太陽工藤工事株式会社会長、相談役を

歴任せられました 。

昭和44年の会社合併に際し、あなたとともに熟慮を重ね、協議をあt けました日

々がなつかしくも、またあざやかな思い出として脳裡によみがえるのであります。

あのときのあなたの御茶断御配慮が、今日の太陽工藤工事を礎かれたものとあ

らためてその業績の偉大きに感銘を新たにいたすものであります。この問、日本

建 築協会理事、日本屯設工業協会迎..: ):， として、また大阪m業協会会長として III

気工事業界の発展に活附され、昭和47年には建設事業関係の国家功労者として

賞綬褒撃をお受けになりました 。 あなたの業界発展に貢献された 御功紋もまた

永〈讃えられるものであろうと存じます 。

おもえばあなたは混厚にして鴛笑、 1昆答と凪し絡をも って、社内外の人々に心か

ら敬愛され、事業にあた っては常に 中道を ふみしめ社業と業界の発展に会生涯

を鯵げつくされました 。私どもは、このかけがえのない大先裁を幾多難問の 山

積する今日、突如として設いました 。

企業の今後は誠に多難でるあります。 このときにあたり、あなたの御遺志を受け

継ぎ、あなたの築かれた事業の基盤をさらに積極的に発展せしめて刻下の難局

を切りぬけることこそ、生前の御功労にお報いし、あなたの御霊をお慰め申し

上げる所以であると存じます。

私ども一同は、御遺志と御造業をしっかりと受けつぎ、当社並びに、業界の発

展に努力いたすことを、ここにお暫いする次第であります。

西村 さん、どうか私どもの哀怖を受けられ安らかにおねむり下さい 。

昭 和50年 3 月12 日 ( 太陽工藤工<)湖ミ式会社取締役社長 小林四郎 )



日本建築協会法規委員会

(1) 市 街 化 区 域 に 隣 接 ま た は 近 接 し 、 日 常

生 活 闘 に お い て 市 街 化 区 域 と 一 体 的 に 構 成

さ れ て お り 、 か つ お お む ね50以 上 の 建 築 物

が 迷 た ん し て い る 地 域 内 に 存 し て い る こ と 。

(2)  市 街 化 調 鐙 区 域 に 関 す る 都 市 計 画 が 決

定 さ れ 、 ま た は 変 更 し て 市 街 化 割 強 区 域 が

拡 張 さ れ た |療 す で に 適 法 に 毛地 で あ っ た 旨

の 知 平 の 確 認 が あ り 、 硲 認 申 前H寺 に 開 発 行

為 を 要 し な い こ と 。

ー ナ

n疑などの投稿をお4寺ち して おります.

9 1  

開 発 許 可 制 度 の 改 正一一都市計画法一部改正の概要一一

都 市 計 画 の ー 音1¥を 改 正 す る 法 律 は 昭 和49年

6 月 1 日 に 、 同 法 施 行 令 お よ び 省 令 は そ れ

ぞ れ 昭 和 50年 1 月 9 目 、 昭 和 50年 3 月18 日

に 公 布 さ れ 、 こ れ に よ り 、 昭 和 50年 4 月 1

日 か ら 1泡 行 さ れ る こ と に な っ た が 、 そ の 概

要 は 、 つ ぎ の と お り で あ る 。

1. 開 発許 可 対象 区 域 の 拡 大 を 行 い、

市 街化 区 域 お よ び 市 街 化 調 盤 区 域 に 関 す る

都 市 計 画 が 定 め ら れ て い な い 都 市 計 画 区 域

に つ い て も 3，000 m 2( た だ し 、都道 府 県 の 規

則 に よ り 知 事 は 300m
2

ま で そ の 規 模 を 引 き

下 げ る こ と が で き る ) 以 上 の 開 発 行 為 に つ

い て は 開 発 許 可 を 必 要 と す る こ と と し た ( 付

付 則 第 3 項 、 第 4 項 お よ び 政 令 付 目IJ 第 4 条

の 2 )。

2 . 開 発 許 可基 準の 追 加

開 発 区 域 お よ び そ の 周 辺地 域 の 環 境 を 保 全

す る 措 世 と し て 、

(1)  1  ha  以 上 の 開 発 ( た だ し 、 都 道 府 県 の

規 則j により 知 事 は 0 .3ha ま で そ の 規 模 を 引 き

下 げ る こ と が で き る ) に つ い て 、

イ . 高 さ 10m以 上 の 鮒 木 ま た は 高 さ 5 m以

上 で 300 m
2
以 上 の 樹 木 の 集 団 に つ い て は 公

図 、 緑 地 等 と し て 利 用 す る た め の 設 計 が な

さ h て い る こ と 。

ロ . 高 さ が 1 m以 上 で 1，000 m
2
以 上 の 切 土

ま た は 擬 土 が な さ れ る も の に つ い て は 、 表

土 の 復 元 、 客 土 、 土 士 裂 の 改 良 等 の 措 置 が 設

計 さ れ て い る こ と 。

と し た ( 法 第 33条 第 1 項 第 8 号 、 政 令 第 23

条 の 3 、 第 28条 の 2 、規l ! I J 第 23粂 の 2 )。

建 築 基 準法による

用途規制の対象になる 特定工作物

(令 第 138条第 3項 )

事 曙

1  特定工作物の範閥

(1)  タラ ; 1; ; ' ヤープラント. コンクリートプラント 、アスフアル

トプラント噂町プラント 矧且 u' ニ札 らに附属する施股であって土

地に定消するも 町.

(2)  I J ! 築物に骸当 しない機械式l i l l ' 装置及び主II 築地単法的座制に

敵当しない被いをした駐車場合いヲ.

(3)  サイロとは、 ｩ 且 ＱｾＧ 与えら札る円筒形 的 ｢ 円に 限定さ札ず、ま

た、強央、粉l Di によ って間山町環境を告する必それのある殺物そ

の他円物む 含まれる.

(4) 令138条第 2項各サに掲げる構造規制的対組となる工作物と

1，，) ーのもの.

(5)  rその他の処理施l ! J l : j については. 斑指物町処理且 び消州に

l則する法1: 1! 節目条第 1 l)1円脱定に基づさ 同法地行令第 7 粂に定め

る悩訟に骸当する工作物金、、う.

2.  'J:i.中町O 印的地戚に必いては、周 i車線制金受ける工作物内対

畠えにならない. また、設中 1 又は 5 的工作物で. 挫築物的敷地と

)，;) - 敷地内にあるも町は、組摂物内用途焼串lに月間していると巧え

ら札る肉で. 工作物としての組制肉付訟に官ま札な" . ニ札 らの

場合は 慌惚( 許可を昔む. ) は不要である.

3  必中町× 印同地戚において、特定工作物を怨泣する場合は、

許可( 公! 制による聴111) f " 行い、かつ、主E築事強会的同立を必要と

する. ) 且び稽包が必襲である. ただ1 . . . 安中 1 - 4 の既存特定工

作物的損造而繍等町1. 2 f苦まで円増築等、又 I志望¥(fj' 5 的特定工作

物については、令第 130条町 2m ｐｊｪ 第 Ｒ 号泣び担ｾ Ｔ ｾｽ の規定に

よ Ｙ 一 定 胤 ｴｾ 以下 町 新築 又は ｬ￭Ｇｬ ｴ 高等は碕 ｵ 向みでよいＮ

(大阪市主II築局建築指ぇ早朝i 平 林 孝)

(2)  1  ha  以 上 の 開 発 に つ い て 、 そ の 規 模 に の 条 件 を 満 足 す る 土地 に お い て 建 築 物 を 新

応 じ 工 場 や 第 1 極 特 定 工 作 物 か ら 発 生 す る 築 、 改 築 ま た は 用 途 変 更 す る 場 合 は 知 事 の

騒 音 振 動 等 に よ り 環 境 の 悪 化 の 防 止 の た め 、 許 可 を 要 し な い こ と と し た ( 法 第43条 第 1

4 mか ら 2 0 mま てe の 範 囲 内 で 緑 地 帯 等 の 緩 項 第 6 号) 。

術 衛 が 配 置 立 さ れ る よ う 設 計 さ れ て い る こ と 5 . 市 街 化 調 整 区域 に お い て 開 発 審 査 会 の

と し た ( 法第 33条 第 1 項 第 9 号 、 政 令 第 23 識 を 経 る ニ と な く 知事 が 許 可 す る こ と の で

条 の 4 、 第28粂 の 3 、 規 則 第 23条 の 3 )。 き る 開 発 行 為 を 追 加 し、

3. 開 発 行 為 の 範 囲 の 拡 大 を 行 い、 (1)  危 険物 の 貯 蔵 ま た は 処 理 に 供 す る 建 築

従来の、 「建築物 を 建 築 す る 目 的 」 に 加 え 物 ま た は 第 1 程 特 定 工 作物 で 、 市 街化 区 域

て 、 特 定 工 作 物 を 建 設 す る 目 的 で 行 う 土地 内 に お い て 建 築 ま た は 建 設 す る こ と が 困 難

の 区 図 形 質 の 変 更 を 開 発 行 為 と し 、 特 定 工 ま た は 不 適 当 な も の と し て 、 火 薬 庫 ( 火 薬

作 物 と し て は つ ぎ の も の を 定 め た 。 取 締 法 第 12条 ) を 定 め た ( 法 第 34条 第 7 号、

(1) 第 1 滋 特 定 工 作 物 と は 、 周 辺 の 環 境 の 政 令 第 29条 の 2 )。

悪 化 を も た ら す お そ れ の あ る も の と し て 、 (2)  法 第34条 第 1 号 か ら 第 7 号 ま で の 建 築

コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト 、 ア ス フ ア ル ト プ ラ 物 ま た は 特 定 工 作 物 の ほ か 、 市 街 化 区 域 内

ント 、 ク ラ ッ シ ャ ー プ ラ ン ト 。 危 険 物 の 貯 に お い て 建 築 ま た は 建 設 す る こ と が 困 難 ま

蔵 ま た は 処 理 に 供 す る 工 作 物 で あ る ( 法 第 た は 不 適 当 な も の と し て 、 ① 円 滑 な 道 路 交

4 条 第 9 項 、 第 10項 、 政 令 第 1 条 第 1 項 )。 過 を 確 保 す る た め 適 切 な 位 置 に 訟 け ら れ る

(2) 第 2 'f!ll 特 定 工作 物 は 、 ゴ ル フ コ ー ス お 道 路 管 迎 施 設 、 ド ラ イ ブ イ ン等の休? ' . [! 所 ま

よ び 1 ha  以 上 の 運動 場 、庭 球 場 、 陸上 競 技 た は 給油 所 等 、 ②火 薬 類 の 製 造 所 を 定 め た

場 、遊 図 地 、動 物 園 、 ア ー チ ェ リ ー コ ー ス 、 ( 法第 34条 第 8 号、 政 令 第四 条 の 3 )。

サ ー キ ッ ト 、 サ フ ァ リパ ー ク 等 そ の他 運 動 6. 新 住 宅市 街 地 開発 事 業 、 工 業 団地 造 成

レジャー施設およびｾＧ｛［図である 。 なお第 Ｒ 事 業 、 新 都 市 基 鍛 整 備 事 業 、 一 団地 の 官 公

種 特 定 工 作 物 に は 法 第 34条 の 許 可 基 準 は 適 庁 施 設 ま た は 流 通 業 務 団地 の 予 定 区 域 を 市

用 さ れ な い こ と と な っ て い る ( 法 第 4 条 第 街 地 開 発 事 業 等 予 定 区 域 と L て 都 市 計 画 の

9 項 、 第 10号 、 政 令 第 1 条費者 2 項 ) 。 ー に加 え 、 当 該 区 域内 に お い て 土地 の 形質

こ れ ら の 特 定 工 作 物 に 必 要 な 管 理 施 設 等 の の 変 更 お よ び 建 築 物 の 建 築 そ の他 工 作 物 の

建 築 物 は 特 定 工 作 物 の 付 属 建 築 物 と し て 含 建 設 を 行 お う と す る 者 は 、 知 事 の 許 可 を 受

ま れ る こ と と な っ た 。 け な け れ ば な ら な い こ と と し た ( 法 第 12条

4 . 市 街 化鯛 整区 域 に お け る 建 築 制 限 に 関 の 2 、 第 12条 の 3 、 第 52条 の 4 外 )。

す る 適 用 除 外事 項 を 追 加 し、 (大阪府主M括部1)日発指滋練 町里子 雅俊 )

一 一
用途地域 第 1 ｾ Ｒ＠

住居 近商 商業 i¥I!工 工業 工J.!f-

指定工作物 住専 住専

法別表第 2 (ほ) 項第 3号 (13)鉱物、岩石、土砂、硫黄、金属、

ガラス、れんが、陶磁器、 1f 又は貝がらの粉砕で原動機を使用 ×  X  X  ×  X  
。。。

するもの

法別表第 2 (ほ)項第 3号 ( 13の 2) レディミクストコン? I} ート

1  の製造又はセメント の袋詰で出力的合計が 2.5 K Wをこえる原 X  ×  ×  ×  X  
。。。

動機を使用するもの

法 ｾｉｊ 望 号 第 Ｒ (ほ) 項第 1号 (21 ) アスフアルト、コールタール、木

X  X  ×  ×  X  X  
。。

ターノレ、石油蒸留l宝物又はその残りかすを原料とする製造

自 築造I而似が50m' を超えるも の( 建築物に附属するものを除

(  )  

×  X  X  
。。。。。

世ｾＩ J . J l 築物に附属するもので築造而秘が300m' (1百lー敷地内に

ある主II 築物( 自動車II1Jil lの用途に供する苦11分を除( . ) の延

2  I  jド
べ而術的合計lニ泌を来じたf直が、 50m' を越え 300m'未満の ×  

。。。。。。。

場合にお いては その他、 50m'以下の場合にお いては 50m' )  

111  を越えるもの

庫

主II 築物に附属するもので築造面積が同一敷地内にある建築

物( 自動Illlll E l l 肉用途に供する部分を除( . ) の延べ面積の ×  ×  
。。。。。

合計の%を超えるもの( 築造而械が50m'以下のものを除( .) 

高さが 8 01 を超えるサイロ等に飼料、肥料、セメ r ト等を貯蔵

3  するも の
X  

。。。。。。。

来用エレベーター又はエスカレーターで観光用ウ才ーターシュ

- f ，コースター等の高架の遊戯施設

×  
。。。。。。。

4  1'" ーー

ＱＮ ＮＮ Ｑ Ｑ ァ ｣｟ ＺｦＮ 三 ＮＺ＿｟＿ＧＮｸ｟Ｚ｟Ｎ 観覧拝、オクトパス、飛行 ｴ 苔等 の 回転巡 ｾｉｪｽ

をする遊戯地設て' 原動機を使用するもの

5  汚物処理場、ごみ焼却場その他的処理施設の用途に供するもの

敷地の位誼が者11市計図決定ずみ又は特定行政庁が都

刑事の織を得て併可した場合等のみ
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読者の頁

「 軒 高 」 に つ い て の 考 察

東 京 海 上 ビ ル 本 館 の 高 さ は 1 0 0 mを わ ず カ 、 超 え て い る 鈴 木 正 章

ｉｉｾ Ｇ イ手峻ょ した 点点 ｩｦｩｪ ， ｉ Ｍ｟ ピ ｊ レ新 館 にはス ｹ キ リ し

む」、 1:.11足 ! 1 カ 川 、 ろ い ろ あ る の だ け i L ど 、 そ の ひ と

つ は jJ.l.:I111 さ れ た 10 0 m に つ い て で 品 る 。 ( ( ，ち

ろ ん 、 こ こ で の 川 組 は 芥 {.a中 1000% の 地 lメ に 山

さ の 胤: 1111が 強 行 さ れ た こ と だ )

JjiJ 川いサリ; 住吉f5 .(止，:! " j iCA:j5 l'Je で は 吋 初 か ら r 'Iif ｉｾ 可 ］

9 9 . 7 0 mj と 発 点 し て い る に L か か わ 句 ず 、 他

築，; ; 1' 治家 ・引11") ジ ャ ー ナ リ ス l を は じ め 、 ほ と

んどの往築家まで日 Ｚｪ さ ］ ＹＹＮＷＰｭ ｪ と ｩ ｊｾ ｛ｯ［ｊ し 、

) L ノ l川 ・ 大 手 IIIU也|べ で は 往 築物 的 品百 さ は 100 rn 

( 以 下 ) に JJ.l.:l ill さ れ た ら の と ，也い 、 法 え て 今 11 1ニ

お よ ん で い る 。

置主 ① ( ) f 雌 て い じ l王= ｲｾ 斤姐Ａｾ，ｪ I昨年 6 川 サo '，ii J川 氏と

の 対 J災_ r i l l 物 的 刊 さ は 100 ｲｮ 以下 という 組てｾＮＡ下可に ｆ 戸

った J は ミス.

② H I付漏 久 I正= '4. s 鍛 J 1111{p 6  Ｉｊ Ｍ ｾｽ Ｍ rlfst ，lム汁は i( :j き

130. 800mJ.  r  円安 が 100 rn J と あ る の で ' 25附 99. 7 mJ

は 刊 さ と 礼 族 リ そ う だ.

③ r s  0 . 1 川年 6 J I サ，1己主食榊1 ( 席、修=仲 ハ 三氏 ) ー ' C.

し ょ ') ' マラ A く y トまでー99. 70 m J は明 らかな: ミス.

@ 池川パ Hl l.1i: = r新 .ill 拠 . ＱＱＱ ［ＮＧ ｾ＠ 6  JI ひ- r  100 m をh ず

ヵ. ，二下 lill るJ ，ま司ミJ E(r'(fi
o

・

⑤ f本々木1: 術文氏 = 1"1 ｉ ｾＭ ，丘町制的 127 m町 市F耳石が ちょ

うど 100 mに 4'1' え均 dι た J

⑤ r 州 n lfrll fl .  Ｈｩ ｊＱ ｾＨＧ ｊ 己 Ｎｹ， ＮＩ ' 73"1三9 J I  10 日 ' ;)21明 127

mJ を ' 25附 99 .7 mJ に '9i MIo

⑦ H 内 漏久 氏 = ｲ ｾｶｬ＠ ｦｉ 年寄ｾ • 71 .1 ー ' 30附‘ 130 rn J を

' 25附 刊 さ99. 7 m J に変色どは .l! l.

③ r  t斤他Z高. J ' 70年 II J l 号制* 将 の IU! ー ' 251稀向き99. 7mJ .

， 100 J..: に l切 さ が そ ろ え て い た IJ i ，1(' .から、 100 mによ甘さ

カeそ ろ え た ス カ イ ラ イ ン に 宮11鬼して申〈だろう J ・ ' 100

m 以 内 なら l作可 さ札る J

③ 1..1 1'. ニ ュ ー ス欄 _ ' 1也 1'. 301明 、 政 刈 の 刊 さ 約 130 m を

j也 1-. 301'枠、.¥"，' 1 さ 100 m に'?:' })! J

⑪ 町11' 訓il lIJ . ' 70年 9J J 25 r1- ' 30附 12 0 mカ匂司; 怖99. 701

に噴 ｾ ｾ ｊ 、 r ': ¥J，，; .，jiI 的 ピ ル は 100 m的 刊 さ に 紙 さIL る

むのとみられる J

• r叫1策 文化 J ＱＱＱ 年 Ｖ 川サ 一 本文的設 ， Ｚ Ｑ 慨必 に，Ｚ ・ Ｇｪｾ に ｬ 則

する ［ ｦｪ 己ｾｏｉｴ な ｌｯ ，jiI 川 J>務所内- t n ｾ ＱＧｉ Ｎｲ ｩ はなぜか ｲ 全尚 ＱＰＰ

m. と，1己している.

・ 刊さについての不ｴｉ ＧＮ， ｩＩＧ Ｚさのあ句わ 札 ＨＮｬＡ ｬｾｾ かもし 札 ヰ

い ) 十 ｦ 似 Ｚｾ 1'1次J ) /S氏 は 介t，l出 で ， 51'符昔〉ちょん ii! り れ て 30

1I持J Ｈｲ 近代 位ｾ Ｎ 111 "1三6 ) 1サ ) ， 浜 11 附 一 氏 は ， 101神

分 1'1

'

1ら札て 251明J( ｲ 早 ｌＨｾ 町民術Ｎ 73年 11 ) 1FIJ ) など.

園図画圏 <No. JJ ，&'f 柑設，11' )

高 崎 勝

1975 午 、 1I 本 '1' を 不 況の )!f，l が 1吹 き 抜 け 、 処 築 ，)止

， ｾ＠ I・1位以 1" J . t ' J l 、設1ri il ，(吐，11 染 料 に お い て ( ， ｉｾ ｊ るい ｊＮＮＡＮ

ｪ 泊 しらたたない ｊ ｊｌ ［ ｉ 止 ではあ リ 正すカｾ ｉＺＧ Ｚｪｬ ｾ 非干 ｴ 汚

11;比 l毛JUJ を 泊 し て 公判il は 叫E築 物 に は な く て は な ら

な い if( 't:，r な イ長代 と な 勺 て き て い ま す 。 と く に 、

他物に ｬ 則する住吉ｾ，ＺＡＮｴ ｗｉ は 般 fio' と か ら r: ':j ]( イ ピ ル

にＭｮるあらゆる 分ｾＧｦＧ に， Ｚ ＧＺｪ ｜Ｎ 、 ウ エ イ ト を ，'i 的、 今

11江|刈 I立 、 お よ そ 4 つ 巧 え 句 札 る 。

( 1)  r  'Iif ，，':j j 、 す な わ ち 術 i; ;'f と し て の 「 中干 の 川

さ J が ill 築 法 脱 の JJ . I . 定卜一、 1リl 怖 さ を 欠 い た ま ま

Ｇ必政 ｦ 内 に ｪ ｊ￬Ｚ λＺ ｩＧｊ Ｇｦｦｊｾ して 他われ ていること。

(2)  111 1，辿 築 J阜 市 法 に よ る ii -: J A地 域 以 外 で の 他 築

物 の ，， ＧＺｪ ｾ ＺｉＱ ｉ ｉＱ ｉｈ ( 絶対" 百 ) は 31 m ( =  100 k ) だ

っ た の で 、 そ / 1 と 対i. l 1 I ，してしま っ た こ と 。

(3)  付f 判HI ; j 主 的 あ リ ) J に Il l J 泌 が あ る こ と 。

也君1S. l 二l' に1則する ー般 社 会 [.'1 け の 発 点 は 地i二i:: の セ体 で お

こ な わ i L るたグ人 申I " W1に は i直 υJ て' な、、 ζ とカeお ζ りう

る σ) 1. ご.

躯11::1で 品 り ‘ 地 loと1・・;J ｾＡｆ な ｦ ｬｩＺ［ ［ｴＨ にあるべ急 処 築家は、 (  

II J!( i 紛 争 な どでみら 札るよ うに) 1111凶 が 紛 糾 す れ ば す る

I l どf圭ずさリしてし. I ! うと与カe多ル、.

そ れ に む か か わ 均 ず 、 人 び と は I止初 に う け と っ た { 飢 1

鰍 の ) ニ ュ ー ス に よ っ て いl 断 し て し ま う も の で あ る . <  

そ の 明 大 性 = '1写実l則係のあいまいさ〉

ニ的地合一一一組築家によって肝はか ｬ Ｇ 凶 内， Ｇ ｽ に｟ ， ｉ ｾ Ｑｊ札た敏Ｇド

と，ｩｬＧＺ ｐ ￄＧ カ人腿 ｩｊ 三から ー Ｍｾｬ ジャーナリズムをとおして， ｬ ￯ｊ ｸＺ

へつうじる 過粍で変干干し ］ゆがみ 、処 ｬｾ 界的人びと へそ

れ が 惇 1・'1 ジャーナリズムによるr . T n ; ! 2 . = チェ y クを奪王: ない

で 深 〈 説i草 し て し ま っ た の だ . <  Ｑ 令に 機 ｬｩ ｾ L . ，前).11 し

に 〈 い I(II の あ る 叩門 ジャーナ リスーム 〉

(4 )  100 ｭ 以 Ｑ ＮＺ の数 Ｇ ｪ Ｂ にＨ処築米および施 ￬ ｾ ｦｬｬＧｊ ， 

また，出 築 作 は ) 懸 念 を 抱 〈 よ う な こ と は な か っ

ただろうか。ＨＩミ ｎ ｊｉＮ，論 争後 ｪ 立 ｾ［ｉ ｾ＾

な に し ろ 、 木 ii 2 ・車Il t. ' ! ili な ど fJloJM処 築 物 的 r 'Iif  

の 刈 さ J な ら つ か み も3い 。 が 、 鉄 筋 . 1-1- 'j'j コ ン

7 リ ー ト i21 で は 、 そ れ は イ メ ー ジ し に 〈 い し 、

，[ 必 と し て 」 、 さ わ し く な い 。 し か む 、 条 文 の A

筏 = r  j 也 幣 IfIi か ら 小 !-;{kollχ は こ れ に 代 る Wi 昔日村

を 立 J守 す る 明 、 倣 げ た 又 は や l' の 卜一 端 ま で の t1.5 さ

を い う j ( 処 築 地 引 法 地 行 令 2 条 1 f.i'i 六 り )

t立dゥカ、リ 1:二< ，、 。

l則1品川町新 f<J. ｾｉ 収，注目 ＱＱ 汗 『叫 ｬｾ ， ｴ ムＱｉの法胤Ｎ ( 特1'，1tt 

1' 1 ) によると「本治 *llI自i庄司5に つ い て は 、 軒 町 刊 さ は

比較的明般に心されているが、 R C i立の場イトには 11，' が

はっ金支ｴＺｾ し て い る と い え な い が . lli! i l ("J  に明的 ｉ ＭＮｾ 崩で

と っ て い る よ う で あ る 」 と l叉1'1，見している .

さ均ｻニ‘ 押ＮＯＧＰ に Ｖ 聞かめ ι ところ ＧＱ ｩＱＡＮ の ， Ｇ ｾ物， では Ｓ つめ

ま せ ん 。 し か る に 、 ，l!.t 1I iii ，没 ，: 1' に |見l し て は 仰 の i見

il，11 む な く 、 f けおも し、らず、 ，1I t カペ没，; 1 し て む 消 防

法 に さ し さ わ り が な け れ ば ー 応 ;1品 川 し て い る の

'/J' .l'J L;I" で九す。

し か し 今 後 、公' ，1;: 川 組 ーエ ネ ル ギ ー |日出 i と か ら

ん で 、 ，Hi1liii. t止，11' と く に 刻瓜，!止制i I に お い て は . ) 止

と b怯 し さ を よ}主的句 1し て ゆ 〈 な か 、 .sl1l iiii l止，: 1ーに l;t

'J' ; し て い る J 比4 は 、 ま す ま す こ の 11ーが のずれ長の

:r( 大 き を J必 じ て い ま す . そ こ で ，Ut 1liii; llt ，， 1・技術 将

に も 他 築 lτ と Ioi].f)張、、 ，HJ: 1Iijj 1: ' " な る 法的 資 怖 を う

え る べ き で は な い か と ，思 い 正 す 。 そ れ に よ リ 、

，tlt11ii1-t1<:判:j c('; 町、i:J-!!j を lリJMI に す る こ と に よ リ、 f主

までの、、 ｉｬ ｈＧＺｉｾ Ｚ 仁。 ｪＧ［ Ｂ の観念から大きく 成 以し絶 術 の I{'I Iー は む と よ リ 11: '1; に刈する，U t ..I ' ｾ 行 の，｜ｊｾ徴 ［

刈必ｾ 粂 Ｑ Ｇ Ｑ となっています。そのなかで 』没Ｑｉｩｩ ｬｊ 主 ずれ 日 進 L .IM深 ま る L のと，也、われ ま す o .f比 、々

Wi  は [II 川 二し、 J 止刊行機日誌 は車内J!X と車内 街 化 を 立!f ; Jとき ， Ｈ立イ ｬ ｩｩ￬ ｡ 止 ， ｾ 1- Ｎ 業料に従 Ｇ ｊＧ ［ ＧＢ 一る Ｎｲ， む処 ｾ ｦ てと［ｬＧＭ ｊη ーな 、 ｺ

tι t < < 的て・r(弘f n を 附 し て き て い る 今 円 、 不 思 ， : 1 1 1 J坊 の な か で 、 よ り よ い 生 icri J;' l岐 を ;rr ボ す る こ と

な こ と に 、 そ れ 句 を 交 け fケ つ 設11iii 技 術 .('"i の すJ J:.; を 明 ん で や ま な い .r，. で す 。 そ の た め に は 、 故 村ii

は 川 態 依 然 な の で す 。 1: な る 法的 資4科 を ー 1:1  Ｇｨ い く ｈｾ ｉｾ されることを

池宮島技術i . f i ーは、法のもとに 「処 築 1: j と し て 仰 な 希 んで川 、 ます。また 、 それによ りＮ ｕｴ Ｑｾｩ￬ 設 ， Ｚ ｉ ＧＮｾ ・ 体

さ れ て い ま す が 、 11 ';行、イトJ" IU内 ・ 他ι括 的 な '1'. 析 に お け る "1' 小 合 法舎の 札、工、処! ' $，没 ，n究主体 と の ア

を す る た め に 必裂 な 往 築 設'f';iI を 設，11ーする技術. ( ' "， ン バ ラ ン ス な ど の 1: 1] 阻 む 少 な く な る の で は な い

に お い て は 、 何 ら 法的 に 雌 ' / . さ れ た も の が あ り で し ょ う か 。
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Ｎｹ［え ｊ￮ があると ，Ｎ ｾＮＮＮ、たこともある ｊ と述べてから、 r [rl 

1-. 円 ス ラ プ の 卜捕 で と る の が 、 む っと む 条 文 解 釈 カ ら 好

ましし、 。 大約、 パラペ ｹ ト は ｴ ， ｙ ｾ ＮｩｊＮ主 体 ではないのどか旬、

そ 札を ｊι Ｇￌ ｾｦ ｜Ｎ に ｩｬｬｬ ｊ る町は おか しし、」とＮ

し か し ， ｊ Ｉｌ イ Ｑ Ｐ では ，ｾ Ｎ :j さ の IIHJrt は ;1止 終 (1勺 ( II !!(¥紛

争 で し 1;( し 1;( 1:1]足i になって〈るＩに事十料 ｕ ｬｩｬｬｬ ｬｊｾ で

ま る の で 、 1 止 に ピ ル 的 効 介 、 バ ラ ペ ソ ! の

.RiI，日ま で の "百 さ を 粁 の ，:Ji さ と 巧 え 、 そ れ に よ っ

て 位築 ｴｬ ｬ Ｂ ， Ｇ￬ をしても添 付 した ＱＢＱＱ 川 で ｉｾｬ､ Ｇ されて

い れ ば得 併 を と お っ て い る の が実 刊f で あ る 。

す な わ ち 、 附! 泌 1( 1的， '1で は J 也 トーの lfJJ さ に つ い て

は r ［此，Ｇ，Ｇ，ｾ の ， ＺＧＮＧｪ さ」と ｲ 1，む:'，;j の ・Ii! の ，'，':j さ 」 の J 己入

jj 品l を も う け 、 そ れ で お さ え て い る 。

そ の 紡 米、 r J 也 鰍 1mか ら lせ1: 官庁11分 を l除 い た JIふ..，

汗11 ( 0一 般 に は バ ラ ベ ッ l 足立:lri ) ま で の ，:目5さ を

む っ て 品111る j ( 令 2 粂 1;. ¥; - ) で 胤 定 さ れ て い る

「処 築 物 の 刈 さ J と ( ' FI刈 に む よ る が 、 大 体 )

「判ーの ，'，:j さ J が f文 し て し ま う 。 起i ，":j lJ' 1 ピ J レの

115 さも、 jjjj ';位、 そ れ を 11l ' 、ている。

Ｑ Ｑ Ｑ ， ［［ＧＱ 閃 ｉ 師と ， ｉｦ ，ｾを ， ｾ｜ｉ べたら， (1)は と ん ど C. L か ら パ ラ ベ

y トまてー町内さを刺，: ' 1 j と記していた . ・l' 央介 I，;)l y 骨 4

'!'dii ( 設，l I " = 也設'r. )、 (，，， ;'-，::11 2) 也万作1，，) 1) ' 作( 京北3也

姐 Ｉ 、ｾ主止 、 町 ｛ｓｾＳ 庁合Ｈ久本池築 ｬ 役 ， ＱｉＢ ｬ ｱｩ 指所 ｽに走るまでＮ

(2)C . L から hl トーのスラブ lニ端£での 日さ会事fi:'.'j とした円

はｾ数派であるＮ 広尾タワーズ( 峨綜イト，1111IrI' Jt . 務所 ) ，

ヤクルト 本争1: Ｈ 凹［ｾ ＨＺ，他築 ｬ 役 ， ＱＡ Ｂ ｊ ｜Ｎ 務所Ｉなどの Ｒ 晶子ト Ｎ

(3) 日本 設 計 '1<務 所では 、は と ん ど(1)だが、 (2)に 分 矧 さ れ

るユ γ サ〆川 ｭｲ ピル円Ｂｫ［Ｈ刊をみつけに Ｎま た ｾ竺 主ｴＧＩ也何＿

では ｬ ・ ｨｪ ｾ 打 をＧＢい、 ＨＱＱ ， ｉ ｾ さを つけて Ｑ り ｊ［ ｬ 己 していたＮ七トヒ

却材千本J; lf Ｈ ｦｬｨ ｦ￬Ｉ のｪＭａＮ ｾイｾ， ，1己入4削に ' R  l'叶MミI(，i .までJ と.

M! HI' t 命 ピル( 帥梓) 的場イヤには l叉IIhj の な か で 軒 刊 と 犯

したところに「水‘ドスラプＮｒＮ端 ｊ と ， ｉｾ きなが句も記入 欄

tニは' - マラベ y ト. R. 端 J 町 教11f( を，f己していた.

点 以 樽 l二ピル本dii と前後して 1..1 じ( 1 ' は三) JJl. H，il 地 区= 九

ノ内 ・大下町地区 に 立 つ 組 内桝 住吉陪向 山 さは. 一三和 銀 行

点 ポ ピル99. 70m、ミ ) 1物路本社ピ，レ ( ' - 11設中 ) 100. 00mだ.

と こ ろ が 、 1)" 川 Il il 1j - i l l 築，没 .: I" j i : 務所 で は lit 米 か

ら 法 胤 を厳神; に 解 釈 し て ね リ、 'I i! 町 内 さ を 同 |て

の ス ラ プ 卜'.li ;lrl で と っ て い る た め すtlTl 的 に f>J . ' われ

て い る r '1刊の 川i さ 」 と は 相 I ｊＧｾ ，し、ゾゴをきたし

て し ま っ た の だ .

ち な み に 、 点以i h J lて ピ ル 本 finの 刊 さ は 100 m 36 

cmて・ある。

「高さ J の 意 時 内 容

〆⑨ J，:.(:，ui ?ll Sぷでるの日さ = ⑥ r  ｊｉ Ｇ ｾ 川 町内き ｊ

⑥ J Z さ←一一，号ベットヨミ捕までの，flj さ= ⑮「処築物町 内 さJ

¥ 〆<f f i >' 軒町山さ J _ _ _ J l

'@ ・肝向く / スラブ u 晶まで

、 、⑥「軒 町内さ J ←o  
@  rJ ' ，片的¥ _ .. ' . -- ¥r; 

⑥］術 ， ｕｾ I  HJ Gtf としての向き )  

⑮= t r I 川 的j

c-ムL カか. らの地巾

| パ ラ ベ y ト天端 Ｑ 軒 ｊ山 Ｚｪ ］ 剖拙Ａ ｾ築陸物的刊さ ｼ崎e  
噂fl:可 1

1  h¥ Ｑ Ｚ のスラプ ｉ Ｚｾ 描 ｼ軒向 〈 他 築物の向き ｉ ｀Ｉ

( すず; う よさのり 砧児島 ジャーナ リ ズ ム 研 究 家 )

J 比/:1 b  ，1生1II ii ，l l J : 川業 界 的 関 に あ リ 、 い か に こ の

不 況 時 を 来 リ き る か 十 1: 1.1 - I，;J ・欽 111車内 し て 、 各

ｮ が知 ｉ Ｎｾｩ 挫の吸収、技術的 ｉｻＧｉ ｉ ーにつとめ、 小企 業

な が ら 協 } J し 勉 焔 会 な ど の J-J!j を も ち 、 ，W: 1II Il，没 ，11

業 界 か ら i収 リ 伐 さ れ る こ と な い よ う 努 } ) し て お

り ます。しかし、 技 有 小人数 では ｬ ム 怖い Ｑ Ｑ な 知， ｾｗ

{ よ仰句れにくく、" . . ，' ( . - ' ; 司ーの f 干 織 と の 1' 0' 1鰍交 J9色によ

り ー1Mお IT. い の 知 ，"宜 的 [{ 'J 1'，、技術 的 I{ " I'. を は か

リ た い と 考 え て お リ ま す 。 よ ろ し く 。

( 株 式 会 社 側 rliI;t 岐. 世，， 1' ｾ生 “ ｦ Ｎ ｦｴｬｬ 機械Ｎ品 ｽ
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ニュース原綿を必送り〈ださい.

-

恒 例 のA B Cショー ' 75 open.ノ

(株 )A BC閉 会は、 I司社大 阪 シ ョ ー ル ー ム 〈大 阪

O M Mピノレ 8 F > で '75 A  B  C ショーや c r eat or s

of T HE I NDOOR  WO R L D" を IJ f.JfIli ( ; J ( - 必 ) 。

l百Jt Jーの 倣 う世 界の 処 築併 は 、年 々 多利 多 機化 が

セヲ ミ ヲ タ "イ判レ

J汗し い が 、 なかでも今年は、 〈陶板〉ーケライ

オン、 〈ア ル ミ 犬 )1ニ〉ーマグ ナ グ リッド 、 〈立

体 天 井 材〉 ー セ ラ 7 コ ア が 注 円の 新往 材。

なお、主望 書商品 全般をｾめ 、 ショールーム自 体

天 井 、 砲 、床 材 に い た る ま で n社 品 で椛 成 され

て い る |百l展 は、 づ1k'/1 き'l甘え}t)長 として 随 時 飢 覧 で

きる。( 大阪 シ ョ ー ル ー ム・T E L . 0 6 - 943 - 2831) 

① セラマコア 完全不燃立体 天II ・材

②7 グナグリッド . RJI ' .fイに弘E求される機能、 デザイン

をi集約した 多 1-1的天井材。

③ ケライオン 1. 600' % x  1  .  250' %のサイズで8' % の

趨 ti't板。ソ リもなく l人l袋 外淡町床

"足 ・天井 !l j 陶4反。

大 林 ハ ウ ジ ン グ シ ス テ ム

集 合 住 宅〈プ レ ハ ブ〉フ ェ ア 開 催

か ね て よ り、 工 業化 工法 に よ る 集 令 住 宅 の 技 術

開 発 にと り くんでき た 附大 林 組 は 、一 辿 の 技 術

を大 林ハ ウ ジ ン グ シ ス テ ム ー O H S としてと り

ま と め 、3 月 3 ・4 EI 大 阪 大 林 ピ J レ21階 に おい て、

集 合 住 宅 〈 プ レ ハ ブ 〉 フ ェ ア を IJ f. Jfmした。

同 l長 は 、 低 層 か ら 超高 層 ま で 多 様 化 した お 婆 家

の聖書望 に 応 じ た 住 宅 を 提 供 しう る大 林 ハ ウ ジ ン

グシステ ム をパネノレ展示 し たも の で 、 この 技 術

をと り 入 れ た作 品実 例 お よ び、 パ イ ロ y トハウ

ス技 術 考 案競 技 、 工 業化 工 法 に よ る 戸 屋 浜高 層

住 定 プ ロ ジェクト 従 笑 競技、白11 1 図 、 第 2 回 大

阪 府 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 光 明 池ハ ウ ジ ン グ 、 プ ロ

ジェク トの 入 逃 裟 な ど が 紹 介 さ れ 、 好評 の う ち

に ｾＧ ｾを 閉 じた。

ａｾ ￥込ｾ企ｾ企ＱＺ￠ＱＺ￠ｩＺ￠企企 ｾａ 樹の話シリーズ・ Ｙ 企 ｩｬｩ ￥￥込

ポ プ ラ

五銭の 木 々 が夜 に な っ て 限り に つ い た 。 ポプラも

十五をノ ＧｪＨ 斗 ｪｚにして ｉｉｌｾ っていたところ、 ｉｉｾＫ ｊ，量カずそっ

と近づき 、 盗んできた 事 ｬ Ｇ の資を校の ， ｝ Ｎ ， にｾＮｾＮした。

朝 刊l ジ ュ ピ タ ー が 悠 っ て 綴 の 木 の す べ て の 校 を

挙 げ さ せ る と 、 ポ プ ラ の 枝 か ら 金 の 蛍 が 転 が り

HJ た 。 ポ プ ラ は び っ く り し て そ れ 以 米 伎 を 挙 げ

た ま ま だ と い う ギ リ シ ア 神 i話 が あ る 。

北海道 で有 名 なポプラ並木は 牧歌 ｲｬ Ｇｾ な 胤 ｩ 止 の立

役 将 だ が、 こ れ が5}IJ名 ほ う き ポ プ ラ ( P opulus  

ni g r a Li nn. ) で あ る 。 わ ず か な j且Lにも 必 TT をた

て る の で イ タ リア や ま な ら し と も い う 。 小 同 で

はHM中位Iあ るいは寺中集樹 とし寸。 4径l駄で 1m工 し

やすい 材 が符 ｩ に ｉｬｬ ｾ、られるのでセイヨウハコヤ

ナギの名もある 。 品 ｦ ｪ 也 でもｾｬＺＮｔ ￬ し Ｑ ぷ ｬ 乏がいい、

ヤナギ 科 に 以 しているが、 ｩ 長似性で病 虫 ｾＺＡｪＺ も多

〈、 材 と し て の .f IJ J羽も低い 。 1 : をもった組子は

ｊｩ ｾ に来って飛ばされ、的ーの発桜もよいので繁殖

し広がる。学1 ' ，の populus は 古 代 ロ ー マ で は 人

民 、 市 民 の 木 で あ り 、 ラ テ ン 鷲 で は ふ る え る の

意 で あ る 。 欧州、|で は 女 児 が 生 ま れ る と こ の 木 を

品目 える ｊ ｯｊｩｾ 刊があ っ たというが、 日本の場千干の 成

長 が い い仲l を.h!j え る の と 対比 される 。 l昭和初期i

ゃなぎ糾

Populus  car olinensi s  Moench  

にはアメ リカ か ら 校 の 航 にl- Uる カ ロ リ ナ 純 が 入

っ た。 j量H斤 れ が 多 い が 、 パ ル プ料 と し て 普 及 し

た。 |刻 西地 方 の 街 路 樹 に 多 し 、 。 イ タ リ ア で は 第

二 次世 界大 'j 党中 ム y ソ リー ニ がi主イト国の経済封

鎖 の ιl'で 木村不 足 に 対処 す る た め 改 良 を 加 え、

成 長 の さ ら に 早 い 純 が で き た 。

こ れ ら が 'j成後の口本の 各 地 で 街路 樹 と し て 取 り

入れられたが、日 比 ｾの早さは Ｑ 今 ｬ ｯｊｩｾＱｉ 寺のＱｦｬ ｊ 木を ＱＧＱＢ

き、 強度ーの狗定が地こされる 。 そ の 為 、 秋 に は

また行業がふさ ｮ ｾ し終楽するのは皇翌年正月 以 降

とな り、 おかしな冬Ｉ ｾＨ色 をつくる。 ｾ ｫ の少ない

街 中 で は 少 し で も 紋 が 多 け れ ば よ い よ う な も の

だ が 、 樹 肉 体 に と っ て は 非常 な 負 mと な っ て い

る は ず で あ る 。 ポ プ ラ に と っ て も う ひ と つ の 受

賞 ｦ ｾ は、初 Ｇｊ Ｍｳｲのアブラムシと支のアメリカシロヒ

ト リ に よ る 食 告 で あ る 。 生 長 が よ く 樹 全 体 の 新

Ｑｬｊｉ ｛ Ｑｾ 泌が争放しいのでそれによって も ｴＱ れるような

こ と は な い が 、 人i I l i りの多い iIli り で は 虫 の 排 出

す る 液 や 党 あ る い は 1 : 虫 に 悩 ま さ れ る 。 ど ち ら

か と い え ば 広 い 開 発 地 の 先 駆縦 波 と し て 適 し て

お り、 新 紋 の 美 し さ を も っ ポ プ ラ n身 に と っ て

も そ の ) J が し あ わ せ だ と 思 う。 ( 1剥似 記)
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昭和49年度・第 9 回若い会員の集い

雪の清水寺釈迦堂の見学会 清水寺の見学会に参加して

中村信夫 上谷重男

解 体 修 理 中 の

清 水 寺 へ 参 詣 す る 道 は 13年ぷりとかの大雪で、 京 阪ilI 車 の 京 都 五 条 に 降 り 立 つ と 、 賀 茂川 の

い つ も の 賑 わ い が な い 。 軒 と 軒 が 突 合 し た よ 川 べ り に 木 枯 に 渓 え る よ う に 立 っ て い る 柳 の

古 建 築 見 学 会 ( 第 3 回)

一清水寺の釈迦堂・成就院庭園

うな庖並みと、 曲 が り く ね っ た 道 が 、 歩 き に 小 枝 を す っ ぽ り と 綿 雪 が覆 っている。

く い 雪 道 を 楽 し く し て く れ る 。 楼 門 に 着 い て そ れ は 余 り に も 柳 に と っ て は 重 い 光 景 で あ る 。

その他の見学ー
白 雪 の 石 段 を 登 る 。 視 界 が|羽 け て 思 わ ず 息 を 東 山 の 方 か ら 吹 い て く る 木 枯 に の っ て 、 白 い

の む 。 灰 色 の 笠 に 音 羽 山 清 水 寺 は 白 一 色 で あ 雪 が す べ て の 風 長 を 覆 い つ く す。 そ れ は 京都

レ ボ ト
る。 何 遍 と な く お と づ れ る 消 水 寺 で あ る が 雪 の 町 を 優 雅 な 、 そ し て 私 遠 の 知 ら な い 1 千 年

景 色 の 美 し い 消 水 寺 は 初 め て で あ る 。 ま っ た 昔 の 平 安 時 代 の 風 景 を 連 想 さ せ て く れ る 。

〈美しい /.1 あ ま り の 美 し さ に 今 日 の 見 学 の 目 刻一芸IJ 変 わ っ て ゆ く こ の 風 去 の 中 を 足 速 に 、

的 を 失 う よ う だ。

2 月 22 日、 「第 3 園 、 解 体 修 理 中 の 古 建 築 比 奥の院脇にある釈迦主主へ向かう 。 須 屋 根 に 緩

学 会 」 は 、 し ん し ん と 降 り つ づ く 雪 の な か で わ れ た 現 場 内 に 立 ち 入 り 京 都 府 文 化 財 保 護 談

催 さ れ ま し た 。 のf問、 三 上 両 氏 の 説 明 を 受 け 案 内 を い た だ く 。

清 水 を と り ま く 樹 々 の 梢 は 、 雪 の 絵師 がもっ、 屋 根 は 倒 壊 前 は 本 瓦 誌 で あ っ た も の を 江 戸 初

白 い 銘 で す っ か り ぬ り か え ら れ 、 そ の ま在先は、 J切 の 復 原 に す べ 〈 粉l支3: t にされた由、見たと

京 の ま ち 中 へ 、 ま ち な か へ と は し り な が ら ー こ ろ小 屋 組 材 が 本 瓦 践 に し て は 、 お そ ま つ に

憾 の 絵 模 様 を 、 完 成 へ と ち か づ け て ゆ き ま し 感じた。

た。 紬 組 材 で 再 使 用 で き る も の は 最 大 限 に 使 わ れ

現 代 と い う 怪 物 が 、 ふ っ つ り と た ち 切 っ て し る よ う で あ る が 補 足 材 と 古 い 材 と の 調 和 に 苦

ま っ た 歴 史 の 流 れ 。 そ れ が こ の 雪 の 姿 を か り 労 の 跡 が 見 ら れ た 。 ま た 、 仕 口 と か 継 手 も 従

て 、 今Z将 か に 、 し か も 絶 対 的 な 力 を も っ て あ 来 通 り 復 原 さ れ て い る よ う で あ る が こ の 古 い

ら わ れ は じ め た の で す 。 現代 の 京 の 町 と 、 古 材 料 が あ と 何 年 も つであろうと思、われるよう

い 消 水 寺 は こ こ に 一 つ め 空 間 と し て 同 H寺に存 な と こ ろ が あ り 新 し い 材 料 に 取 り 替 え て は と

在 し 、 こ の 場 に い る 人 々 の 心 の ひ だ 中 へ と 校 ，思うのは私だけだろうか。

透 し て き た の で す 。 成 就 院 の 雪 の 庭 園 を 観n し 、 お 茶 を い た だ き

釈 迦 堂 昭 和 47年 7 月の豪雨により、 l退〈 後 、 雪 の 美 し い 消 水 寺 を 跡 に 消 水 坂 を 下 っ た 。

ず れ と と も に 倒 域 し ま し た 。 鬼 瓦 の 銘 に よ れ (大阪市経理局)

ぱ、 n永 8 年の建立( 再建) 、初め柑 皮 訴 が 江

戸 中 WJ頃、本瓦: L f : に改められ、明治時代には、

中央{ ム tl 'l li 町l協 に 1] 必mがm設 さ れ た り し た の で

す が 、 倒 壊 し た 榔 成 部 材 を く わ し く 調 査 、 数

枚 の 倒 : 駿 前 の 写 其 も 参 考 に し て 、 江 戸 初 め の

状 態 に 復 原 す べ 〈 、 昭 和 48年 1 月 か ら 復 旧 工

事 が は じ め ら れ 50年 中頃 に 完 成 目 標 と し 現 在

工 事 は 諸 々 と 進 め ら れ て お り ま す 。

成 就 院 の 庭 園 し ん か ら 冷 え き っ て し ま っ た

手 足。 そ ろ そ ろ こ い し く な っ た 火 の 気 を も と

め な が ら 私 達 は 、 第 2 の 目 的 で あ る 成 就 院 へ

と 足 を 述 び ま し た。 混ぜ衣をまとった御坊の出

迎 え を う け な が ら 性 院 へ 足 を ふ み 入 れ た と き

の 感動 。 “ 束 山 を 借 長 に し た " な ど と い う 説

明 は 、 な ん の主主 I! 未 も も た な い ほ ど 。 そ こ に は

一 つ の 完 結 し た 「 世界」 が 現 在 し 、 私 達 の 存

在 やH寺の流れも 、 雪 で抽 象 化 さ れ た 白 い 広 が

りの中へと l吸い i込 ま れ て い く よ う で し た。

懇 談 会 当 日 案 内 と 説 明 を し て く だ さ っ た 京

都 府 教 育ー庁文化 財 保 議 採の佃氏、 三 上 氏 を お

招 き し て 、 多 く の 資 料 、 図 面 な ど を み せ て い

た だ き な が ら 清 水 寺 の 様 式 や 歴 史 の お 話 を う

ヒパチ

か が い ま し た。 ま た 皆 で 火 鉢 を 閤 み な が ら 、

お 寺 か ら の お 抹 茶 、 和 菓 子 の お 接 待 を う け 、

た い そ う な ご や か な う ち に 武 重 な 半 日 は す ぎ

てゆきました。 ( 本多克子 妃)

今回は京都府文化財保f f ! i 諜のf田忠夫 三上自行進両氏に企図当

初j より多大のご協力をいただき、また当日は消水寺殿に大へ

んお世話になりましたことを誌上より厚〈お礼申しあげます.
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雷の成就院庭園

清水寺の拍1氷

来 さ に 震 え な が ら 新聞 紙 をiiJ l にのせてi i ' 1水 寺

へ の 急 な 坂 道 を す ぺ ら な い よ う に 、一 歩 一 歩

足 の 哀 の 感 触 を 確 か め な が ら 登 っ て 行 〈 。

い つ も は 忙 が し く 観 光 客 が 出 入 り し て い る で

あろう両側IJ の 庖 も 今 日は ガ ラ ン と し て 人 が 見

当 た ら な い 。 私 の 外 套 は 白 い ボ タ ン 雪 の た め 、

色 彩 を 徐 々 に 失 し て 白 ダ J レマ の 様相 を 呈 し て

い る 。 こ の よ う な 雪 の 目 、 登 る こ の 坂 道 は

当 に 長 い 。 そ し て 心 を 先 へ 先 へ と か り 立 て る 。

坂 道 の 終 点 に あ る 仁 王 門 に 着 い た 頃 に は 新 聞

紙 は 紙 で は な く て 何 か ノ マ ラ フ ィ ン の よ う な 感

じ の も の に 変 わ っ て し ま っ た 。 し か し こ の 道

の り で 最 も 役 に 立 っ た の は こ の 50円 の 一 枚 の

新 問。 そ の 新Il r J を持 っ て い る 私 の 手 も 何 か一

本 一 本 の 指 が 感 党 を 失 い 、 私 の 身 体 の一 昔[1 で

は な く 、 他 の 物 体 へ と 変 わ っ て し ま っ た 。

仁王門から見るこの消水のｽＧｦｬｾ弦は白とよＡＮｾのモ

ノ ト ー ン の 世 界 へ と 変 わ っ て し ま っ た。 そ れ

は 現 在 の ギ ラ ギ ラ し た 色 彩 の 世 界 が 白 と 般 の

水 盛 函 の 世 界 へ と 雷 と い う 一 つ の 白 い 媒 体 物

で も っ て 変 え ら れ て し ま っ て い る 。

自 然 と い う も の が 人 間 世 界 の 忙 が し さ な り 、

人 工 美 の 醜 さ を あ ざ け り 笑 っ て い る か の よ う

な も の か も 知 れ な い。 所 設 、 人 IHJ ;/)<:t';i IJ っ た 美

と い う も の は 自 然 の 造 形 美 に は I!持 て な い の で

あ ろ う か。 こ の 白 い 風 景 の 中 で「赤」や「背」

の 傘 が 仁 王 門 か ら 本 堂 へ の 階 段 を 飛 ぴ 鋭 う よ

うにままってゆく 。

雪の京都、雪のi i ' j"水 の 美 し さ に 会 え た 私 途 は

幸 せ だ と 心 の 中 で そ の 傘 の 人 々 に 語 り か け て 、

白 い 世 界 か ら 突 然 う す 暗 い 本 立 の 内 i陣 の 中 へ

入 っ て ゆ く 。 ロ ウ ソ ク の 光 の 中 で に ぷ 〈 挺[t い

ている金箔をI ! 占って 、柱が1I f ' r 1矧の 中 で ポ ンヤ

リと 浮かびあがってくる。 内陸11の 中 に あ る 仏

像 が 、 そ し て 何 か 人 を 燥 な 気 持 に す る あ の 金

網 の 附 か ら 見 え る 仏 像 達 が 、 ロ ウ ソ ク の 光 の

中 で ゆ ら ゆ ら と 生 き て い る か の よ う に 探 れ 動

い て い る 。

宝f色十一 年 ( 780) に 建 立 さ れ た と い う こ の 本

主も何回か火災にi 1 f . い、そのたびに再処され

て き た と い う 。 そ の 火 災 の た び に こ れ ら の 仏

像 は ど の よ う な H良 で わ れ わ れ 人 聞 の 争 い を 見

て き た の で あ ろ う か。 決 し て 諮 る こ と の な い

閉 じ た 口 で も っ て 私 達 に何 を 伝 え よ う と し て

い る の で あ ろ う か。 これらのイム{象 と仰イ呂との

IBIに あ る 関 係 は 何 で あ っ た の か 。 何 か 人 11:¥1の

業 の 中 に あ る も の と 仏 像 の 静 け さ の 巡 い を 見

る 思 い が す る 。 こ の 寺 も 他 の 寺 と の IHI の 争 い



の た め に 何 回 か 火 災 を 起 こ し 、 そ の た び 、 多

くのものを失ってきたことであろう。しかし、

そ の よ う な 機 執 は と も か く 、 今 日 の こ の 内 |俸

は そ の よ う な も の を 振 り は ら い it浄 か な 落 ち 活

き を 取 り 戻 し て い る 。 ふ と 天 井 へ 眼 を 上 げ て

ゆ く と 深 速 な 暗 い 附 の 世 界 が 天 高 〈 永 遠 に 続

い て い る 。

「 香 」 と 「 線 香 」 の 香 の し み こ ん だ こ の よ う

な内 |様から 一 歩外へ出てゆくと、内| 俸の H音さ

と対比 し て い る か の よ う な 白 い 世 界 が 広 が っ

て ゆ く 。 白 い 水 盤 固 め 速 い 風 景 の 頂 に 静 か に

子 安 の 塔 の 三 重 の 屋 線 が 画 面 の中央に位笹し、

風 去 を よ り 甘 美 な も の と し て い る 。

す べ て の 木 立 が 傘 が す ぽ え た よ う に 白 い 仰 を

か ぶ り 息 、 を こ ら し て い る 。 そ し て そ の 上 で 白

い 雪 が 白 い 扇 を ひ ろ げ 舞 い ま わ っ て い る 。 白

一 色 に 主主ら れ た 一 色 の 天 堂 の 舞 台 、 そ し て 俳

優 の雲 、 こ の 雪 の 静 け さ は こ の 清 水 か ら 見 え

る 風 景 の 中 か ら そ し て こ の 本 堂 の 境 内 の 中 か

ら 音 を 取 り 去 っ て し ま っ た 。

こ の 本 堂 の す ぐ そ ば で 例 の 昭 和 47年 の 豪 雨 に

よ っ て 倒 壊 し た と い う 究 永 8 年 に 建 立 さ れ た

と い う 釈 迦 掌 の 再 建 工 事 を や っ て い る 。

こ の 桁 行 3 問 、 梁 附 31日i の 寄 練 迭の 屋線 の 須

弥 桁 の 上 に 釈 迦三 尊 が 座 す の は 今 年 の 五 月 と

舞台にて政明をき〈

の こ と 、 先 日 見 た 薬師 寺 の 金 堂 の 再 建 と 比 較 J  

し な が ら そ の 映 像 と が 私 の 頒 の 中 で 交 錯 し て

ゆ く 。 し か し 、 ふ と 眼 を 裂 山 へ や る と 白 い l床

け な い 石 垣 を 雪 の 聞 か ら 見 て 、 - 11瞬 嫌 な 気 分

に な っ た 。 倒 壊 前 の こ の 裏 山 の 風 景 と 比 べる

と何とも l床け な い も の 、 単 体 空 間 と し て の こ

の 盆 と 風 殺 の 中 で 生 命 を こ れ か ら 長 い 間 保 っ

て ゆ く で あ ろ う 。 釈 迦 盆 を 考 え て ゆ く と き 、

何 か 他 に 方 法 な り 方 策 が 採 し 得 な か っ た も の

か 、 し か し 、 こ れ ら の 石 垣 も 長 い 年 月 の 問 に

い ろ い ろ の 表 情 を 倉11 っ て く れ る か も 知 れ な い。

五 月 の 再 会 を 楽 し み に し て い る 。

音 羽 山 、 高 台 寺 山 な ど を 背 景 ー と し 、 江 戸 H寺代

初 期 の 作 で あ る 相 阿 弥 の 作 、 ま た は小 掘 遠 州

の 補 修 と も い わ れ て い る こ の 成 就 院 の 庭 図 は

白 い 衣 を す っ ぽ り と 頭 に か ぶ っ て い た。 1111:か

い 妹 茶 を 楽 し み な が ら 、 月 照 上 人 と 西 郷 隆 盛

が よ く 幕 末 の 混 沌 と し た H寺; WJ に 国 家 の た め に

対話した場所である。この骨院の雪 見障 子 か ら

見 え る こ の 庭 は 、 まるでF 布、のノl、さな手の平の

上 に も のるよう な 小 じ ん ま り と し た 創 り の 可

愛 い ら し い 池 を 中 心 と し た 庭 、 雪 の た め 、 石 、

樹 木 は 良 〈 見 る こ と が で き な い が 、 池 を 中 央

に配し、 7也 の 中 に あ る 中 島 に バ ラ ン ス 良 〈 烏

帽子石、島!l ! l ! 令燈能が配されている 。 し か し 、

こ れ は 余 り に も 作 為 に み ち て い る 。 そ れ に 反

し て こ の 池 の 中 で の 小 島 と も 11乎 べ る 島 に あ る

篠 島 石 が 私 の 眼 に や き つ い た 。 そ れ は 今 日 の

こ の 雪 の せ い で あ る か も 知 れ な い が 、 音 が 失

わ れ た 静 寂 の 世 界 の 中 で 自 然 な 趣 を た だ よ わ

せ て い る 。

雪 の 風 去 の 中 で は こ の よ う な 何 も な い ひ っ そ

り と し た も の が 写 る の で あ る か も 知 れ な い。

こ の 小 石 に 比 べ て 書 院 の 縁 側 の そ ば に あ る 盟

臣 秀 吉 寄 進 の 「 誰 が 柑l手 水 鉢 」 は何 か 強 大 す

1  

， 

、島

清水寺の舞台

ぎ て こ の 庭 の 大 き さ や こ の 雪 化 粧 の 庭 に は 不

似 合 に 思 わ れ て し か た が な い 。

非常に弁舌の立つイ11' 侶 の 話 に 耳 を 傾 け な が ら

思 い つ く ま ま 思 い め ぐ ら し な が ら 、 も う 一 度

秋 に こ の 庭 を 訪 れ 、 そ し て 対 話 し て み た い も

の 、 そ う す れ ば 今 日 と 呉 な っ た も の に 出 遭 う

ことができるかも長日れない。 そ し て そ の 日 を

楽 し み に こ の 書 院 を 後 に し た 。

こ の 清 水 寺 は 北 法 相 宗 の 本 山 で あ る と い う 。

約 1200年 前 に 建 立 さ れ 、 来 山 の 中 Jl友に位置し、

約 13万 平 方 米 の 境 内 の 中 に 種 々 雑 多 な 堂 を 配

している 。 以前訪れたとき、あ の 弁 慶 の 下 駄 、

鉄 線 と か を 持 っ て 楽 し ん だ こ と を すt えている。

今 日 の こ の 清 水 の 風 荻 は あ の 紅 誕 の 頃 の 華 や

い だ も の が な く 、 白 い 雪 の 衣 の "1コで静かに息、

を こ ろ し て い る 。

何 か 寂 し い 離 れ が た い 気 分 に お そ わ れ な が ら

急 な 坂 道 を 一 歩 一 歩 踏 み し め な が ら 、 寺 か ら

いただいたノマンフレ ッ トを頭に の せ て 下 っ て

い っ た。

日 時 昭 和50年 2 月22日出

集 合 14: 00→解散 17 ・00

場 所 京 都 ・ 東 山 ・清水寺境内

参加者 41名

ゲスト 京 都 府 文 化 財 保 護 課 佃 忠 夫 氏

三 上 錯造 氏

行 程

14:  0仕→14 : 30 本堂内陣、舞台拝観

14 :  30→ 15 ・30 修理中の釈迦堂の見学

(主I t 築家)

15 :  30→ 17 :  00 成就院の庭園拝観及懇級会

終了后現地解散

... _. 

雷の奥の院

成就院の庭園( 誰が袖手水鉢)

工事中の釈迦堂の内部

工事中の釈迦堂の見学

三上氏よリ 説明を悶〈

11 
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgj m
2

時¥煙の

漏気量O.2m
3
jmin.  m

2

をはるかに下廻る0. 03

m
3
j min. m

2  

( 業界No. l ) を記録しましだ。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開問機を使用しております。

御一報次第カタログお送 りします。

近年¥ビル火災でのいだましいJ 義'1注者

の続出はそのほとんどガ〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シヤ¥ジターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えた" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 日| 川北 3 丁目 2 番 4 号 泣 話06( 301) 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・大 宮 ・ 静 岡 ・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 徒 IJJ j [  Ｑ 丁目 Ｗ 番地Ｇｾｾ話 ＰＷ Ｒ Ｐ Ｈ ＵＷ Ｉ ＴＵＳ Ｕ Ｍ 9  

東 京 工 場 川崎市中原区新丸千束 3 丁目 1 1  5  9 番地屯話日り044 ( 411 )  6325  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 IIIT 2 丁目 1 2 得 地 ';II 活問052 (361)  7441  

九州支l苫 ・工場 稲附県粕屋郡粕屋町大' f : 1中原千明布11984- 4 屯話 09293 ( 8 )  4661  

北 陸 ・ 京 都 ・神 戸 ・高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・宮 崎

鹿 児 島 ・ 佐 賀 ・ 長 崎
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凡例 a  所イじI也 b  敷地 ifii f!! c .  ｩｬｬｾ＠ Ifii f{ l  d  誕 1M術 e. 械造規模 f .  I: JUJ 
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1090.  木津川カントリークラブクラフ〉ウス

設 計 : 近 藤 柏 原 建 築 事 務 所

施工 :銭 高 組

a  . 奈 良 市 下 線 川 字 登 尾 1824

1091 .  名阪国際クラブ倶楽部クラフ〉、ウス I  1092 .  湯の郷カントリークラブクラフ〉、ウス

b  .  24 ，335.  5m'  

c .  2，138. l m'  

d .  4. 185 .2m'  

e .  R  C 、 ・青s5 、 B  1.  2  F  

f  .  II i' Hu48
i f- 4  H  - 目白布148年 10H

1093 .  加 茂 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 ・駒 建 築 設 計 事 務 所

地工 奥 村 組

a  . 京 都 I(.f 相 * ml l J 11戊田I

b .  45 ，023 .00m'  

c .  3，931. 21m'  

d.  4，642.29m'  

e.  R C. 2 F  

f  昭和48年 9 f l - 昭和 49年 6 Jl

1096.  奥田津山カントリークラフ。ハウス

設 計 三 井 建 設 大 阪 支 庖

地工 :三 井 建 設 大 阪 支 庖

a  岡 山 県 久 米 側 棚 原 町 宇 八 世1'

b.  1，558，421. 3m'  

c.  2，358. 135m'  

d.  2，923. 080m'  

e.  R  C 、 2 F 、 百11 5

f  昭和48
i
l' 3  F 1 - 昭和48年 11 fJ 

設 計 近 藤 柏 原 建 築 事 務 所

地エ ー三弁 建 設 大 阪 支 庖

a  Ｎ 奈良ｾ ， ｜ｬ ｬｊ［ｕ m; ＱＺｬ ＱｾＱＱ 村大 ＧｦＺ 厳 ＷＰＹ

b.  6，500.00m'  

c  .  2，112. 84m'  

d.  2，893. 85m'  

e.  R  C 、 2 F  

f . 1I自千1149年 5 J J - I昭和 49i lolOJ J  

1094.  協 手 口 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 駒 建 築 設 計 事 務 所

地 工 奥 村 組

a. 京r . sIl H U楽 Im.f1IJR町大' ( : ; . 砧船

b.  Il ，I41. 37m' 

c .  3，378. 92m'  

d .  3，309. 00m'  

e .  R  C ‘ 2  F  

f .  U!H1148
1
J'- 9 月-II{j 相49年 8 J1

1097 .  松山ロイヤルゴルフクラブハウス

設計 : 三 座 建 築 事 務 所

施工 住 友 建 設 四 国 支 底

a 愛 峻 県 { J f 子 部 中 山 町

b.  41 ，625m'  

927m'  

1，364m'  

e.  R  C 、 長 恨 5 、 2 F  

f . 昭和48
i
l' 8  } " J - 昭和49年 4 J.J  

設 計 :伊 東 建 築 段 計 事 務 所

施工: 三 井 建 設 広 島 支 底

a 岡 山 県 英 国 郎 作 東 町 回 淵

b.  882，OOO. 00m'  

c.  1，654. 93m'  

d  .  2.  152.  30m'  

e.  R  C &  5 、 2 F  

f . 昭和48年 II J l 一昭和49年 10月

l弘トムぷ|
1095. 東亜相生カントリークラブハウス

設 計 青 木 建 設

地 工 青 木 建 設

a  . 兵 "'1 県 相 l 也 市 矢 野

c .  1，044 .6m'  

d .  2. 105. 9m'  

e.  R  C 、 2 F  

f  昭和491ド4 Jl - I沼布149年 9 JJ 

1098 .  伊勢; 寄カントリークラブクラフ〉、ウス

設 計 :井上久雄建築設計事務所

施工 : 熊 谷 組 名 古 屋 支 庖

a  三 ｩｬｬｾ ，｜ .ぶml 白山町川 UJ 也先

b .  1，200. 000m'  

C .  1，928.94m'  

d .  3，319. 59m'  

e.  R  C 、 3 F 、P 1  

f . 1昭和 48年 3 FJ - 昭和49
i
) ' 4 JI 

13 
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ｾｧＭ ［［ｉｾＺＮ ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり千正抗' 性: すべり? 正抗- ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

FLl NTKOTE 

、ｾ

フリントコートにつ いてのお 問合 せ は下記へ

。
j限式会前シェル厄;IX版発売所

7 -..1 ｾｉＭＺ ｉＺ ｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑥532 大 阪市 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 室宝 ( 06) 303 ー 7 13 1

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 田T2丁目 4帯 地( 第Eぬ り 彦 ピ ル3階 ) 雪 ( 03) 562 - 4646  

名 古 屋 ⑨46 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ビル 4 階 ) 合 ( 052) 93 1- 8537

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 帯 6 号 ( 西 林 ピ J レ3 階 ) 合 ( 0822) 2 1- 1224

福 岡 ⑮8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 筒 ビ ル 3 階 ) 合 ( 092 ) 77 - 196 1  

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 .  



観 光 公害 と 町 づ く

観光公害という 言 葉を よ く耳にする 。 観光客が殺到してすぐれた環境をこわし 、 ｊｾ￨ 楽物が 山 とな っ てのこされ、そこに

住 む 人 々 の 生 活 の リズ ム さ え こ わ し て い く の で あ る 。 海 外 旅 行 で も 国 際 的 エ チ ケ ッ ト を わ き ま え な い で 不 行{筏をしていか

し、 文 化 財 の 不 法 持 ち だ し を は か つ て 地 元 の 人 々 の ひ ん し ゅ く と 悠 り を か い 、 エ コ ノ ミ γ ク ・ア ニ マ ル と け な さ れ る こ

とカず多いのである 。

f 1 i l その恥はかきすて J という 日本 人 の も つ 惑 い 商 が む き だ し に あ ら わ れ て い る の が 現 況 だ と い え よ う 。 旅 行 に は 人 々 の

視 野 を ひ ろ げ、 そ こ で 人 間 的交流をはかり、 相 互 迎 解 の 場 と な る と い う 積 極 的 な 簡 が あ る こ と は い うまでもな い。 大 衆

観 光 が 発 達 す る な か で 、 私 』 ち は ili の 州 大 に み あ う 旅 行 の エ チ ケ ッ ト、 道 畿 の雌 立 を せ ま ら れ て い る よ う だ。 旅 行 す る

側 は も ち ろ ん の こ と 、旅 行 を う け い れ る 地 元でも、 観 光に 公開 される 聞 か れ た 公 空間 と 、 お か す こ と の 許 さ れ ない 私 空

間 の 略 立 の 規 律 が必要 と な っ て き て い る の で あ る 。 そ れ は 日本 人 が 住 居 や l町な み を 形 づ く る の に つ く し て き た 努 力 と知

恵 を あ ら た め て 見 な お す こ と に ほ か な ら な し、。 観 光 公 害 を な く す た め の知 忠は 、 と りも な お さ ず 巨 大化 し複雑 化 した 都

市 の 生 活 環 境 の 向 上 を は か る た め の 新 し い UrJ づく り と も 密 接 に つ な が っ て い るのである 。 ( N i )

1 月号よ り 6 月 号 ま で 下 記 4 氏て守旦当

り の 知 恵、

建築の眼

委 任状

私 の 仕 事 に 関 係 し た 話 で 恐 縮 で あ る が 、 建 築 隊 認 申請 書 類 一 式 の 中 に 委 任 状 な る も の が 時 々 含 ま れ て い る 。 すなわち、

建 築 主 の 著 名 捺 印 で 「 私 こ と 左 記 の 件 に つ い て 一 切 を 建 築 士 某 に 委 任 し ま す 。 記 建 築 許可硲 認 申請 手 続 き に |某lす る 事

項 J とい っ た も の で あ る 。

別 に 法 令 上 必 要 と さ れ て い る わ け で は な く 、 何 と な く 習 慣 で 添 付 さ れ て い る と 思 う の だ が 、 こ う い う 例 に 限 っ て何 か 訂

正 と か 指 導 が 要 る 場 合 に 、建 築 主 の お 出 で を 頂 か な い と ラ チ が あ か な い と か 、 建 築主 が 申 請 の 中 味を 何 も ご 存 じ な い と

い っ たことカf 多 い よ う に 思 え る 。

と る に 足 ら な い 些 細 な こ と か も 知 れ な い し 、 ま た 建 築 申 諮 手 続 き の 形 式 性 に つ い て 私 ど も の 反 省 す べ き 点 も あ ろ う と 思

うが、 私 は 、建 築 活 動 に つ い て の 建 築 士 の 建 築主 、 ま た は オ ー ナ ー に 対 す る 地 位 と か 職 能 の 実 態 の一 面も 示 し て い る の

で は な か ろ う か と も 考 え る の で あ る 。

建 築 す る こ と が 殆 ん ど の 建 築 主 に と っ て一 生 に 一 度 か 二 度 の 大 切 な 経 済 活 動 で あ り、 か つ 、都 市 に と っ て 重 要 な 生 産 活

動 て、ある今日にお い て 、建 築 主 等 と 建 築 士 と の 共 通 認 識 に 基 づ い た 双 方 の 責 任 シ ェ ア が も っ と 厳 し く と ら え ら れ て い る

な ら ば 、 も っ と ス マ ー ト な 委 任 状 が で き る の で は な か ろ う か 。 ( M )

ドン 容 積比

英 国 で は int or mat ion の 管 理 ・利 用 を 組 織 的 に よ く や って い る よ う だ。

の 概 要 を 親切 に 教 え て く れ 、 資 本l も く れ た り す る 。

- 7 ) 、 英 国 人 にと っ て あ ま り に 常 識 化 し て い る か ら な の か 、 意 外 な こ と が ら が 明 文化 し た 資料 に な っ て い な か った り す

る。 そ の せ い か 、 7 年 も ロ ン ド ン で 建 築 の仕 事 に 携 わ っ た の に 、 当 然 あ る は ず の ロ ン ド ン の 土地 の 用 途 規制 に つ い て 知

ら ず に 終 っ た。

ロ ン ドン 中央官11の ma x i mum pl ot  rat i o  zoni ng ( 最 大 容 積比 配 分 ) は 5Yz :  1 、 5 1 、 4 1 、 3Yz・ 1 ( mi xed  bev elop-

ment ) 、3Yz: 1 、2Yz 1  ( mi x ed  development ) 、2Yz :  1 、 2 l ( い ず れ も 分 母 は 敷地 面 積 ) の 段 階 に な っている 。 こ の

うち mi xed dev elop ment の 注 の あ る 場 合 は 、 そ のpl ot rat i oに 住 居 用 途 に |浪 り 、 さ ら に 1泌 1 の 容 積 比 を 上 乗 せ し て も よ

い 。 一 般 用 途 の 上 に さ ら に 住 居 用 途 に 与 え ら れ た 容 積比 の 特 典 で あ る 。 住 居 用 途 に 使 う な ら も と も と の 容 積比 と こ の 上

乗 せ 分 の 合 計 を す べ て 使 って も よ い 。

『住 居 用 途 と の 複 合 使 用 よ り、 街 に 生 活 感 を 与 え 、 業 務 用 途 だ け の 場 合 の 夜 の 街 の 死 滅 か ら 救 い 、 併 せ て 都 市 設備 の 有

効 利 用 を は か り 、職 住 近 接 に よ り伯l人 生 活 の 有 効化 と 無 駄 な 交 通 投 資 を 低 減 し 、 ... ... .. .... 0 J ロ ン ド ン の 都 市 計 画 の 基

本 原 目IJ は mi xed develo p ment な の で あ る 。 ち な み に 容 積比 5Yz :  1 城 は c it y of  L ondon  ( ロ ン トン 旧 市 ) の一 部 だ け で あ

り、 5 1 域 は そ の 周 辺 と 他 に少し、 4Yz :  1 城 は 例 外 的 扱 いらしく 、無 視 し て よ い 。 そ の他 大 体 が3Yz :  1 以 下 で あ る 。

( K )  

<Engui r y > カずあ って、ほ ど ほ どど こ へ 行 っても

ロ ン

南 向 き の 窓

い か に 建 築 家 が 理屈 を 設 け て も 、 マ ン シ ョ ン は 東 西 車111 ( 南 向 き ) で間 口 の 広 い も の か ら 売 れ、 そ し て 、窓が大き い ほ ど

喜 ば れ る 。 大 金 を 出 して住宅を 買 お う と す る 庶 民 は 其 剣 でも 賢 明 で も あ る 。 そ の 心 は何 か 。 冬 の 日! 照時 1: 刊の 多 い 地方 で

の 防 当 り ｉ 暖房と採光という笑質 的 な効果が、 ｬｾｲ i1re. 熱 損 失 や 家 具 類 の |場 焼 け の マ イ ナ ス を カ バ ー し て 余 りあ る と さ れ る か

らである 。 な か な か 理解 し て も ら え な い こ と だ が 、 こ の 前 提 が崩 れると ( そ し て そ の 11寺にのみ) 、南 側l 窓 へ の 執 活 は 消 失

す る 。 例 え ば 完 全 暖 房 の ア メ リカの家然り 、 日!開の少な い 北欧 の 住 宅 然 り で あ る 。 日 本 の あ る ソ ー ラ ハ ウ ス で は 南側 窓

の 内 側に集熱板をおき、南面からの太陽熱集熱時には日照と採光は殆どｾ 断 されるが、熱的、採光的にもｲｆ ￬ ど品目擦をＡ善、

じないという 。 外 国 に よ く あ る 地 下 ま た は 半地 下 室 の 居 住 性 の 良 さ は 体 験 し た 人 に の み 理 解 さ れ て い る 。

た し か に 熱 的 に 巧 み に 設 計 さ れ た 集 合 住 宅 で は 南 面 全 面 2 m. ガ ラ ス に す れ ば 寒 さ 知 ら ず で あ る 。 た だ し 、 南 面 の 日 射 '受

熱が万辺なく家中に行き 亘 ればの話て｜奥行が深いと家の中に熱 情 と祭 ＧｍＭｾ とが生じて寒気流で風邪を号 Ｑ < 。 一 戸 建 住 宅

で は む し ろ 断 熱 を 強化 して弘・を 小 さ く し 、 太 陽 熱 は別 の 方 法 で う ま く 抗告集 し て 家 中 に 分 配 す る 方 が 良 い 。 こ の よ う に 省

エ ネ ル ギ 設 計 と 太 陽 熱 の 有 効利 用 を 其検 に 考 え て ト ー タ ル な 意 味 てψ の 最 適 化 を 図 れ ば 、 そ の H寺 こ そ 建 築 家 が 其 の 説 得 力

を 身 に つ け る こ と に な る だ ろ う 。 ( Na )
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軽 量 鉄 骨 の 歴 史 ・ 日 進 式 と 共 に50育 余 年

日進式装飾天井フロッJ i -

最良の昂質-最高の施工
日進式装飾天井

光と影の創造、フロッJ i ーは

現代建築物に息吹を与える光

天井シリーズ。

16  

E Zヨ盟

天 井 排 煙 口

i レ ス タ ー |

天 井 防 煙 壁

Ｍ羽］咽山 ｉｾ 【・】 ｅ ・

( P AT  4 件)

天井点模口方式の防煙、防災

設備。手動開放装置問、煙感知

認と連動する遠隔操作万式。

( P AT  2j 牛)

面積 500 附を超える建築物

は防煙区画をする必要があり

ます。子フルミとガラスを組合

せだ天井防煙塁。( PAT. 6j 牛〉

奥村重兵衛株式会社
旧 社名 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商J吉

本 社 大 阪 市 北 区 伊 勢 町 22 番 地 干 530 電 話 ( 06) 312- 4131( 代〉

東 京 東 京 都 中 央 区 銀 座 ォ 丁 目27番 9 号 干 104 電 話 ( 03) 563 - 3 3 51  ( 代〉

福 岡 福 岡 市 博 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 干 812 電 話 ( 092) 291 ー 0459( 代〉

名 古屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番 6 号 干 451 電 話 ( 052) 522 - 5436( 代〉
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花 屋 敷 ゴ ル フT異 楽 部 よ か わ コ ー ス ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 寺 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム

施 工 東急 建 設 ・ 不 二 建 設 共 同 企 業 体

所 在 地 兵 庫 県美 轟 郡 吉 川 町 福 井

建 築 面 積 2 ，553m'  

延 面 積 3 ，188 m・

構 造 規 模 S 、 2 F  

工 期 昭 和47年 9 月 一 昭 和 48年 7 月

よ か わ コ ー ス の ク ラ ブ 〆 、 ウ ス に つ い て 私 遥 は 、 シ ン

7 ・J レ - " 1位和E明 快 . を テ ー ? に 設 計 を 進 め た 。 広 々

と し た ハ ウ ス 周 辺 の 敷地 は こ の テ ー 7 を 満 足 さ せ る

の に 十 分 で あ っ た 。 外 脱 は タ テ ・ヨ コ の 線 、 特 に 広

さ を .'J:I，す た め に 検 の 総 を 強 制 し て い る 。 テ ラ ス や 圧E

の は ね 出 し が こ れ を ー 廊崎，: 1II，J し て く れ た 為 、 jぶ っ た

より 立 体 的 な デ ザ イ ン が 生 れ た 。 平 而 的 に は パ ブ リ

ッ ク と し て 数 多 く の 人 達 に ゴ ル フ を 楽 し ん で 減 〈 為

に 笑 質 本 { 立 と い う 考 え 方 で 進 め た 。

外音11の レ イ ア ウ ト は 将 来 的 プ ロ ト ー ナ メ ン ト 開 催 を

予 定 し て ギ ャ ラリ ー 用 の ス ペ ー ス が 考 慮 さ れ て い る 。

花屋敷コルフ倶楽部よかわコースクラフハウス

，. ，A : 司 司 守

18  
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ロ イ ヤ ル 多 国 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 井 上 久 雄 建 築設 計 事 務 所

施 工 大 和 J 、 ウ ス 工 業

所 在 地 兵 庫 県 宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 山 19 ー 14

敷 地 面 積 89万 m'

建 築 面 積 1，968 . 944 m'  

延 面 積 1，887 . 2 5 9 m・

事障造規模 S 、 一 部 R C、 平 家

工 期 昭 和46年 11 月 ~ 昭 和 4 8年 8 月

カ ン ト リ ークラブノ、 ウ ス は 大 き く 分 け て 四 つ め

機 能 が 有 る が 、 そ れ ら を 機 能 に 応 じて 四 つ の 航

に 分 け 、 波 ワ 廊 下 で つ な ぐ '10; に よ り !fr) J 似を簡略

イt. し 、 また、託生11iii の イ ニ シ ャ J レ、 ラ ン ニ ン グ コ

ストのキ圭r斉' 主主を計ーった。

そ し て ま た 、 そ れ ら の 概 を 八 角 形 的 方 形 家桜 と

し あ ら ゆ る 角 度 内 コ ー ス か ら ク ラ ブ ノ 、 ウ ス を ま!

ん だ 場 合 、 四 つ の 方 形 家 恨 の 重 な り が 変 化 す る

外 観的 美 し さ を 求 め た 。

ロイヤル多国カントリークラフン、ゥス

1  . エ ン トラ ン ス ホ ー ル

2 .  :;: 1:; 務 室

3 . プ レ イ ル ー ム

4 レ ス ト ラ ン

5 ‘ I町 窃

t敢彬 野 田 氾ー

@  

6 . ゾーダー 7 ア ン テ ン

7 . フ' ロ シ ョ y フ'

8 . キャディ ー マ ス タ ー

9 . 男 子 ロ y カ ー ル ーム

10 . 女 子 ロ y カ ー ル ー ム

19  



周 木 原 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス

設 置十 富 松 建 築 設 計 事 務 所

施 工 青 木 建設

所 在 地 和 歌 山 県 海 草 郡 野 上 町

建 築 面 積 1，935 . 5m'  

廷 床 面 積 1，643 . 6  m'  

精 進 規 模 S . 平 屋

工 期 昭 和49年 5 月~ 昭 和49年 10月

本 ゴ ル フ 場 は tt 志 川 大 池 自 然 公 園 地 域 内 に あ り 、

特 に 自 然 環 境 に で き る だ け 透 ん だ 主 主 I廷 を 求 め た

こ と 、 ま た 、 ク ラ ブ ハ ウ ス の あ り 方 に つ い て 都

市 ホ テ J レ の ロ ビ ー を 忠 、 わ せ る よ う な デ ラ ッ ク ス

ムードを追う ｊ ＡｉＮ ｾ 測 に対する反省も含めて、でき

る だ け 術 紫 な も の と し て 予 : r ) : を 節 減 、 投 資 を で

き る だ け コ ー ス の 造成 に あ て る と い う オ ー ナ ー

と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を mね た 結栄 の 建 物 とな

り ま し た 。

国 木 原 コ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス

平 面 図

2 0  
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特集社会・建築・法

1  . 建築物の社会性一土地・建物の社会的あり方 / 白石博三

2. 建築物と環境権 日照・風害・その他/ 川村俊雄

3. 市街地環境に関連する法令の概要 / 藤川和孝

4. 環境改善と改造計画の手法・序 / B- Pl an大阪地区研究グ、ループ

5 . 今後の建築行政 / 三 品哲夫 ・西川幸之輔・平林孝

6 . 環境整備と建築基準法改正案の対応/ 梶原 明
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良い街づくりをしようにも、すべて土地問題でひっかかってうまく行かない。公営住宅も学校も道路も空

港も、市街地再開発などはもちろん、何をやろうとしても土地が問題になる 。土地を買い占めて値上がりを

待つブローカーもいるし 、先祖伝来の土地はいかなる公共上の理由があろうとも絶対に売らないとがんばる

人もいる 。一方で・は、近隣の迷惑おかまいなしに高層マンションが建つかと思えば、せっかくの一団地がこ

ま切りに分譲されて、建築基準法違反の小文化住宅がぎっしり建て詰んで行〈 。

日本の民
このような現象が絶えず、土地問題が諸悪の根元のごとくな っている最大の原因は、

今もなお、

土

地

・

建

物 、，

」

法が、法律学者のいう「近代的土地所有権J を認めているからである 。近代的というと聞こえは良いが、

ヨーロ ッパでは 18世紀から 19世紀にかけて形成されたものであり、
れはローマ法型の土地所有権であ って、

ローマ法型の土地所有権の概念、では、土地を資産とみな「近代的J であるに過ぎない。「中世的j に対する

日本の民法はローマ法型より
し、商品として取引きの対象に考える 。土地所有権は絶対的 ・排他的で・ある 。

そこに土地問題の根本がある 。もむしろローマ法そのものに近いので、

ゲルマン型の「社会的土地所有権」で
これに対して、 19世紀から 20世紀にかけて生まれた新しい概念は、

人閉め利用の対象とみる 。正しくいえ
それによると、土地を商品として取引きする対象とは考えず、ある 。

占用権を認めるに過ぎない 。だから、個人の利用に適する土地
ば、土地に対しては何びとも所有権はなく、

日その利用が優先すると考える 。
は個人が占用してもよいが、共同利用・公共の利用に宛てるべき土地は、

本の土地問題は、現行の「近代的土地所有権 J を「社会的土地所有権j に切り替えない限り解決しない。そ

というのが多くの識者の意見である 。
れには 、根本的には民法を改正しなければならない

の

社

会

的

あ

り

方
日本ても、徳川時代までの土地所有権は、今日のように強いものではなか った。「近代的土地所有権」は、

明治 6 年の地租改正のときに始ま った。当時、国庫財政の大半は地租で賄われていた 。その財政収入を確保

ローマ法の思想、
するには、土地所有権を確認しなければならなか った。ついで明治29年制定の現行民法は、

と認
に基づき、土地についても「所有者ハ… ー・自由ニ… … 使用、収益及ヒ処分ヲ為ス権利ヲ有ス J (206条)

め、土地所有権の絶対性 ・排他性が確立し、今日に及んでいるのである 。

民法 206 条も、所有者の権利を 100 % 保証しては いなし、 。「法令ノ制限内ニ於テ J とV う限定がある 。そし

て土地所有権を制限する法律として借地法などが制定されたが、まことに微力で土地所有権はびくともしな

|

|

建

築

物

の

社

会

性

ー

ー

ー
かった。戦後は、民主化の傾向に従 って、土地所有権を制約する法律が年とともに増加しまたは強化されて

いる 。今 日では、国土利用計画法、土地収用法、都市計画法、建築基準法をはじめ30か40かはあるだろう 。

そのいずれもがザルしかし、お互いに大いに悩まされている 。
その条文が多くて複雑なことには、しかも、自

法といわれるのは、根本に民法の「近代的土地所有権J が生きているからにはかならない 。石

戦後行われた自作農創設のための農地改革は、土地所有権の革命ともいうべき措置であ った。今 日なら憲1専

占領軍という日本の国法以上の権力によ っ
法違反、民法違反でとうてい実行不能なことが実行できたのは、

そのときでも対象にな ったのは回および畑だけでしかし、て、民法にかかわりなく断行されたからである 。

それが現在では開発と投機の大きな対象となり、土地問題の悪
あって、山中本および原野はそのままにされ、

の根元の一つにな っている 。

もう 一つの悪の根元は、経済の高度成長に伴って起きた土地の異常な値上がり、まさに世界中どこにも無

いような値上がりである 。高度成長につれて発屯用のダムや道路が必要となれば、公共事業にあるまじき高

い土地代金や補償資が支払われた 。企業は高い土地を買 って工場や商業ビルを建設しても、儲か った。つい

には転売して儲けるだけのために土地の買い占めが行われるようにな った。土地問題は土地が安くならねば

解決しないのに、こう高くてはどうにもならない。

土地所有権に対する根本的概念に手をつけずに、別な法律で所有権の行使を制約しようとしても、いかに

無力であるかは、現実の事態がそれを証明している 。都市計画法により市街化区域と市街化調整区域に分け、

しかし、それも最
税法上は市街化区域内の農地に宅地なみの課税をして、住宅敷地の供給がもくろまれた 。

後には、生産緑地であるといっ理窟をつけて減税され骨抜きとな った。また 、市街化調整区域の開発が抑制

されることは結構なのだが、そのため市街化区域内の土地値上がりに拍車をかけたといわれる 。

土地収用法はあっても、伝家の宝刀と称してほとんど抜かない 。根本的な土地所有権が現在のような状態
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では答易に適用できないのである 。土地収用法が適用できる事業はその第 3 条に規定がある 。 その第30号に

よると公営住宅などにも適用できるのだが、その例はあまり聞かない 。 しかも収用に対する補償金の額は、

「近傍類地の取引価格等を考慮し J 明け渡し裁決までの物価変動を加味することになっているから、たいて

い粘り得となる 。

国土利用計画法が昨年末から施行された 。 しかし最近の新聞によると、発足以来その適用を受けた例はわ

ずかだという 。不況のせいで土地の売買そのものが減少したためかも知れないが、同法24条 1 項 1 号でいう

「適正j な価格とい うのはあいまいで、高値取引の抑止にはならないといわれる 。 また、土地売買が不許可

にな った場合は、 19条に基づき都道府県知事に買い取り請求ができることにな っているが、地方自治体にそ

の財源がなけれは・買い取れないから、取引価格が高くても利用目的が少々おかしくても、結局はほとんど許

可しなければならないだ ろうと見られる。

都市計画法に基づく開発許可については、なかなかきつい行政指導が行われているようだ。狭い道路に面

してスーパーマーケ ッ トなど少々大規模な建築物を建てようとすると、進か彼方から道路を拡幅せよといわ

れるらしい 。既成市街地ではとうていで きることではないから 、計画中止になるだろう 。むやみに市街地の

建築物の構成が改変されることの抑止にはなるけれども、積極的な都市再開発計画にはならない 。

少し大きいブロ ックの土地に高層アノ マートを建てようとすると、都市計画法および建築基準法上は適法で・

あっても日照問題が起こる 。 それに困 った自治体が日照指導要綱などを設けて近隣の同意を要することにす

ると、容易にその同意が得られなし、 。都市計画上、高層マンションが建つことが望ましい場所であっても、

そのよつな行政指導は行われないから、結局は計画は中止され、せ っかくまとま った広さのある敷地に小住

宅をぎ っしり建てて切り売りされてしまう 。 それだと都市計画上は好ましいことでなくても近隣の苦情がな

い。建築基準法に日照阻害に関する規定を付け加えても、日! 照l権訴訟は建築基準法の外で争われるので、基

準法に適合している限りは近隣の人は受忍すべきであるという判例が積み重ならないと、この問題は片付か

ないだろう 。

要するに、土地所有権の概念そのものを変えない限り、他の法律で何を規定しても、申請等の繁雑の度を

加えるばかりで実効は薄い。最近の毎 日新聞は土地問題に関するキ ャンペーンを行っているが、本年 1 月21

日の「仮谷建設相に聞く」の特集の中では、「自民党の中にも、土地所有権を考え直そうという動きがあり 一

宮沢喜一氏( 外相) は『土地は公共財だ』と主張されているし、福田赴夫氏( 副総理) も『土地は固有財産

でも私有財産でもない 。国民財産だ』 と言っ ている J と述べ、 2 月11 日の「金丸国土庁長官に聞く」の場合

は、同氏をして「端的にいえば 『土地は国民が共用する領土だj という考えを私は持 っている 。…・・ ・国民が

土地について、いままでのような考え方を持ち続けるなら、国土の均衡ある利用を実現できないのではない

だろうかJ といわしめている 。 それは近代的土地所有権を社会的土地所有権に切り換えねばならないという

ことである 。

そうなれば、地価も安〈安定するだろうし、都市計画もうまく行き、も っと秩序のある街造りが可能にな

るだろう 。都市計画とい うものは、道路や橋をつけ用途地域などを決めて地図を色塗 りしたら終わりという

のではない 。元来はも っ と細かい、例えばー街区ごとの計画がなければならないはずである 。土地の細分化

は防さょうがなく、どんなに隣りと不調和な不恰好な建物が建とうが規制しょうがなし、。 ここに小学校なり

市民病院を建てることが望ましいと分か つても、用地が入手できない 。 それでは都市計画にならない 。公共

施設は優先的に敷地が得られ、 ー街区ごとに建築物の種類や規模、デザインも計画する。それが本当の都市

計画である 。

それには天下りの計画でなく、地域住民が参加して納得のいく計画にしなければならない 。先住者であっ

ても個人的なエゴは認めない 。ひとりでも反対があればゃれないのでは、都市計画は成り立たない。都市を

造り、その中に住もうというのなら、市民にまずこの理解が必要で、ある 。 さもない限り、日本の都市は乱雑

な建築物の単なる密集地の状態から脱却できない 。

註 土地所有権に l期する最近出版の本のうち手頃なものとして 、篠塚昭次「土地所布織と現代J N  H  K ブ y クス、 600問および目本土地法学会編「土地所

有摘の制限 ・日照権J 有斐l湖、1，000同を推奨する 。抗I l 文も同特に負うと二ろが多〈、謝意を表する。 ( しらいしひろぞう京都工芸繊維大学教授 工1噂)
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建 築 物 と 環 境 権 一 日 照 、 風 害 、 そ の 他 -

川 村 俊 雄

第 1 建 築 物 を め ぐ る 紛 争 の 実 態

(1) 前提

建築物をめぐる紛争にはさまざまの形態のものがあり、また裁判

所に持ち込まれる事件の数も相当数にのぼる 。

なかでもとくに問題となり、注目を集めているのが日照、通風、

眺望、景観等の妨害 ( 以下単に「日照妨害等J という ) を理由とす

る紛争である 。被害者の請求内容からいうと、これは、損害賠償請求

または建築の差止請求( 仮処分事件がほとんど) 事件である 。

これらの問題は、従来、ともすれば被害者の泣き寝いりに終わり

がちであったものが、東京高判昭42. 10.  26 ( 半IJ 時 497 号26P) が、

日照妨害による慰謝料の支払を命じて以来、続々と、訴えも増加し、

認容されるケースも増えてきた 。 この理由は主としてつぎのよっに

考えることができる。

①まず、社会的背景として、住宅不足一一マイホーム建設の波に

のって、業者による大量かつ大規模なマ ンション建築が急激に増i

大したこと。

②しかも、そのマンションが、従来閑静で弘、日当たりのよい一戸

建ちの低層住宅街に突如侵入してきたこと 。

③国民の権利意識の高揚一住民運動の発展の中で、泣き寝いりの

ケースが少なくなってきたこと 。

④さらに、四大公害事件等の典型的、大規模公害を通じて、不法

行為法一一公害法の法理が徐々に深化し、権利 j監用論の克服一 一

受忍限度論の再検討が進み、日照権なる言葉が一般国民の問に定

着するまでに至ったこと。

(2)  日照等の問題の特異性

日照妨害等の事件は公害事件とよばれているが、少なくとも法制

度的には 、これらは「公害j の中に含まれてはいない。すなわち、

公害対策基本法にいう公害は、大気の汚染、水質の汚濁、土嬢の汚

染、騒音、振動、地盤の沈下、慈央の 7 つに限定され( 同法 2 条 1

項) 、日照妨害等はこの中に含まれていない。その原因は、一応、つ

ぎのように 言われていた 。すなわち、

①日照妨害等による被害は通常「相当範聞にわたる J i著しいJ 被

害とはいえず、せいせ' い快適な生活の侵害という程度にとどまる

こと。

②その侵害の態様も、典型的公害は、加害行為により有害物を被

害者の生活領域に積極的に侵入させる場合であるのに対し、日照

妨害等は、土地所有者が建物を建築する( 通常は建築関係法規上

は適法なものが多い) ことによって、それまで享受していた日照

等の利益が消極的に侵害される場合が多いこと 。

従来は、これらの特異性が言われていたため、日照妨害等の事件

を、典型的大規模公害の場合の定型化された 5 つの特殊性、すなわ

24 建築 と社会/ 1975年 5 月号

ち①~⑤で律していくことを困難ならしめていた 。その結果、これ

らの事件においては、とくに受忍限度論的な発想、が強〈、なかでも

当該部分の地域性 ( 住居地域、商業地域、工業地域等 ) のファクタ

ーのウェートが高くなる傾向があった 。

しかし、日照妨害等が前記のような特異性をもっという考え方は

正しくない。なぜなら、前記①は、大規模マンションについてはす

でに該当しなくな っており、また②についても、その態様の差は、

大きな問題ではない ( 最半IJ もその差具に特別な意味を認めていない)

ばかりか、日照妨害等は少なくとも数十年継続するという、逆の特

異性を有しているのである 。

結局、日照妨害等の事件については一律に前記のような特異性を

設けることは不当であり、個別、具体的な解決が要請され、基準等

による定型的な処理が困難なことが多いと思われる ( ただし、最近

徐々に条例等による基準化の動きもあり、これは注目していく必要

はあろう )。

第 2 日 照 等 保 護 の 法 規 制 お よ び 対 策

これを概観すれば、つぎの通りである 。

(1)民法第 234 条一ーとくに悦習のない限り、建物を築造するには、

敷地境界線から 50cm以上の距離をおくべきことを規定する 。 ただし、

建築基準法65条によれば、防火地域または準防火地域では外壁を耐

火構造にすれば隣地境界線に接して建てることも許されており、こ

れが民法の特別かどうかという点で訟は争いがある 。

(2)建築基準法による種々の規則、および都市計画法との関係等一 一

建築の法律相談 607 頁以下参照 。

( なお、建築基準法の改正案によれば、日照等の保護のための規制

がさらに盛り込まれている)

(3)地方公共団体の制定する条例一 一 日あたり条例、環境保全条例等

が制定され、さまざまの規制がなされている。

(4)建築基準法上の建築協定の締結 ( 同法的条以下)。

(5)私法的な建築制限の特約。

第 3 日 照 妨 害 等 の 判 例 の 推 移 、 現 状

(1) 日照妨害

まず扱害賠償請求については 、初期においては、筈意があ ったり、

建築基準法に違反した建築であったりした場合について当然認容さ

れていた。しかし近時は、損害賠償を請求するケースは減少( 直接

差止務求を求めるものが増大) し、かつ損害賠償を請求する場合も、

適法建築物のケースが増大している 。 この場合は、被害の程度、地

域性等により結果はまちまちであるが、おおむね言 えることは、

①住宅地以外では、かなり厳格で与あること 。



②損害については、財産的損害を認容するものは少なく、慰謝料

のみを命ずるケースが多いこと 。

①しかし注目すべ きことは、現実にどんな損害が発生したかをあ

まり問題とせず、日照が妨害されたことによる快適な生活利益の

侵 害 自体を損害と把える傾向にあること 。

等であろう 。

つぎに工事差止請求については、かつては、なかなか認容されな

か ったが、神戸地裁伊丹支部昭 45 . 2 . 5 判決が、 「社会通念上忍容

の限度を超えて他の住宅環境を侵害した場合には、その権利行使は

違法となり、その程度が金銭賠償によ って救済しがたい場合には、そ

の行為の差止を求めることができる j と判示して以来、続々と差止

仮処分が認容されてきている 。判例の現状はつぎのようにいえるで

あろう 。

①建築物完成後の撤去の請求は、まず認められないこと( 塀など

は認容されるが) 。

②完成前の仮処分についても全面的な建築禁止は困難であり、一

定部分以上の建築禁止がほとんどであること ( ただし、これは原

告の請求の仕方とも無関係でないように思われる )。

③右が認容されるのも最初は住居地域のみだ ったが、近時は商業

地域、準工業地域においても認容されつつあること 。

④差止の理論構成としては、日照等の妨害がないことーー 快適な

生活環境自体を保護すべきとされてはいるが、明確に日照権、人

格権、環境権の侵害による差止と構成するものはなく、ほとんど

が受忍限度論の立場に立ち、物権的請求権説、もしくは不法行為

的差止請求権説 ( 後述 ) の立場にた っていると思われること 。

⑤受認限度判定の要素としては、「日照妨害の被害の程度Ji 当該場

所の地域性J i建物の大きさ、使用目的Ji 被害者の日照享受の実績J

「加害回避の可能性の有無、程度Ji 被害 回避の可能性の有無程度」

等がほぼ共通して掲げられていること 。

(2) 通風妨害

これについては独立に通風妨害 のみを主張して損害賠償、差止を

請求するものはなく、すべて日照妨害 とともに主張されており、日

照妨害で述べたところが大体その ままあてはまる 。

(3)  銚望阻害

眺望阻害に関する判例は多くないが、前橋地判昭36. 9.  14 (東

京高判昭38. 9.  11 判タ 154 . 60) は、眺望阻害による建築禁止

仮処分を認答している ( さらに京都地決昭48. 9 .  19 判時 720.

81 も同様 )。

もっとも前者は、相手方に営業妨害の意図があ った点で特殊であ

り、また眺望、景観を売りものにする旅館からの申請であるという

点において、 一般的に眺望が、保護されるべき生活利益とされてい

るかどうかは未だ不確定て帆あると 言わざるを得ない。

(4)  景観破壊

一定の地点からする眺望阻害に対して、一定地域全体の景観自体

を問題とし、これを保護しなければならないとした判決に有名な日

光太郎杉判決 ( 宇都宮地判昭44. 4 .  9  .'j!I J 時 556. 23) がある ( 行

政事件 )。 右判決は、「これらの景観点、風致的、宗教的、歴史的およ

び学術的価値を同時に併有するようなものは、ひとり原告だけの利

益としてでなく、広〈国民全体に共通した利益、財産として理解さ

れるべき… … 」と高らかに景観の保護をうた っている。

第 4 環 境 権 論 の 提 唱

(1) その背景

一方で、は、建築物をめぐる日照妨害等の事件がしだいに社会的な

注目を集めはじめ、他方では 富山地判昭44. 6 .  30、イ病判決をはじ

めとするいわゆる四大公害訴訟が社会問題に発展していた昭和45年

9 月、新潟市における日弁連主催第 13図人権擁諮大会において、は

じめて環境権という新しい権利の確立が提唱された。環境権が提唱

されるに至った根本的理由は、つぎにのべるような生存の危機の再

認識であった。

(2)  生存の危機の再認識

人聞が生存していくうえで、水、太陽等の自然の恩恵は不可欠で

あるが、他面において人間は、これらの自然をつくり変えることに

よって資材を生産しなければならなかった 。そして、この自然破壊

は、それが自然の循環系に還元きれる限りは生態系の破壊とはなら

ず、逆に人類の進歩のバロメーターとされていた。しかし現代社会

においては状況は一変し、自然の回復能力を上回る大量の廃棄物が

排出・累積され、このままでは地表全体の汚染が進み、生物の生存

そのものさえもが脅かされる事態となってきた 。

環境権論が提唱されたのは、このような現実を直視し、公害問題

を単なる生活妨害の問題として把える立場を克服し、公害問題を「環

境破壊」として把えなければならないというエコロジー的な危機の

認識によるのである 。

(3) 環境権が提唱されるまでの公害状況

昭和44年 6 月30 日富山地裁イ病判決は、原告の損害賠償請求を認

容し、いわゆる四大公害裁判はすべて原告の勝訴に終わった 。 これ

らの悲惨なーギルティな 一 大規模公害事件における原告の勝訴は被

害者を救済するうえでの大きな前進ではあったが、失った健康、さ

らには良好な環境を取り戻すことはもちろんできなかった 。そこか

ら生まれたのが、損害賠償請求の限界に対する反省と差止理論への

期待であ った。

一方、政府は遅ればせながら昭和42年 8 月に公害対策基本法を制

定し、公害対策にのり出したが、これは、①経済の発展との調和条

項を設け、②対象とする公害を 6 つ ( 後に 7 つ) に限定するなど幾

多の欠陥を有していた 。その後昭和45年にその調和条項は法文上削

除された 。急増する深刻l な公害問題を解決するには、立法、行政の

姿勢はあまりにも不十分であ った。

(4) 環境権が提唱されるまでの公害の法理論

今日の公害発生の原因が、環境を無視した工業化、高度経済成長

にあ ったことは明らかであるが、これを法理論的に支えたのは権利

7庭用論、つまり、企業の社会活動は原則的に自由、適法であり、た

だそれが特殊な事情のため権利濫用と目される場合のみ例外的に違

法となる、という理論であ った。 この理論にあたっては 、公害の被

害者は、加害者の権利濫用行為の反面としていわば反射的に保護さ

れるにすぎなかった 。 この理論の反省の上に登場したのが受忍限度

論( 利益考量論) 、つまり、権利i監用と目すべき行為でなくとも、公

害( 被害) の程度が社会生活を営むうえで受忍すべき程度をこえる

と認められる場合は、その行為は違法であり、損害賠償、あるいは

差止 ( 被害の程度がとくに著しい場合等) をも請求できるとする考

え方である 。 この理論は、相隣紛争的な日照、騒音紛争から、生命

身体に対する侵害を伴う大規模公害まで機能し、かつ損害賠償、差

止の両者の効果をもっ一般的な法理として、環境権論が提唱される

までは、その体系を誇っていた 。 しかしこの理論は、つぎの 2 点に

おいて根本的な欠陥を有していた 。

①すべてのファクターを平面的に比較考量するため、被害も単に

一つのファクターにすぎなくなり、したがって建物の社会的有用

性等のファクターと比較されると、いつのまにかその影がうすく

くなり、受忍限度内にあると安易に判断される傾向をもっていた

たこと 。

②差止を認めることは企業に与える打撃が大きいと考え、差止と

損害賠償とで問題となる被害の程度に差を設け、差止の場合は 、

損害賠償の場合に比べ、違法性が一段と大きい場合でなければな

らないとする、いわゆる違法性段階説の考え方をとっていたこと。
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(5) 環境権論の基本的考え方

環境権論は、前述のような受忍限度論を克服する形、つまり被害

者の側に明確な権利を設定することによって無原則的な比較考量を

許さないという形で展開されてきた。そして環境権論の出発点とな

るのは、「環境共有の法理j 、すなわち大気、水等の自然財は無阪の

ものではなく、それ自体が価値であり、一定の地域住民は、その良

好な環境を共有している、というものであった。環境を共有してい

るがゆえに、これを独占的に利用、支配して汚染させることは他の

共有者の権利の侵害であり違法である。したがって、侵害の結果、

他の共有者は健康上あるいは生活上の被害を受けたか否かを問わず、

直ちにその侵害者に対して侵害の排除を請求し、あるいは事前に侵

害の予防を請求す ることができる 。 このような法理を基礎とする環

境権論は、具体的な被害( 損害) が発生した後の損害賠償というこ

とに満足せず、健康侵害、生活環境破壊の前の段階での差止をその

主たる 1且いとし ていることが明らか であろう。なお従来の判例が、

日照妨害等の事件において、具体的な被害の発生を問題とせず、日

照妨害等によって生活環境が侵害されたという事笑のみてい、損害賠

償や差止を認め ていたことは、無意識的にせよ、良好な環境の保護

という環境権説的な考え方を認めていたものといいうるであろう。

( なお山口和男判事の「共同資源説」という考え方も、物権的ftf 求

権を根拠づけるものであるにせよ、共同資源の公平な分担という観

点から、日照等が自己不動産の資源と認められる場合は、それが侵

害された場合、直ちに損害賠償や差止の請求ができるという意味で

示唆に富む考え方であろう。)

第 5 建 築 物 を め ぐ る 紛 争 に お け る 環 境 権 論

(1) 日照妨害等を理由とする差止の法的構成

これを楠本安雄氏の分類に従えば、つぎのようになる ( 判タ 314

号 144 頁参照) 。

A . 権利構成プラス受忍限度論

付) 物権的請求権説( 山口和男ほか) 一土地建物の所有権等の

佼筈と構成するもの

(ロ) 人格権説( 好美清光ほか) 一一日照妨害等が個人の快適な生

活利益の侵害= 人格権の侵害であるとして、これにもとづく

差止諮求を認めるもの。

B . 真正受忍限度

料不法行為説( 釘村好弘ほか) 一具体的な権利構成をするま

でもなく、差止によって保泌されるべき十分な利益が存在し、

それが侵害された場合は、差止を諮求できるとする 。

C. 真正権利構成

同 環 境 権 説 ( 環境権研究会)

同 日照権説( 楠本安雄) 一 単に保護されるべき利益として日

ft ¥l . を位置づける のではなく、社会通念と科学的見地から確保

されるべき日照基準 ( ex住居地域て" 冬至 4 時間) を設定し、

その限度で端的に「日照権J なる私権を認め、これにより差

止めを認めるもの。

(2)  その検討

各説についての詳しい検討は、さまざまなされているので省略す

るが、従来の判例の態度は第 1 においても述べたとおり、 A ないし

B 説を採用しているも のと言われている。しかし注意しなければな

らないのは、. ' j ! l J例の傾向は、初期のあらゆる受忍限度判定要素を無

原則lに比較考量するという態度から、しだいに、各ファクターに価

値の序列をつける、とくに生活環境の悪化という被害の重さを重視

しているとみられる判例がm加していることである 。

例えば、東京地決昭48. 9 .  22は、被害住民に冬至の午前 81時か

ら10時までの日照を確保するという基準を設定したうえ、これに必
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要な範囲で大幅な建築差止を命じているのである。あらゆるファ

クターのうち加害者側IJ の事情を一方の天びんにのせ、被害者側の事

情を他方の天びんにのせ、どちらに傾くかによって決するという、

初期の利益考量論の立場においては、適法建築である場合、公共的

建物である場合等は容易に加害者側に傾きやすかったことは当然で

あったが、環境権の提唱ーその後の論争によって、受忍限度論自身

も大きな変容が見られ、( とくに淡路助教授、大阪国際空港公害判決

の問題点、ジュリ 559 号40頁以下) 、例えば原因助教援は「諸利益を

比較考量するに際しこれまでともすると忘れ勝ちであった環境上の

利益を最大限に尊重」しなければならない、「環境上の利益には、財産

上の利益にくらべ、少くともこれまで以上に大きな比重が与えられ

なければならない J( 原田大阪空港公害訴訟判決を読んで、判時731

号118頁) と言われている。

この結果、近時、環境権論からも、共同作業の可能性が説かれ、

そのための最低限度の前提条件として、被害のみを基準とする第 1

次基準をまず設け、他の要素は第 2 次、第 3 次基準にかかわる問題

として段階的な基準作成に努力することが提示されるに至っている

( 木村保男編 現代実務法の謀題 210 頁) 。これは、前述のような判

例の推移、受忍限度論の推移を前提とするものであり、しだいに、

「裸の利益考量J - →被害の存在を第 1 次的基準として設定一→日

照 - 通風等が環境権の中に含まれることの承認ー→環境権の伝・筈イ

コール違法という方向に進んでいくことを意図しているのである 。

環境権がその特色を設も発揮するのは大規模公害における地域全

体の破撲を未然に防止するという場面であることは、その性質上当

然のことであるが、日照等の問題においても、その権利性承認によ

る効果は十分発揮できるのである 。とく に、近時の建築物をめぐる

問題は、日間、のみ、最観のみに限定されるケースは少なく、それら

を含めたトータルな場面が多〈、これを、そのまま把握するには、

日照権等の個別的な権利構成では、不十分であり、環境権を 主主認す

る必要性は大きくなるのである( 近時の判例においては、威圧感、

プライパシ一等をも問題とし、「天空機」などという表現が見られる

が、これはその方向性を示すものであろう) 。

権利性を承認することによって、これを差止請求の根拠とするの

は C 説、あるいは A 説においても同様であるが、 C 説においては、

眺望、景観苦手についての広がりをも った保護を考えることが困難で、

ある等、前述の欠陥をもち、また A 説においては、事実を無理に人

格権、物権的請求権の形にはめこまなければならないという欠陥を

有することになる。なお、つい設近 C 説の立場から、前述の環境権

論からの共同作業のよびかけについて、環境論よりする「取引 j であ

るとの手きびしい批判がなされている( 前記楠本論文 )。 しかし、前述

の条件の提示は、氏がいつように「日照紛争領域は受忍限j支論でも

よいJ という趣旨ではなく、あくまで環境権論からみた最低限度の

「利益考古i の原則J を提示したものなのである。

第 6 ま と め

建築物をめぐる日照等の問題は、裂がえせば、近代社会以来承認

されてきた、「土地所有権の絶対性J ( 土地所有権は天上、地底まで及

び、その及ぶ範囲では不可侵ーの自由をもっとの考え方 ) をどこまで制

約できるかの問題である 。土地所有権優位の思想は、都市環境を破

壊し、相隣的な日! 照等の問題をますます激化していくだけである。

住民の環境権を承認し 、そ の私権を娘拠として、快適な住環境を、

そして良好な地域環境を保全していく万向が、今こそとられなけれ

ばならない時期であろう 。

〈注〉 判 1 =判例タイムズ

相l時= 判例時報

ジュリ= ジュリスト

( かわむらとしお 弁" 盤上 )



市 街 地 環 境 に 関 連 す る 法 令 の 概 要

藤 川 和 孝

都市の過密化の進展にともなって「市街地環境」に関する市民の

関心は急速に高まりつつあり、行政面ではこれまでにない多面的な

対応が必要とされてきている。 国のレベルでもここ数年の聞に「市

街地環境」に関係する各種の法令が制定されており、それぞれの行

政の立場から環境問題へのアプローチがなされている。本稿では建

築基準法集団規定を中心に、市街地環境の整備または保全を目的と

する代表的な法律を選び、その趣旨、内容等を簡単に紹介すること

としたい。

1. 国土利用計画法

国土利用計画法は国土の総合的かっ計画的な利用を図ることを自

的として、土地利用基本計画の作成、土地取引の規制に関する措置

等を定めた法律である。国土計画レベルの法律であるので直接市街

地環境に関する規定はないが、都道府県単位に定める土地利用基本

計画において、都市地域、 j品業地域、森林地域、自然公園地域、自

然保全地域の区分を定めることになっており、これにより都市的土

地利用の範囲が明確になる。 それぞれの地域内の土地利用規制lは都

市、農業等に関する個別の法律に委ねられている。 この法律のもう

一つの柱である土地の権利の移転に関する許可または届出は、土地

の投機的取引を防止し、適正価格による土地の供給を目的としたも

のであり、健全で也合理的な土地利用の形成に間接的に寄与するもの

と考えられる 。

2 . 都市計画法

都市計画法は、都市の土地利用、都市施設の配置および市街地開

発事業に関する計画決定、開発行為等の規制、都市計画事業の施行

等に関する事項を定めている。

土地利用に関しては、類似の用途をできるだけまとめて純化する

ことと、各用途をできるだけ機能上効率良〈、かつ、相B_ tこ悪影響

をおよぼさないように配誼することを基本として考えており、具体

的な実現手法として市街化区域と市街化調整区域の線引き、用途地

域、特別用途地区、特定街区、風致地区等の地域地区が用意されて

いる。地域地区内の建築物の制限は、 一般的には建築基準法に委ね

られているが、臨港地区、駐車場整備地区、流通業務地区等特別の

整備目的を持つ地域地区についてはそれぞれの法律で制限内容を定

めている。

都市計画法の都市施設には道路、公園、下水道、河川等の「公共

施設」のほか、水道、屯気供給施設、学校、図書館、病院、福祉施

設等都市住民が生活する上で必要な施設が含まれている。都市計画

法にはこれら「都市施設」の位置の決定に関する事項、都市計画決

定された「都市計画施設」の卒業認可に関する事項並びに計画決定

および卒業認可焔設内の建築11I 11限に関する事項が定められている。

者11市施設の計画決定は必ずしも公的機関が設置するものに限られず、

民間で設置する病院、市場、教育地設、処理施設等の施設も対象と

なるが、現実には民間の施設の計画決定は例が少ない。

市街地開発事業は、都市計画区域内で積極的に整備開発すべき市

街地の範囲とその整備の方策に関する規定である。その極類には、

土地区画整理卒業、新住宅市街地開発事業、市街地再開発事業、新

都市基盤整備卒業並びに首都圏および近畿圏の工業団地造成事業が

ある。 これらの事業は特定の区域について、道路、公園、下水等の

都市施設並びに建築物の整備改善を図ることを目的としており、都

市計画法の中では最も積極的な環境準備に関する規定であるといえ

る。 各卒業の進め方はそれぞれの事業法に委ねられている。

都市計画法のもう 一つの大きな柱は開発行為の規制である。 この

規定の趣旨は、建築物または工作物の建設を目的とする土地の区画

形質の変更を知事の許可に係らしめることにより、用途、都市施設

等の都市計画に適合させ、健全な市街化を図ることにある。許可に

関しては詳細な技術基準が定められており、道路、公園、排水施設

等について一定の水準が担保されるようになっている 。

開発許可は都市計画法の中で完結している制度であるが、地域地

区の一つである風致地区も同様に都市計画法で制限基準までの手当

をしている制度である。風致地区については、「風致地区内における

建築等の規制の基準を定める政令 J (昭 44) が定められている 。 こ

の政令で風致地区内の建築規制の大枠が決められており、具体的制

限内容は地方公共団体の条例に委任されている 。風致地区の指定に

より、建築物の高さ、建ぺい率、外壁の後退距離、建築物の形態、

意匠等を制限することが可能である 。

3 . 建築基準法

建築基準法では第 3 章のいわゆる集団規定が環境に関する規定の

中心をなしており、その内容は、敷地と道路の関係に関する規定、

建築物の用途制限に関する規定、建築物の形態制限に関する規定、

建築協定に関する規定の 4 つに大別することができる。

接道に関する規定は建築物の避難および通行の安全性を碓保する

ことを目的としており、建築物の敷地は幅員 4 m以上の道路に 2 m

以上接することという原則を定めるとともに、物殊建築物、中高層 .
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建築物、大規模建築物等については地方公共団体の条例により制限

を強化する途を聞いている。

用途規制は都市計画決定された地域地区に基づいて行われるもの

であり、住宅地の環境保全、商業の手! J i更の増進等それぞれの地域の

指定の目的を達成するため、建築基準法の「別表第 2
J

により、建築

物の用途の限定あるいは排除を行っているものである。用途地域に

よる建築物の用途規制を補完するものとしては特別用途地区の制度

がある 。特別用途地区は区域を限り用途地域と重複して指定される

もので、当該地区の土地利用の特殊性から用途地域による制限だけ

では環境の保全あるいは商業等の業務施設の利便の増進を図ること

が困難な場合に活用される。ベースの用途地域の制限を強化または

緩和することにより、一層きめの細かい用途規制を行うことが可能

である。具体的な制限内容は地方公共団体の条例に委任されており、

織物、金物等の地場産業を保護育成するための特別工業地区、学校、

図il}l 官等の教育環境を保護するための文教地区が多〈指定されてい

る。

形態制限は都市的スケールの環境保全と隣接地等局地的な環境保

全の二つの立場から定められている。各形態制限は両方の目的を持

っているが、容積率制限と建ぺい率f制限は前者のウエイトが高〈、

第 1 種住居専用地域における外壁の後退距離、隣地斜線制限、北側

斜線制限は後者のウエイ トが高い。 ただし、容積率制限の中の前面

道路の幅員による制限は、小道路に面した敷地に高容積の建築物が

建つことによる交通上の問題を配慮、した規定であるので、都市的ス

ケールというよりはむしろ局地的環境を配慮した規定の方に近い。

また、第 1種住居専用地域の絶対高さ (l OM) 制限、壁面線による

建築制限および道路斜線制限は両方の目的が相半ばしているといえ

よう 。

建築基準法の形態制限はすべて用途地域とリンクした制限となっ

ている。 これは用途地域が単に建築物の用途面に着目した地域地区

ではなく、用途に関連して形態菌での市街地のあり方をも包含した

地域であることを意味している 。

建築協定は住宅地の環境保全、商庖街の利便の増進等建築物の利

用の増進と土地の環境改善を行う必要がある場合に 、土地所有者等

が全員の合意によって建築物の敷地、位置、構造、用途、形態、意

匠または建築設備に関する基準を協定することができる制度である。

建築協定はこのようにおうよそ建築物の環境に関する事項は何でも

協定できることになっているので、市街地の環境保全を図る上では

非常に有効な手段となりうるものである 。

建築協定を締結するためには、市町村が建築協定することができ

る旨の条例を定めていることが必要であり、さらに、個別の建築協

定は特定行政庁の認可を受けてはじめて効力をもつことになる 。協

定そのものはあくまでも私人聞の契約であるので、基準法の一般の

規定とは異なり、建築主事の確認、違反是正等の措置に結ひーついて

いないが、上記のような手続きを経ることにより、特定行政庁の指

導を受けるとともに、公的に認、知された協定となることから協定の

遵守について心理的効果が期待できる。

4. 生産緑地法

市街化区域内に土地所有者等の同意を得て生産緑地地区を指定し、

建築物の建築等の開発行為を抑制することにより良好な都市環境の

形成と都市近郊農地の計画的保全を図ることを目的とする法律であ

る。生産緑地地区には、区画聖主連等の開発行為の行われた区域内に

おいて 0.2ha 以上の規模の区域について指定される第 2 稜生産緑地

地区と、それ以外の市街化区域内において 1 ha 以上の区域について

指定される第 1 ;隆生産緑地地区の 2 種類があり、地区指定が行われ

ると建築物その他の工作物の設置、宅地の造成等が実質的に禁止さ
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れることになる。その反対給付として、地区指定後 5年または 10年

経過したときに土地所有者からの申し出があった場合には、市町村

は生産緑地を時価で買い取らなければならないこととな っている 。

生産緑地地区の指定は、市街化区域内の農家に引き続き営践の機

会を与えるとともに、市街化区域内において市街化の範囲を一層限

定することにより、都市施設の効率的な整備を可能にするというメ

リッ トを持っている。

5. 都市緑地保全法

生産緑地法が主として農地の保存を目的とするものであるのに対

し、本法は樹林地を中心とする都市の自然的環境の保存を目的とす

るものである。本法の中心は緑地保全地区の指定で、都道府県知事

は良好な自然的環境を有する民有地を地域地区としての所定の手続

きを経て緑地保全地区に指定することができる。指定が行われると

建築物その他の工作物の設置、宅地の造成、木竹の伐採等が実質的

に禁止される。行為の禁止に対する損失補償としては、都道府県は

申し出があった場合に土地の買い取り義務を負うことになっている。

都市緑地保全法のもう 一つの特徴は緑化協定で、土地所有者等は

建築協定と同様に全員の合意により市町村長の認可を得て、樹木の

保存、総裁等の緑化に関する協定を締結することができる。緑化協

定ではさらに一人の土地所有者等が協定を締結することができるい

わゆる 一人協定の途を開いており、これにより例えばデベロッパー

が緑化協定つきの宅地分譲を行うような場合の手続きを簡素化して

いる。

6 . 屋外広告物法

屋外広告物法は、美観風致の維持と公衆に対する危害を防止する

ために、屋外広告物の表示の場所、方法等について必要な規制基準

を定めることを目的としている。制限の内容は都道府県の条例に委

任されているが、法律では広告物の設置を禁止できる場所として①

第 1種 ・第 2 種住居専用地域、美観J也区または風致地区、②文化財

保説法により指定された建造物の周囲、③道路 ・鉄道等の沿道、④

公園 ・緑地、等を、広告物の表示等を禁止できる物件として、橋り

ょう、街路樹、記念碑等を掲げている。 また公衆に対する危害の防

止のため必要な場合には広告物の数誼を禁止することができる。 そ

の他広告物の設置に関して、美観および風致の維持の観点から広告

物の形状、面積、色彩、意匠等を条例により制限できることとして

いる。

違反是正に関じては、知事は命令権を持っとともに、 一定の場合

について自ら違反是正を行う権限を有している。

7. 大気汚染防止法

大気汚染防止法は工場および事業所における事業活動に伴って発

生するばい煙の排出規制、自動車の排出ガスの許容限度・の設定等に

より国民の健康の保護と生活環境の保全を図るとともに、被害が生

じた場合における事業者の責任を明らかにすることにより被害者の

保護を図ることを目的としている。以下の公害関係法とともに、公

三位対策基本法を上位法とする法律である。

本法は、いおう酸化物、ばいじんおよび有害物質 (室索開変化物等)

のいわゆるばい煙に関する規制、 粉じんに関する規制、 自動車排

出ガスの許容限度 、大気汚染状況の監視、損害賠償等の規定からな

っており、ばい煙等の大気汚染物質に閲しては、排出基準、届出

等の手続きが細かく定められている。排出基準は排出口における許

容限度を定めるとともに、地訟の集合による大気汚染を防止するた

め、いわゆる総量規制の基準を定めている。また、公害関係法の特徴と

して、大気汚染に関して発生原因者の無過失責任を明らかにしている。



市街化区域調整区域

地減地区

周途地域、特別用途地区 1

防火地域、準防火地域 H建築基準法

美観地区 J  

高度地区、高度利用地区

特定街区、風致地区

|古都における庭史的風土の

歴史的風土特別保存地区4
l  保存に関する特別措置法

緑地保全地区一一一一一→ 都市緑地保全法| し建築協定

生産緑地地区一 一 一- - - - a 盃霊亘

鶴港地区 一一一 ｾ豆豆

駐車場整備地区一ーで===i 1i 軍事法

8. 水質汚濁防止法

工場および卒業所から河川、湖沼、港湾、沿岸海域等の公共用水

域への汚水の排出規制、水質汚濁状況の監視、被害が生じた場合の

損害賠償等に関する事項等を定めた法律である。

9. 悪臭防止法

工場その他の事業所における卒業活動に伴って発生するアンモニ

アその他の悪臭物質の排出規制に| 刻する法律で、住居が集合してい

る地域で都道府県知事が悪臭を防止する必要があると認めて指定し

た地域について主として適用される。

10. 騒音規制法

工場および事業所の事業活動に伴う騒音、建設工事に伴う騒音並

びに自動車騒音を規制することにより生活環境を保全することを目

的としている。具体の騒音規制は、住居が集合している地域、病院

|国土利用計画法 |

域

域

地

地

域

域

域

圏

全

地

地

地

公

保

市

業

林

然

然

都

由

理

森

自

白

'

'

4

a

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

，e、

白

目

目

目

目

目

目

目

'

1

1

4

4

a

目

目

目

‘

、

または学校の周辺地域その他都道府県知事が住民の生活環境を保全

するために騒音を防止する必要があると認めて指定した地域を中心

に行われる。工場騒音に関しては規制基準が告示されており、住宅

地等の種類に応じて昼間、朝夕、夜間の別に定められた範囲内で知

事が具体の規制値を決めることにな っている。

また、この基準とは別に、公害対策基本法に基つeき騒音の環境基

準か望ましし、水準として定められている。前者が特定の発生源に対

する規制基準であるのに対して、後者は、騒音を受ける恨IJ の受忍限

界基準的性格を持つものであるといえる。

。 。

以上10の法律のごく概要を説明したが、環境問題に関連する法律

はまだ数多くあるので以下にそれらの中の主要なものについて、法

律の名称と他の関連法令との結びつきを図化し、補足しておきたい。

( ふ じかわかずたか 建訟省住宅局市街地建築課)

用途規制l

都市施設

市街地開発事業

市 街 地 環 境 保 全 に 関 す る 主 要 法 令
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環 境 改 善 と 改 造 計 画 の 手 法 ・ 序

8- Pl an大 阪 地 区 研 究 グ ル ー プ

1. はじめに

今日の大都市にとって重要な課題は、安全でかつ住みやすい都市

づくりではないだろうか。このことについて市民の意識調査等をみ

ると、「住みよい」とは「健康によいこと」、「自然環境に恵まれてい

ること J 、「公害が少ないこと」など人聞が生活するための線源にか

かわることが第一次的に指摘されることが多い 。 また地区レベルの

調査での屑住者意識を見ると「緑 ・公園 Ji 子供の遊び場j などの生

活関連施設の要望や「工場公害Ji 自動車公害J 等のいわゆる環境阻

害にかかわる問題が主となる 。このように環境改善に対する具体的

な要望はその地区の性格によっても呉なるし、時代の流れによる価

値観の変化によっても左右され、緊急度が異な ってくる。したがっ

て、環境改善の手法も全面的な建替え再開発から修復、保全、ある

いはコントロールによる誘導や積極的な利用促進策までさまざまな

手法を、ちょうど医者がカルテに従って治療や投薬を考えるように、

その地区の特性に応じた環境改善のための総合的な手法を開発しな

ければならない。このため従来より地区のカルテづくりや地区計画

の必要性がさけばれ、準備されつつあることはご承知のとおりであ

る。

このような時期に西ドイツの都市計画、再開発等の計画手法を研

究する機会があり、この西ドイツの都市計画制度は 、 ドイツ人独特

の合理性からくる簡便で精密な合理性を有し、きめ細かい都市環境

の制御を行っていることで知られている 。そこでこの西ドイツの改

普手法を簡単にご紹介するとともに、わが国の再開発の問題点と比

較しつつ、これらを通じて環境改善のための若干の提案を行うこと

とした。

2.  日 本 の 都 市 再 開 発 で 何 が 問 題 と な っ て い る か ?

われわれが日本の都市再開発手法の改善万向を提案する前提とし

て、つぎのような問題意識から出発した 。 それらは非常に大まかだ

が、基本的なものであると考えられる 。

・都市全体の新たな成長、発展という観点から再開発が把えられて

いない 。現{ : 正の個々 の再開発' 1 1 - 業は、非常に点的、拠点的であり、

また大部分が全面的クリアランス型の再開発である。しかも側々の

地区ごとの完結性という色彩が強〈、者11，11全体から見れば、都市の

再生、更生という目的に資するとは言い難い 。今後は面的な修復あ

るいは保全型の手法を加えた、都市全体の再開発基本計画( 戦略計

画) が不可欠で・ある。

・日本てすま財産権が非常に尊重されるという国情もあり、民聞の開

発、更新活動は、個別的にあるスタンダード以上であれば許容され

る。このことは町 、街という拡がり 、地区全体からは、プラス面も

考えられるが、マイナス面に働〈場合が考えられるのである。 個々

の財産権の保護は当然なことであるが、そのことが公共的あるいは

社会的にマイナスの場合は矛盾である 。 このような矛盾を避けるた

めの、もっと社会的な観点からの例別民間建設活動のコントロール

が必要である 。 とくに修復、保全型再開発の場合に。

30  也築と社会/ 1975年 5 月号

- 全面的なクリアランス型再開発の場合ても 、その卒業だけを見れ

ば、上述のような公共の福祉、社会的意義という面から問題のある

再開発も見られる 。 このことは、公的財源と費用負担の|羽係、課税

システムや税配分と再開発・J'; 業費用負担区分の関係等に疑問点が生

ずることとなる 。何をも って公共というか 、誌がそのメリットを受

けるのか、費用を負担するのか? という問題である 。

・再開発計画立案、決定の過総ても、その方法あるいは手紙上の問

題点がある。個々の再開発計画で与えても、先述したような計画理

念や目的の段階での問題もさることながら、法定の再開発事業手続

だけでは済まされない、1 ' 11民参加や町、街づくりという観点からの

問題である 。現在、 日本においても各地での再開発でこの問題に関

して種々の工夫や努力がなされているところであるが、今後運営面

だけでなく、法定而においても住民参加による計画作成や、地区レ

ベルでの計画のオーソライズの手続方法等の樹立が課題となるであ

ろう。

・再開発計画は施設計画 ( physi cal plan) に限定されてしまう場合

が多いという問題がある 。再開発の結果を見ると、従前と再開発後

では物的にも社会 ・経済的にも全然呉なった構造になることが多く、

また再開発区域以外の問りも含めた地区レベルで見ても、そこだけ

呉質な領域となることが多い。 もちろんこのことは都市の変化、都

市空間のバラエティ 、町の面白さ等から良い面があるかも知れない。

しかし、弱小権利者の再開発後を含めた再開発の社会的、経済的似IJ

I釘での計画は余りなされない 。再開発の包括的なアセスメントが不

充分であり、個々の再開発が総合的な地区の改善計画になりえない

きらいがある 。

・再開発計画実現のための務1lllJ 度、手法についても、商業地以外の

地区で種々の複雑な問題をはらんでいる場合には、一本化あるいは

総合化されたものがない 。実際的には、多くの制度や手法を問題に

あわせて組み合わせを行うということが考えられているが、それら

の! 日iで系列的、部門的な摩擦、矛盾が露呈し障害となることが多い 。

本質的には、諸制度、手法を運用前、適用面を考慮して、さまざま

なタイプの町、街に有効でありうる総合的な地区改善再J;fJ発手法の

椛立を図る必要がある 。

以上、非常に大まかな問題提起であるが、今後の日本の都市での

再開発は、都市全体再生のための再開発基本計画、その笑現プログ

ラムを従来の点的 ・拠点的な全面クリアランス型の再開発でなく、

地区の修復や保全型の改普ー手法をも含めて組み直すことが必要でいあ

り、さらに財政事情等からみ- えた、コントロール面の強化が必要で

あるといえる。

3.  西 ド イ ツ に お け る 都 市 計 画 と く に そ の 法 制 度

西ドイツにおいては、「述邦建築法J という都市建設に関する法律

により、各市町村( 人口 100 万人以上の大都市から数百人の村にい

たるすべての市町村) が計画を定めて空間的な発展を指導する権限

を与えられている 。



計画は 、準備的建築基本計画( 土地利用計蘭) と拘束的建築基本

計画( 建築計画 Bebauungspl an) と呼ばれるものからなり、前者は

市町村全域に対して予測しうる需要を基礎とした計画上の土地利用

種別 を告示するもので、主要な土地利用、交通路、 空地の区分をも

って将来の市街地発展の大綱を指示することを 内容としている 。 こ

れは市町村全域に対するいわゆる土地利用計画であるが、後者のよ

うに市民に対しての拘束力はない。後者はあるまとまりのある 地区

ごとに策定され、官 ( 公 ) 民境界線、建築的利用の種別j および建築

利用率、建築形式、建築敷地の最小規模、建築の高さなど土地利用

種別およ び密度、建築許容地、建築禁止など詳細にわた って指示し、

市町村条例としての性格で何 人に対しても法的強制力をもつもので

ある 。 したがってこれは地区における 詳細計画である 。 また、これ

らの計画を保障するために区画形質変更禁止や建築申請の保留など

のきびしいとりきめがあり、ある地区の 'Bebauungspl an. . が確定し

ない問、その将来計画と合致しないと判断される場合には市町村は

どのような建築行為に対しても最高 4 年間無補償で延期させること

ができる 。 それに強制買収や先買権が規定され、建築用地の区画経

理や境界整理もこの法律の主要な内容である 。

この「連邦建築法J に関連して、計画図の図式、記号を定める政

令と法定設定計画のための土地利用区分と窓: 度の限界を規定した政

令とがめる 。

図ー 1 は、ハノーパ市の新開発地における "Bebauungspl an.. の一

例である 。 この例では住居専用地域 ( 住宅のほか例外として庖舗、

無害手工業、小規模宿泊施設が可 ) 、一般住居地域 ( 住宅、庖舗、飲

食業、無害手工業、教会、公共、スポーツ各施設のほか例外として

宿泊 、無筈工業、官公庁、スポーツ 、造図、ガソリンスタンド、動

物飼育、農業の副業、各施設が可 ) として指定されているのが、住

居系ではこのほかに庭付住居地域が指定できる 。住居系のほかは、

混合地域〔村落地域、混合地域( 村落と中心地 械の 中間地域 ) 、中心

地域〕 、産業地域 〔準工業地域、工業地域〕、 特別用途地域〔週末住

宅地域、特別地域( 例えば大学 、病院、保養、港または商庖街の各地

域 ) ) などの地域がある 。建物の答量規制としては、 IS皆数規制] C最高

階数の限界、階数の指定の 2 種類〕、 主主ぺい率、容積率、建築ボリウ

ム率などがある 。また、、建築線 ( 前面道路から一定の最少限空地帽を

とるための指定線) 、建築境界線 ( 敷地の前面道路と反対方向の建築

可能限界を示す線) なども 一般的規ffj lJ とし

て駆使される 。図 - 1 の例を見てもわかる

ように法定計画としてこ の“ Bebauungspl an.. 

は地区の詳細計画としてかなりくわしく 空

間をコントロールする役割l を果たしている 。

いいかえれば、都市設計それも建築計画を

含んだものが表現されている 。

以上が、詳細計闘を中心とした 「連邦建

築法J の概要てあるが、これはわが国でい

えは¥都市計画法、土地区画整理法、土地収

用法、建築基準法などを 一体化したような

基本法典である 。再開発についても、土地

利用計画の中て。再開発地区の明示が行われ、

再開発地区における特別の先買権などに関

する規定を設けている 。 しかし、西ドイツ

においても近年人口の大都市周辺部への集

中、住宅事情の悪化、都市機能の低下、地

価勝賞など、工業化社会の高度化と急速な

都市化の進展にともなう種々の間勉ーが生じ 、

古い街の再開発とニュータウ ンなどを建設

する新開発をすすめることが緊急の課題と

なってきた 。

このような課題に対処するためには手続菌、実体面、 財政措置面で

も従来の「連邦建築法」では不十分であるため 、1971年に「都市建

設促進法J が特別法として施行された 。 これは、わが国の都市再開

発法および新住宅地開発法と閉じねらいをも ったものであるが、手

紙面、実体面でも新しい試みがなされ、とくに財産権の制約は厳し

いものとな っている 。

西 ドイツにおいては以上のように、 1960年制定の「連邦建築法」

と1971年制定の「都市建設促進法J によ って計画手法が基礎づけら

れ、さらに詳細には各州、各市町村の条例で種々定め られている 。

現在は計画の策定過程における住民参加の課題を計画法の中にさら

に盛 り込むことが検討され、また土地利用計画の内答をさらに拡張

し、加えて社会的、経済的側面を含めて市町村が総合的な開発を担

えるよう検討されている 。 そのほか計闘の笑現性の問題、建築行為

の自由の問題などが議論されているようである 。 しかし、都市建設、

都市更新は「連邦建築法」に定められた“ Bebauungspl an. . に法的に

規定され、それにの っ とって進められることには変わりはない。

ここで “ Bebauungspl an .， による都市計画の理解をもう少し深め

ていただくためにドイツにおける計画法の変避を簡単に説明するこ

ととする 。 ドイツにおいては 1868年 「建築線法」が制定されたとこ

ろから近代的意味における都市計画法制が始ま ったとされている 。

これは建築線によ って土地を 「公」と「私」に区分すること、すな

わち道路 と宅地の区分を市町村が指定し環境をコ ントロールする権限

を与えられたことを意味する 。 その後1890年代にな って組い区分で

あるが土地利用規制がはじまり、 20世紀に入り地域制が計画の手法

として確立されるようにな った。 この時代に建築線規制や地域制 に

とどまらずマスタープラン的な意味で・の一般的土地利用計画の必要

性が明らかにな ってきた 。 これらは市町村の責任において制定され

ることにな っていたが、土地利用の密度すなわち建ぺい率、容積率、

隣棟間隔などは長い間州建築条例に含まれてきた 。 とくに第二次大

戦後、土地利用規制は州条例と市町村の法定計画の両方で受けもつ

ようにな っているという こ元性があ った。 また、連邦政府と 州 との

聞にも権限の上での二元性があり、計画法全体としておきまりの悪

い落ちつきのないものであ った。そこで、計画法は建築法規から派

生して成り立つという伝統的な考え方を生かし、州、| や市町村の権限

を明確にしつつ、先に述べた内容をもっ「連邦建築法」が1960年に
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制定されるに至るのである 。

また、「建築総法」制定当時の計画理論は、その目的が道路と宅地

の区分を指定することにあったから、街路系統のっくり方が中心と

なっていた 。 その後、土地利用規制のための計画理論が展開され、

第二次大戦後の戦後復興の中で、 19世紀の没個性的な市街地拡張に

対する批判 も含めて、つぎのような新しい目標がさらに設定される

ことになる 。すなわち、「より低い密度」、「より多い空地j 、地区ご

との「より強い個性J 、住民にと っての「より多い共同施設J の四つ

である 。 それらの考え方は「連邦建築法」を中心とする西ドイツの

計画法の中に生かされている 。 さらに注目すべきは 、その計画理念

を実現していくために、公の強力な権限で計画行政が遂行され、そ

れをささえる日常の徽密な調査などに努力がはらわれていることで

ある 。 そして、“ Bebauungspl an" という詳細計画にもとづいて、い

いかえれば下からの環境コント ロールを秘み上げていくという考え

方につらぬかれた計画行政が行われていることである 。

わが国においても近年、居住地環境強引ifr の側面から 地 区詳細|計画

に対する関心が高まっているし、種々の提案がなされるようにな っ

た。 しかし、一つは環境をコントロールするための計画技術、いい

かえれば計画の道具、それもわが国の居住地環境の実態になじむも

のが十分開発されていないことなどから、強力な公の手によ って詳

細に環境をコントロールしてきた西ドイツの都市計画のすすめ方は、

われわれに多くのものを教えてくれるように恩われる 。

4.  日 本 の 環 境 改 善 計 画 お よ び 手 法 へ の 若 干 の 提 案

都市再開発の理念は、人間の定住地としてのより良い都市環境の

再生、創造を図ることといえるが、再開発行為はその理念や目的に

沿 って、都市内の諸矛盾の調整、諸変化への対応を効果的に行うこ

とであるといえよう 。

先述したように、今回 、西ドイツの都市計商制度を研究する機会

を得たのでその成果を踏まえ、日本での再開発の課題や特殊的背後

条件を考慮しながら、現実の町、街に対していかなる再開発制度の

改善が必要で忌あるか、大まかに考えてゆきたい。今後の日本社会は

安定経済成長の時代に移行することは必至であり、諸事業も相当圧

迫されると考えられる 。その意味で都市計画におけるコントロール

面がより重視されるであろう 。 われわれが提案を行う前に謀題とし

て考えたのは、つぎのような事項である 。

① 再 開 発 目 的 の 都 市 全 体 か ら 見 た 明 確 化

② 都 市 全 体 の 再 開 発 計 画 ( 戦略計画 ) 、プログラムの必要性、地区

ごとのかかわり方の問題

③フィジカルプランだけでなく、社会的計画等を含んだ総合的な再

開発プラ ンの必要性

④ 計画立案のプロセス、オーソライズの方法、 ( 市民参加、プラン

ナーの役割、法的手続-…ー)

⑤ 合 理 、 機 能 追 求 よ り Iooseイit な人間的空間( 非合理、むだ、ゆ

とり空間… … ) 、きめの細かい空間の調和

⑥ 個 別 的 な 諸 制 度 、 手 法 の 統 合

⑦都市空間再生、再編のための建設活動コントロール面の強化

⑥ 再 開 発 に よ る 受 益 と 負 担 の 関 係 の 明 確 化

⑤再開発の笑施、運営面やアフターケア面での改善

これらの事項は、 図-2のような再開発プログラムの中で位世づけ

図- 2 都市再開発のフ ロー

〈地区再開発計画〉③、@、⑤、⑥

3 2  

られるが、①、②、③、④については諸提案もあり、若干触れても

きたので、⑤以降について述べることとする 。

⑤については、計画の考え万、中身に関することであるが、再開

発による空間はそれ自体で独立して存在するというよりも、人によ

って利用され、雰囲気が形成されイメージされ得るもので、人間的

て治?つ非完結的、柔軟なものであること 。また西ドイツの‘' Bebauun-

gspl an" のように、地区の中で必要あるいは固定すべき空間i について

は詳細な 、 きめの細かい建築コントロールや事業が必要で、あるが、

この二つの性格の空間をうまくミ ックスさせた再開発計画が、今 後

の都市にはぜひとも必要で、ある 。

@ や⑦については、地区 ( 再開発) 計画に基づいて、地区の性格

に応じて種々の事業や規制誘導策を同一地域内で一体的、総合的に

活用できるような制度の械立についてである 。従来の目的立法的に

作られた諸制度を町、街の再生といっ見地から総合的に体系化すべ

き時期1はそう遠くはないと考えられる 。同一地区内でも、全面的再

開発、修復、保全… ・ーといっ戦術の組み合わせが考えられる場合も

あり、いずれか一つに集約される場合もある 。例えば、組み合わせ

型が有効である場合等には、一方では地域制における “特別地域"

のごときものを指定し、再開発促進区域や高度利用地区をZoni ng的

に活用し、同時に従来のZoni ngを空間的により詳細なコントロール

(街区別や立体的に建築物の用途、形態を制限) したり、時間的に

より誘導的なコントロール ( 将来計画に基づいた、あるいはその方

向での時限的な建築物の用途、形態制限etc ) を可能とさせる 。 これ

らの方法に強制力が附与されるなら( 現段階では法的に疑問はある

が ) 、特別用途地区、特定街区、総合設計制度等の総合化されたもの

を、西ドイツの場合のょっに、取りこわし命令、近代化命令、建築

命令等の形で導入することも考えられる 。強制力が附与されない場

合には、強力な指導要綱や建設マニュアルごときものでより 詳細な

Zoni ng'こ基づいて誘導をする 。 このようなコントロール面の他方で

は、公共自由空地の拡大やイ ンフラ ・基盤整備、 個別建設卒業とい

った事業的側面を地区計画のプログラムに乗せて、 より少なく効果

的に実施していくことである 。 このような“ 特別地域" では、あく

までも、地元住民の参加、 主体性に裏打ちされた諸改善策の適用が

前提であるが、 われわれはも っ とプランナー偵I j から積極的に関与す

べきものと考える 。・事業面とコントロール面をうまくミックスした

“特別地域" 制度を確立するために・

③や⑨は促進策、保証策ともいうべきもので、移転、営業、地代、

家賃等の種々の保{ 賞、融資や補助等の財政的助成策のような経済的

側面に加え、人を主体とした社会的側面で与の新状況への適応策、改

善策も笑施すべきことはいうまでもない。

以上、今回は提案とい っても概略的な方向提示に止ま ってしま っ

たが、別の機会でより詳細な提案を行いたいと考えている 。

5. あとがき

この小論の西ドイツに関する事項は、昨年西ドイツより専門家が

来阪され、日本建築センター B プラン研究委貝会、建設省、日本住

宅公団、大阪府、大阪市等によ って「西ドイツの詳細計画を中心と

した都市計画制度の研究」が行われた際の資料、討議内容および「ド

イツ連邦共和国 ( 西ドイツ ) における都市計聞の現状と課題J (三輪

雅久、嶋本恒雄訳編、都市問題研究、第26巻第 12号、および第27巻

第 1 号による 。) を参考にして B プラン大阪地区研究会の有志が作成

したものであり、上記の研究委貝会の東京大学教授、日笠 端先生

をはじめ多くの方々からご指導と示唆を受けたことを付記し、感謝

の芯: を表します。

なお、小論は、つぎの 4 人の討論によ って作成したものである 。

上原敏広 ( 大阪府) 、赤崎弘平 ( 大阪市大) 、上田隆夫、西山充( 大

阪市) 。



今 後 の 建 築 行 政

三 品 哲 夫 ・ 西 川 幸 之 輔 ・ 平 林 孝

1  . これからの建築行政について

建築行政が受け持たなければならない範囲についてはとくに定説

もないようであるが、今までは、建築基準法を中心としてこれに建

築士法 ・建設業法を併せ、また都市計画法のうち建築規制に係る部

分などの諸法律に基づいた国および地方自治体の行政を総称したも

のと一般には理解されていた。

これらの法のうち建築三法が施行されてはや四半世紀を経過した

が、この間幾度となくこの行政のあり方について批判 、反省が繰り

返された。その最大のポイントとなったのは、いわゆる違反建築の

横行と都市のスプロール化に対する行政の非力さにあったのである

が、これらの現象が法令規定そのものの不備あるいは行政庁の法執

行体制の弱点にあるとして、従来その対策が試みられてきたといえ

よう 。

すなわち、都市計画法改正による開発許可制度や全面容積制とし

た新用途地域制の実施または建築基準法による特定行政庁の増加や

建築監視員制度の発足などがそれで、あって、これらの措置がある程

度軌道に乗りその効を挙げつつあるのが現状である 。

ところが、ここ数年の聞において集中的に発生した二つの現象は、

都市建築の必然の傾向から生じたものであるが、従来同様の対応策

では基本的には解決できない 問題要素を抱えており、その意味では

建築行政そのものの考え方の転換を必要とするものであった 。

そのーは、大都市およびその周辺都市に発生した日照阻害を中心

とした環境問題である 。建築法規に適法なマンションやビルが惹き

起こしたこの問題の対処に各行政庁は正直のところ困惑し、一種の

行政混乱は住民の行政への不信感を昂めさえしたが、都市ごとのさ

まざまな指導要綱や条例が生まれたのは、今までの建築行政の枠を

こえたそれぞれの苦労の結果である 。

そのこは、多数の犠牲者の発生を見た百貨庖などのビル火災の頻

発によって改めて認識された建築防災の問題である 。 この問題は、

一次的には防火区画、避難階段、消防用設備などの建築物の構造お

よび設備に関する法令自体の不備にあるともいえるが、建築防災工

学が技術的にシステム化されていない現在における法令規定の現実

的効力や、既存建築物の防災管理のあり方とそれを指導監督する行

政のあり方に基本的な問題があると考えるべきであって、これも従

来同様の単なる法令規定の改正強化だけではすまされない。

これらの二つの問題は、明らかに建築基準にかかわるものであり、

現にこの二点を中心とした建築基準法改正案が国会で審議中である 。

しかしながら、この改正法がもしわが国の都市の土地利用のあり方

や住宅のゾーニングおよび居住基準に関する十分な検討がなされず

に執行運用されたり、あるいは都市建築物の防災管理維持体制につ

いての十分なは握がなされず単なる物的規制のみの面で執行される

ならば、いわば労多くして功少ない、場合によっては望ましい街づ

くりに逆らいかねない、いわゆる行政の硬直化のそしりを免れない

ことになるのではなかろうか。いいかえるならば、これからの建築

行政は、法執行そのもの以外の面で大きな責務が謀せられて U るこ

とを痛感するものである 。

。 。

かなり以前から、建築基準法の集団規定を除いた単体規定部分を

建築士に委任すべしとの意見が行政庁側にも建築士侭IJ にも強〈主張

されている 。建築士法の資格法 ・業務法論に係わる問題でもあり、

また一部の建築士の実態レベルに対する信頼性の点もあって、この

意見は未だ具体的に実現を見るに至 っていないが、大阪で試みられ

ている法令建築事務所制度も一応はこの方向を目ざしているもので

ある 。 しかし、この問題も現行の建築基準法制の中でのみ考えるの

は適当ではないのであり、その理由は、これがとくに建築主と建築

士という人的関係に係わる面が大きいからである 。

いうまでもなく、建築基準法は建築主事という特定の人格による

建築物計画の碓認制度がその中核をなしているため、対物規制とは

いいながらきわめて事務的でスタティ ックな性格のものである 。 と

ころが、現実の問法執行においては、建築主 ・設計者 ・監理者 ・施

工者などの対人的業務が多分にあることは関係者の周知のことであ

る。にもかかわらず、現在の同法の体系においては、これら建築に関

係する人については建築物と建築主、建築物と設計者というように

とらえられていて 、これら人相E の問題は他の法律または公法に係

わりのない民事上のこととして扱われており、ここに従来から市民

が理解し難〈、行政側も苦労を要した課題が残されているのである 。

したが って、前述の単体規定の建築士への委設が実現した場合、

建築士の法令知識の向上と責任意識の昂揚および行政庁の事務能率

の増進というメリ ッ トは生ずるが、建築士の業務責務と行政庁の行

政責務との区分についての基本的な検討解明かーなされない| 浪り、そ

の効はきわめて小 さいものといわねばなるまい。

。 。

建築行政上昨今とくに無視できないものとして、物と人以外に、む

しろそれ以上に重要なのは土地の問題である 。過去の建築基準法行

政上最も行政庁が苦慮しかっ最も弱点とされていたのが「敷地」の考

え方であったが、敷地の確認を除外して建築物の確認ができるか否

かのミクロの疑問だけでなく、今や土地の問題は都市行政上の一環と

しての建築行政上の最大の難問である 。現代の都市が土地利用計画

に関する規制と誘導の策無くして建築指導があり得なくなっている

ことは、行政庁だけでなく市民自身が肌で感じているところである 。

先述のマンションなどの日照問題も、その障害を与える側にとっ

ても受ける側にとっても、帰するところは都市における住宅焔策の

問題であり、その基となるものが土地対策にあることは論をまたな

いところである 。国土利用計画法などの新しい法制が実施されよう

としている現在において、都市における土地の取引および保有に関

する規制の前提となるのは土地利用の総合計画の確立であって、こ

こにおいて、とくに都市住宅行政と密着した建築行政の脱皮の必要

性を認識するものである 。

。 。

以上を総ずるに、私は、これからの建築行政が抱えている問題は

実に広〈深いものであり 、従来の建築行政の常識を越えた取り組み

が必要で、あると考えるのである 。ことに、都市マスタープランもし

くは都市像を実現するための具体的施策と、建築物を 利用する多数

市民の生命の安全を保証するための現実的方策に、建築行政の当面

の重要な使命があると思 7 のである 。これには当然のこととして、

建築関係諸法制の再箆備が要るであろうが、むしろ法律によらない

行政に大きな課題が与えられているというべきであろう 。

以上、建築行政執行の側にある者の一人としての私見を申しあげ

た次第であるが、もとよりはなはだ一面的な見解に過ぎないうらみ

は免れないと思うので、諸賢の忌慌のないご批判をいただければ幸

甚である 。 ( 昭50. 2 )  (三品哲夫大阪市建築指導部長 )
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2. 法令建築事務所制度

はじめに

昭和48年 6 月に発足した、大阪の法令，建築 'j'; 務所制度 ( 以下、略

して法令制度という ) は、約 2年 1M! にわたる観察段階を経て J 、ま 、

ょうやく、本番が始まろうとしている 。 目下、このための意見誠監

が繰りかえされており、本誌が発行される頃には、その細目が決ま

っていることであろう 。

近年、建築基準行政においては、 .ft;ft大する行政蒜要に対応するた

め、いかに、建築確認業務を 1mぷ化させ、また、その一環として、

挫築士を似極的かつ効率的に活JTJ するか、が執行体制上の課題とな

っている 。

法令制度は、この要訪にこたえようとするものである 。全国的に

も初の試みであり、また、現イ玉、論議をよんでいる建築士制度の将

米の }J [I IJ をぷIJ & するものとして、各 }i l 師からの関心をよび、なりゆ

きが注目さi L てし、る 。

こうした立l味で、その概要についてご紹介し、参考に供したい。

法令制度の現状と問題点、

この制度は、大阪建築士 Ｇ ｊ ｾ 務所団体協議会 Ｈ 大阪府下における、

三つの建築業務団体を母体とした、法令制度巡営のための団体) の

自主m.ff J¥J として実施されている 。

その主体をなす、法令建築' j } . 務所は、4 J ! ; 築主事と同等経! 支の法令

知識をml 待される、専任の有f-f 1 務者が、法令業務を統括しており、

法令の レベルア ップを図 っている 。

つまり、この制度は、 nらの資質の l i l U: ，を図リ、責任体制を明石在

にして、行政への協力をめ ざし、同時に、建築士の地位の向上を図

ろうとするものである 。

つぎに、法令後築事務所の活動状況を調べてみよう 。府下全域で

のデータが不十分なため、大阪 rli の場合について説明する。

1)  法令建築事務所の数

昭和48年 5 Fl 第 1 回登録11寺 266社

昭和49年 5 月 第 2 回登録11寺 159社、 JJ!..(_E数419社

とな っており、今後とも、緩悦なT ! IJJII があt くだろう 。

法令制JJ 交の tF及と、法令のレベルア ップの面から、法令建築主J:i-務

所がふえるのは、大変よろこばしいことである 。 しかし、反面、粗

製百Li 立のそしりを受けるようなことカずあってはならない。

2)  建築確認申請の状況

太 阪 市 内 太阪府下全域

'IQ揮所

l闘 1111

注) ａ ＮＮＮＮ ー法令建築 Ｇｉｾ 務所として の 申前件数

B.. 硲認申 111総件数

いまのところ、法令建築・J: i - 務所からの申請lu : は、全体の10- 17%

と、さほど多くはない。 しかし、法令制度の持及と 、法令建築事務

所の噌JJ I l に伴い、今後の上昇を Wl 待できょう 。

3)  事務所別の確認申請状況( 大阪市内における)

い! と111 5  - 9  110以上 | 法令'1'務所数

S. 48. 7- 49. 3 1  117祉 1 50 1  21  1  19  1  13  1  20 1  28 1  266社
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別の調をによると、法令佳築事務所のなかで、大阪市域内に所在

するものは、約80% を山めている 。

しかし、それらの事務所は、必ずしも大阪市内での法令業務を行

っているわけではなく、上の表に凡るとおり、 9 カ月間において、

ー阪市への確認申前f午数が Oの法令佳築 'J: i - 務所が、約45% もあるこ

とがわかる 。

これは、業務活動が、ごく限られた地域の範囲内て-行われている

ことを物語っており、その実態については、府下全域での統一的調

it に侠たなければならない。

今後、法令制度を航極的に出用しようとする場合、例々の実績を

掴む必要があるが、この統一的訴lit は、不可欠なものといえよう 。

4)  法令業務の観察

法令制度の発足に| 捺して、私迷は、行政サイドの統一的取扱いを

図るために、取扱いに閲する必本万針を申し合わせた。そのひとつ

として、当分の聞を観察期間とすることを決め、今日に及んでいる 。

大阪市でもこれにもとづき、確認申請苫ーの正確度を評価し、っきe

の要領でA 、B 、C のランクづけを行ってきた。ただし、これは、

直感、的な見かたによるもので、必ずしも厳密なものではない。

{単位%)

一 般 的 審 査

即1 1111 

B  訂正は若干あ ったが、大 きい! 日l胞はなか った.

c...... 不適合通知処分に つながるよ うな川逃がいあ った。

これによると、成紛は、まず、まずという感じである 。

検定々査、登録研修、実務議予? と、法令についての研鈴をつみ豆

ねた有資格者でさえも、この状態である 。

これは、いったい何を立l床するのだろうか。業務経験などによ っ

て、法令建築事務所! 日! にも、かなりの格差があることは否定できな

い。 また、ひとつには、現行の，辿築法規が、いかに複雑、多岐であ

るかを物語るものである 。( ただし、初歩的ミスも多いが)

本来、すべての処築上が"m. 識として持ち合わせていなければなら

ないはずのものが、法令プロの手にも負えないものとなりつつある

今日の姿は、それなりの理由があるにせよ、素直にうなずけないも

のがある 。

法令制度を評価する場合、忘れてならないことは、建築士のモラ

ルの問題である 。むしろ、総認申諮i!?作成上の前述の評価よりも、

この方が 、 よほど大 ・ ｊ Ｚｾ というべきであろう 。

本制度の発足当初には、いわゆる u二万使い、、をする不心得な者

もいた。 しかし、 一 万、法令建築)J'; 務所としての自党から 、法令i主

反につながる業務依頼を、いさぎよく断り、歯をくいしば って、孤

軍脊|謝している真面目な法令雄築!J'; ; f i 若所が、数多くあることを知 っ

ている 。これを、あたりまえというのはやすい。 しかし、機認申請

と現場との不一致が、あまりにも多い現実の姿を見るとき 、この努

力は高〈評価すべきであり、これをえ殺しにしてはならない。

5)  法令制度に対する特例扱い

現在、法令制度における最大の問題は、確認事務の特例扱いにつ

いてである 。 目下、車l f I 日調踏の段階にあるが、その制主主ポイントの

主なものは、

ア、特例扱いの対象とする法令処築 'F.務所の範囲。

イ、特例扱いの対象とする往築物の規快。

ウ、特例扱いにより、建築主・j: i - が審査を省略する範囲。

エ、特例扱いの前提条件としての、法令建築事務所の義務。

オ、団体協議会と法令建築!J: i - 務所との連帯責任。



特例扱いの幅は、今後、段階的に拡大される予定である 。建築主

事サイドの問題として、特例扱いに起因する確認上のJWifEについて、

主事責任の所伝と範囲、この; 場合の団体協議会としての- i i l i 幣- 責任は

どうなるかなど、法根拠の商からの陸路も多い 。 しかし、もともと

党悟のうえであり、これを克服しなければならない 。

特例扱いにおいては、事務所聞の格差も問題である 。一律的平等な

取扱いとともに、信頼性の高い事務所については、その笑紛を評価

し、それなりの特例扱いがあ って然るべきではないだろうか。 この

考え万には、輿論もあるが、ひとつの奨励策にはなり得るだろう 。

大阪市では、こうした々え万にもとづき、昨年 4 月から、法令建

築事務所のうち、申請実紋と成総の良好なもの18社を選び、中間検

貨の省略扱いをしてきた 。 それなりの効果をあげており、今後とも、

法令制度の一般運用と併行して、こ 7 したことを考えていきたい 。

むすび

法令制度は、必ずしも順調に運んでいるわけではない。運用をめ

総合設計制度による建築物の許可実績 ( 50年 2 月現在)

誼E 築 物 概 要

ぐって、官民双万にさまざまな戸があることも事実である 。例えば、

あまり変わり映えがしない、期待外れだという| 塗の声など ..

しかし、私達は、目先の功をあせ ってはならなし、 。こうしたこと

は、短兵急にいくものではなく、長期的展望に立つての、忠、のなが

い努力が何よりも必要で・ある 。せ っか く、この大阪のj也に芽生えた

法令制度を、私達は、何とかして桜づかせ、育てようとしている 。

これは、官民共同の責任というべきであり、相互信頼のうえに立

って、自らの義務と責任をはたす必要がある 。

法令建築事務所の一層の自主的努力を期待するとともに、お互い

に手を携え、一歩、一 歩活笑に前進していくことを、願 って止まない 。

(西川幸之輔 大阪市住築指場部審査課長)

3. 大阪市における総合設計制度

まえがき

近年における都 rll の産業と人口の急激な集中に伴う地価の高騰、

宅地の利i分化の似 lilJ は、都市の過街化、複雑化を促し、さまざまな

住 48年 8 月31 日 用途地峨改正時よリ適用

制 限 概 袈

Z午可年月日
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都 市 環 境 上 の 問 題 を 起 こ し て い る 。 す な わ ち 、 歩 行 者 の 通 行 を 困 難

に し て い る 車 の は ん ら ん 、 大 気 汚 染 な ど の 公 害 問 題 、 日 照 阻 害 な ど

で 代 表 さ れ る 環 境 問 題 な ど で あ る 。

ま た 、 公 園 、 広 場 な ど の 都 市 施 設 を 十 分 に と る こ と が で き な い の

が 現 状 の 都 市 に お い て 、 建 築 物 の ほ と ん ど は そ の 敷 地 内 に 法 制 限 い

っ ぱ い の 範 囲 ま で 建 築 さ れ 、 た と え 法 定 上 の 空 地 が 残 っ て も 公 共 的

に 何 も 寄 与 さ れ な い 状 態 が 多 〈 、 そ の ほ か 、 建 築 物 の 形 態 も 幅 員 の

狭い道路沿いては: 斜線制限の影響をうけて階段状にセ ッ トパ ッ クし

た 建 築 物 が 多 く な り 、 都 市 景 観 上 望 ま し い 状 態 で は な い。

これらの傾向は、個々の建築物が周辺市街地の形成に果たす役割、

影 響 な ど に つ い て は と ん ど 考 慮 す る こ と な く 自 己 敷地 の 高 度利用、

自 己 資 本 の 蓄 積 だ け に 注 が れ た こ と に よ る も の で 、 そ の 周 辺 の 市 街

地 環 境 は 貧 弱 な も の と な り 、 ひ い て は そ の 建 築 物 自 体 も 貧 弱 な も の

となる 。

都 市 に お け る こ の よ う な 状 況 の 中 で は 、 や や も す れ ば 人 間 疎 外 に

な り が ち で 、 都 市 に お け る 市 民 の 生 活 環 境 を 守 り 、 市 街 地 環 境 の 整

備 を 図 る た め に は 、 都 市 が 真 に 市 民 と 市 民 の ふ れ 合 う 生 活 の 場 と し

て 考 え 直 さ れ 、 一 つ ひ と つ の 建 築 物 が 市 民 文 化 の 創 造 に 少 し で も 寄

与 す る も の で な け れ ば な ら な い と 思 う 。

昭 和45年 6 月 に 建 築 基 準 法 の 大 幅 な 改 正 が な さ れ 、 全 面 的 に 容 積

制 が 実 施 さ れ る こ と に な っ た が 、 こ れ に 伴 い 容 積 率制 限 お よ び 斜 線

制 限 に つ い て の 例 外 許 可 を 適 用 す る こ と が で き る 制 度 と し て い わ ゆ

る 総 合 設 計 制 度 が 設 け ら れ た 。

こ の 制 度 を 活 用 す る こ と に よ り 、 敷 地 内 に 公 共 に 開 放 さ れ た オ ー

プ ン ス ペ ー ス ( 歩 行 者 が 日 常 自 由 に 通 行 も し く は 利 用 で き る も の 、

ま た は 槌 込 み 、 芝 生 、 池 な ど 当 該 空 地 の 環 境 の 向 上 に 寄 与 す る も の

で ホ 公 関 空 地 " と い う ) の 確 保 が で き 、 市 街地 に お け る 環 境 改 善 に

役 立 ち 、 ま た す く れ た 高 層 ま た は 大 規 模 建 築 物 を 誘 導 す る こ と が 可

能 に な っ た 。

大 阪 市 に お い て は 、 こ の 制 度 の 効 果 的 な 推 進 に 積 極 的 な 態 度 で の

ぞ ん だ。 す な わ ち 、 本 制 度 の 積 極 的 な 利 用 方 を 建 築 関 係 団 体 に よ び

か け 、 こ の 制 度 が 法 制 化 さ ' 7: 九 回 『 ‘ E  ー・ 田 ー 量

れ る 新 用 途 地 域 の 指 定 ( 昭

和48年 8 月31日) 以 前 に お

い て も 、 本 市 建 築 審 査 会 の

事 前 の 了 承 を 得 て 本 制 度 の

活 用 を は か り 、 か な り の 件

数 に つ い て 事 前 指 導 を 行 っ

てきた 。 総合段計制度によ る公開空地の一例

許 可 実績

総合設計制度による建築物の許可実績については、前頁の表を参照。

許 可 取 扱 い 方 針

総 合 設 計 制 度 の よ り 積 極 的 な 運 用 を 図 る た め 、 大 阪 市 に お い て 許

可 取 扱 い 方 針 を 定 め て い る 。 こ の 方 針 の 骨 子 と し て つ ぎ の 3 点 が あ

げられる。

・良 好 な 共 同 住 宅 の ス ト ック

・斜 線 制 限 の み の 許 可 に お け る 公 開 空 地 の 義 務 づ け

・歩 道 の 確 保

右は、その取扱い方針である。

な お 上 記 の 取 扱 い 方 針 の ほ か 、 つ ぎ の 点 に つ い て も 指 導 し て い る 。

・敷 地 の聖堂形化

・幹 線 道 路 ( 幅 員20m以 上) から 5 m以 上 の 壁 面 後 退

・原 則 と し て 、 敷 地 に 接 す る す べ て の 道 路 中 心 よ り 10m以 上 の 壁

面 後 退

・住 居 系 地 域 に お け る 隣 地 へ の 日 照 確 保 ( 4 時 間 以 上 )

(平林孝大阪市建築指導部指導第 l 諜)
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総合設計制度に係る許可取扱い方針

( 昭和49年 9 月14日 大阪市建築局 )

総合設計制度に係る許可 (建築基準法第52条第 3 項文は第56条第 3 項

の規定によるものをいう) については下記の方針により取扱うものとす

る。 :

記 :

第 1 基本方針

総合設計制度のより積極的な運用を図り、も って市街地の環境箆備に

資するため、主主自生省住宅局長通達 「総合設計に係る許可準則 J (昭和46

年 9 月 1 日付け住街発第48号) 並びに建設省住宅局市街地建築課長通達

「総合設計許可準則に関する技術基準 J (昭和46年 9 月 1 日付け住街発

第49号) の適用に関して、これらの規定の一部の附加又は緩和を定める

ものとする。

なお、本取扱い方針の適用にあたっては、当該制度の趣旨に則リ、 'ijt

に総合的に判断するものとする。

第 2 総合設計許可準則に関する 技術基準の運用方針

1  . 公関空地

(1)  公関空地の最小幅

前面道路に接する部分の全てにわた って設ける歩道で幅只 2 メート

J レ以上のものは公関空地とみなす。( 技術基単第 1(2Xィ)2 の緩和 )

(2)  公隣 ｊｾｦ 也の奥行き

隣地境界線と許可建築物文は許可建築物相互聞に設けられた公関空

地は、道路調IJ の許可建築物の外壁面よりその幅と同じ距離の奥行き

部分について有効とする 。ただし、その幅が10メートル以上ある場

合は、この限りでない。( 技術基準第 1 (2Xィ) 4 の附加)

(3)  公関空地の最小面積

第 2 種住居専用地域、 住居地域又は準工業地域内における公関空地

の最小面積は、 100平方メート J レとする。( 技術基準第 1(2Xィ) 3 の緩和)

2. 容 積 率

(1)  公関空地の下限

第2 在I住居専用地域、住居地域又は準工業地域内の共同住宅( 絡設

併存共同住宅を含む. ただし 、施設部分の容積率はその敷地の容積

率の% 以下のものに限る。以下同じ。) を建築する場合の公関空地

率( 公関空地面積の合計の敷地面積に対する割合) の下阪の数値は

0.3とする。( 技術基準第 1(2k') 2 の緩和)

(2)  共同住宅の容績の割増

第2 種住居専用地域若しくは住居地域内に共同住宅を建築する場合、

又は近隣商業地域、 商業地域若しくは準工業地域内で土地利用上

住宅が立地することが望ましいと認められる場合の容積御IJf曽の適用

式を次のとおりとする 。

(ア) 敷地面積2，000平方メートノレ以上で、かつ、前面道路幅只 8 ;1

ート l レ以上の場合

A =  ( B X C x %) x  2  

基当血容 Ｚｭｾ 容がＥ以上の敷地の場合 ａ ］Ｈ ｂ ｘ ｃｸｾ Ｉｸ 2  

(ィ) ( ア) に該当しない敷地の場合

A = ( B  X  C  X %) X 1. 5  

基単容積率カ明。以上の敷地の場合 A = ( B X  C  ｘｾＩｘ ＱＮ Ｕ＠

A i!，q) f曽床面積の限度 B 基単容積率 ｃ 公開 ｾｦ 也の面積

( 技術基準第 1 (2k') 1 の緩和)

(3)  答積の郡Jf曽限度

敷地の容積率が' %である場合は、寄IJf世床面積め敷地面積に対する割

合は、' %( こ 0. 1 を采じて得た数値を限度とする。

( 技術基準第 1(2k') 2 の附加)

(4) 容積率の算定

敷地が容積率の異なる 2 以上の地域にまたがり、かつ、低容積率過半

の場合の容桜率は、それぞれの容積率の面総加量平均の数値とする。

3  斜線制限

Ｈ Ｑ Ｉ 品羽車緩和の場合の公開 ｾｊ 也

公関空Jt蝉は、つぎの各号に描ける基準主主ぺい率に従い、当該各号に掲げ

る数: { i 1l 以上を必要とする。

(基準主主ぺい率)

① %  

② % 又 は %

③ 3仏 文 iまJ{o

(2) 北側の立面面積

(公関空I也E事)

0.1  

0. 15 

0.2  

容積率%以下の地域内( 第 2 種住居専用地域および住居地域を除( )

において北iHIJ (敷地の辺が真北方向となす角度が45度から 135 ｾの

範囲をい お の当該当敷地境界線上における、一般規制| によ って許

容される最大の立面節機 ( Si ) は、当該敷地境界線の長さに 31メー

トJ レを乗じて得た数値を限度とする 。 ( 技術基準第 3(ィ) の附加)

4  隣地空間

建築物の各部分から隣地境界線までの水平距雌は、当該部分の高さの

平方根のM以上とすること 。た だし、高さ 12メート J レ以下の部分につい

ては、この限りでない。

5 . 再開発融資を受ける場合の適用除外

住宅金融公庫文は日本開発銀行の総合設計建築物建設事業再開発融資

を受ける場合には、本運用方針中第 2 の2 の(1)、 (2) 及川4) の規定は適

用しない。
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環 境 整 備 と 建 築 基 準

法 改 正 案 の 対 応

梶 原 明

1. 環 境 問 題 と 法 改 正 案 の 経 緯

建築基準法における市街地環境箆備の規制に対応しているものに

集団規定があり、都市計画区域内について、道路と敷地の関係、用

途地域制による建築の用途との関係、並びに敷地 と建築箆: 度の関係、

建築物の市街地における形態等が定められているが、近年土地価額

の高とうによる 中高層建築物の建設が促進され、土地の高度利用が、

都市住民の健康で文化的な生活に支障を来たすことによ り、昭和45

年頃から、市街地環境のあり方について、見直しされる世論が高ま

ってきたもW之¥これらの社会情勢に 即 したものとして、建築行政

の面に 、従来、相隣関係の問題として民事に委ねらていたものを、

公法上に取り入れ、建築物の社会的あり方の位置づけを行い、生活

環境をより健康的に整備 ・指向させる目的で、昨年 3 月17 日に建築

基準法の改正案が国会に上呈され、今国会支審議がなされようとし

ているところである。

この改正案は、 昭和46年 7 月28 日、建設大臣から、建設大臣の諮

問機関である建築審議会に諮問がなされ、諮問の内容は「市街地環

境の整備の促進のための方策J ということで、建築行政部会におい

て 2 年余りにわたって調査審議がなされ、昭和49年 1 月28 日に、当

審議玉ぎから建設大臣に答申がなされたもので、これを受けて、法制

の整備ということで、改正案が法文化されてきたものである 。

答申の要旨について、少しふれると、市街地環境を整備して都市

住民に健康で文化的な生活を保障するためには、 (1) 土地利用に対

する規制の強化 、(2) 良好な建築計画に対する助成誘導、 (3) 計画

的な市街地盤備に関する事業の推進を図ることが必要であるとの前

提から、当面講ずる必要な措置および今後検討を必要する事項を、

つぎのように述べられているものである 。

当面講ずる必要のある措置としては、土地利用に対する規制の強

化 に対し、高密度化 している都市社会における土地の高度利用と良

好な市街地環境の調和を図ることから、建築物の用途、形態等を市

街地の現状に対応したオープンスペースを確保すべきであるとされ、

とくに第 2 種住居専用地域における用途規制並びに立体的な用途規

制を図り 、住宅地における住環境の重要な要素として日照の保全を

公法上の問題として建築形態の規制を行い、住居系地域における市

街地のオープンスペースの硲保を図るため、建ペイ率および答税率

を低くし規制を強化する等、その他、建築協定制度の活用策並びに

総合設計制度への長期低利融資の拡充を図ることが強調されている

ところで。ある 。

2. 防 災 と 改 正 法 案 の 経 緯

昭和49年 1 月24 日建築審議会が答申した要旨は「既存百貨庖等に

対して防災上必要な防火避難施設の設置を義務づけることについて」

は建築物の防災を促進し、防災上危険性の高い既存の不特定多数の

人々が利用する、百貨庖 ・地下街、複合用途建築物等の相当規模以

上 のものに、避難施設 ・防災区画等の防災改善を積極的に行わせる

措 置を講じさせることとされているものである。

3. 改 正 法 案 の 要 項

第 1. 建築確認を要する特殊建築物の範囲の拡大

建築等について確認を要する特殊建築物の範囲を拡大し、現行の

学校、病院、劇場、百貨広、旅館等のほか 、新たにキャバレー、ナ

イトクラブ、遊技場を加えるものとする 。( 法第 6 条 l 項第 1 号関係)

第 2. 検査済証の交付前の建築物の使用制限

特殊建築物を新築する場合、または増築、大規模の修絡等の工事

で避難施設等に関するものをする場合においては、原則として当該

建築物は使用しではならないものとする 。ただし、特定行政庁が、安

全上、防火上または遊覧t 上支障がないと認めて承認したときは、仮

に使用することができるものとする 。( 法第 7 条の2、第 18条関係)

第 3. 工事中の特殊建築物等の使用制限

特定行政庁は、工事の施工中に使用されている特殊建築物が著し

く安全上、防火上または避難上支障があると認めるときは、当該建

築物の所有者等に対して使用を祭止、使用の制限その他必要な措置

をとることを命ずることができるものとする 。( 法第90粂の 2 関係)

第 4. 既存の百貨盾等に対する避難施設等の設置の義務づけ

百貨活 、ホテル、病院、キャバレーその他政令で定める特殊建築

物およびこれらの絞合用途建築物並びに地下街で一定規脱以上のも

のについては、既存のものに対しても、階段、防火区画等の避難、

防火または消火に関する規定で政令で定めるものの適用があるもの

とする 。 この場合において 、敷地、構造等に関する特別の司王怖があ

るときは、建設大臣が同等以上の効力があると認める機造方法を用

いることができるものとする 。( 法第86条の 2 関係)

第 5. 工事中の建築物の安全上の措置等に関する計画の届出

第 4 に掲げる建築物の建築主は、当該建築物の避鰍施設等に |羽す

る工事をする場合は、あらかじめ、当該工事中の安全上の措置等に

関する計図書を作成して特定行政庁に届け出なければならないもの

とする 。( 法第90条の 3 関係 )

第 6. 用途規制

第 2 極住居専用地域内で建築してはならない建築物として、次の

各号に掲げるものを加えるものとする 。

1  . 3 階以上の部分を第 1 秘住居専用地域内において建築すること

ができない建築物の用途に供するもの。

2. 第 1 種住居専用 地域内において建築することができない建築物

の用途に供するもので、その用途に供する部分の床面積の合計が 、

1，500m
2

を超えるもの。( 法第48条第 2 項および別表第 2 関係 )

第 7. 容積率

1  .前面道路の幅員による容積率の制限について、第 1種住暦専用

地域、第 2 種住居専用地域もしくは住居地域、または特定行政庁が

都市計画地方審議会の殺を経て定める区域内の建築物にあっては現

行の10分の 6 掛を改め、 10分の 4 掛とするものとする 。( 法第52条第

1 項関係)

2 . 都市計画において定められる第 2 種住居専用地域内の建築物の

答税率として、現在の 10分の20、10分の30および10の40のうち 10分

分の40を廃止し、新たに 10分の 10および10分の日 を加えるものとす

る。( 法第 52条第 1 項関係)

第 8. 建ベイ率

都市計画において定められる第 2 種住居専用地域内の建ペイ率と

して 、現在の 10分の 6 のほかに、新たに 10分の 3 、10分の 4 および

10分の 5 を加えるものとする 。( 第 53条第 1 項関係)

第 9. 第 1種住居専用地域内における建築物の高さの限度

建築物の高さが10mを超えてはならないこととされでいる第 1 極

住居専用 地域内において、特定行政庁が低層住宅に係る良好な住居

の環境を害するおそれがないと認める場合には、その敷地内に相当

規模の空地があり、かつ、高さ 12m以下である建築物を建築するこ

とができるものとする。( 法第55条関係)

第 10. 日影による中高層の建築物の高さの制限

1  劃い) 欄の各項に掲げる地域または区域内の表( ろ) 欄の当該

各項に掲げる建築物は、冬至自の真太陽時による午前 8 時から午後

4 時まで( 北海道の区域内にあっては、午前 9 時から午後 3 時まで)

の間において、それぞれ表( は) 欄の各項に掲げる平均地盤面から
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の高さの水平面( 若咲い湘に掲げる地域または区域外の部分および当

該建築物の敷地内の部分を除< ) に敷地境界線からの水平距離が 5

mを超え 10m以内の範囲においては表( に) 欄の各項に掲げる時間

以上、敷地境界線からの水平距離が10mを超える範囲においては表

( ほ) 欄の各項に掲げる時間以上日影となる部分を生じさせること

のないものとしなければならないものとする。

2 . 地方公共団体

は、気候もしくは

風土の特殊性また

は土地利用の状況

により必要と認め

る場合においては、

政令で定めるとこ

ろにより、条令で、

表( に) 欄および

表 日彫による中高層の建築物の制限

( ほ) 欄 に掲げる時

間をか えて、これ

と異なる時間を定

めることができる

ものとする。

3 . その他、所

要の規定を設ける

(い)

地櫨又は 区 ｾ

事l 種住居専

用地 ｾ

事2極住居専

用地

住居地ｾ ｊｬＮ は

近院商量地域

若し〈 は車工

章地繊のう ち

特定行政庁が

都市計画地方

審議会的績を

経て指定する

区壇

ものとする。( 法第56条の 2 関係)

( ろ)

制限を受ける

建築物

軒町高きが7

mを超える漣

築物又11地階

を除 〈陪置が

3以上建築物

高き が10mを

題える建聾物

高きが10mを

越える建築物

(11)  {に)

平均地盤面か 日i臨時間

らの高さ

l.5m 4時間 (i1l:

町区域内に

あっては 、

3時間)

4m 4時間 (道

町区域内に

あっては 3

時間)

4m 5時間 (道

の区域内に

あ勺て11，

4時間)

第 11. 敷地内に広い空地を有する建築物の容積率等の特例

(11)  

日i臨時間

2 時 間( 遭

町区域内に

あっては2

時間)

2.51時間( 道

町区域内に

あっては2

時間)

3時間 (i1l:

町区域内に

あっては、

2.5時間)

その敷地内 に政令で定める空地を有し、かつ、その敷地面積が政

令で定める規模以上である建築物で市街地の環境の整備改善に資す

るも のの建築を 促 進するため、規定の重量備を行うものとする 。( 法第

四条の 2 闘係)

第 12. 建築協定の特則等

1. 借地権の目的となっていない土地の所有者は、 1人で、当該土

地の区域を建築協定区域とする建築協定を定めることができる 。( 法

第76条の 3 関係)

2 . 土地の所有者等の全員の合意によ って締結する建築協定につ

いて、借地権の目的とな っている土地の所有者の合意がない場合に

おいても、建築協定舎を作成することができるものとし、あわせて

土地の共有者等の取扱いに関する規定を設けるものとする 。( 法第70

条第 2 項、第76条の 2 関係 )

第 13. 建築物またはその敷地が区域または地域の内外にわたる場合

の措置

建築物またはその敷地がこの法律の規定による建築物に関する制

限を受ける区域、または地域の内外にわたる場合における建築物の

容積率もしくは建ぺイ率または各部分の高さについては、建築物ま

たはその敷地の全部につ. いて敷地の過半の属する区域または地域に

おける制限を適用することを改め、答税率および建ペイ率について

は異なる区域または地域に属する敷地の部分の面積比を基準とした

割合を限度とし、各部分の高さについては異なる区域または地域内

の建築物の部分について、当該区域または地域の制限を適用するも

のとする 。( 法第52条、第53条、第55条、第56条、第91条関係)

第14 . その他

第 3 の規定の適用に関し 3 年または 5 年の循予期間を設ける等の

措置を講ずるものとする 。

以上が今国会において審議中の改正法案の要旨である 。

4. 改 正 法 案 の 注 釈

紙面の都合により改正法案を各条ごとに記載できないので改正さ

れる条項中、主だ ったものについて注釈をつけることとする 。

(1) 、第 6 条第 1 項第 1 号の特殊建築物に、別表第ーの建築物を対
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象とすることとして、その用途に供する部分の床面積の合計が 100

m
2

を超えるものとされるもので、従来の 14種類の特殊建築物が48穫

に拡大されるものである 。 なお別表中か、) 欄二項に診療所を追加され

るものである 。

(2)、第 7 条の 2 は検査済証の交付を受けるまでの建築物の使用制

限をするもので、新築にかかる建築物が一部分の工事完了により使

用したい場合または増築お'よぴ大規模の修繕等で、防火避難施設に

かかる工事を行う建築物は、既存の部分ても工事中の建築物として、

特定行政庁の使用主主認を受けたのちに使用させることとしたもので、

この場合消火施設にかかる工事がある場合は、消防署の検査済証の

交付を受けたのちにおいて、使用を認めることとされるものである 。

(3)、法第 55条第 1 稜住居専用地域内における建築物の高さの限度

の緩和に対する措置として改正されるもので、公園、広場、道路、

その他の空地等に隣接するもの、または学校等で用途上やむを得な

いもの、もしくは政令で定める敷地の規模 ( 敷地面積がおおむね 700

m
2

- 1000m
2

程度以上てかつ、建ペイ率を法定の率より 10分の 1 を減

じる ) ところにより 12mまで高さを緩和するもので、特定行政庁の

許可および認定により処理できることとされたものである 。

(4)、法第 56条の 2 日影による中高層の建築物の高さの制限は、冬

至自の瓦太陽時による午前 8 時から午後 4 時までの時間帯とし、当

該建築物の平均地盤面 ( 建築物の周聞に接する平均地盤面 ) から l. 5

m または 4 m高い水平面において、日影の時間を測定するもので、

当該建築物の敷地の外側の 5 m以上の距維に 4 時間以上、 10m以上

の距離に 2. 5 時間の日影を与えてはならないこととされているもの

で、ある 。

また地域、区域の適用については日影を与える、地域、区域が規制l

の対象となるものである 。

なお、建築物の敷地が道路、川または海、鉄道敷等に接する場合は、

当該敷地境界線はこれらの幅員の% だけ外側にあるものとしての緩

和がなされるものであるが、公園と接する場合は緩和め措置はない

とされる 。

(5)、法第86条の 2 既存の建築物に対する制限の特例として、法律

および政令で指定される特定用途の建築物に対し、防火区画、避難

施設、非常用照明装置、非常用進入口等の規定を既存の建築物に遡

及適用をしようとするもので、これが特定用途はつぎのものが対象

となるものである 。

① 百貨活、マーケ ッ ト、展示場、大規模物品販売業を営む庖舗の

用に供する建築物で、 3 階以上の階または地階でその用途に供する

部 分の床面積の合計が 1，500 m
2

を超えるもの。

② 病院その他政令で定める特殊建築物て. 5 階以上の階において、

その用途 に供する部分の床面積の合計が 1，500 m
2

を超えるもの。

③ ホテル、旅館、劇場、キャバレー、カフェ一、ナイトクラブ等

で 5 階以上の階または地階におけるこれらの用途に供する部分の床

面積の合計が 2，000 m
2

を超えるもの。

④ ① ~ ③ の 特 殊 建 築 物 で 5 階以上の階または地階で、それぞれの

用途 に供する部分の床面積の合計が 2，000 m
2

を超えるもの。

⑤ 地下街における居室の床面積の合計が 1，500 げ を超えるも の。

以上の特定用途で遡及する規定の適用は特定用途部分に限るも の

とし、特定用途が地階のみにある場合は、最下階から地上の 出入口

まで適用されるも のである 。 またこれら遡及される時期は法律が施

行された後において、①、③の ホテル、旅館を除〈用途の建築物、

④、⑤の建築物については 3 年後、②およびホテル、 旅館の用途

の建築物については 5 年後から適用を受けることとなるものである 。

(6)、その他、法第90条の 2 、工事中の特殊建築物等に対する措置

および法第90条の 3 工事中における安全上の措置等に関する計画の

届出等が追加されるが、紙上の関係上司l愛いたします。

( かじはらあきら 大阪府独築部主II 築指導課主幹)
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電算機による R C建物

の構造設計( その 2 )  

桑 形 松 夫

本誌昭和50年 4 月号の「構造の頁J 欄の r電算機による

R C建物の構造設計( その 1)  j では、B U I L Dにつ

いての概略説明をしているので二'参照下さい。

2 . 電算プログラムの評定

構造設計において電算機を利用する理由は、

つ ぎのよ うに 集 約 で き る だ ろ う 。

① 計Z ' ) : 量、計算: 精度の点で電算機の高速

演 算 機 能 、 演 算ーの 正 確 性 を 利 用 す る た

め 。

② 繁 雑 な 手 続 き を プ ロ グ ラ ム 化 し 、 繰 り

返 し 計 算 を 省 く た め 。

前 者 で は 電 算 機 を 計 算 手 段 と し て 利 用 す る

わ け で 道具 と し て 性 能 が 確 か で あ れ ば 問 題 は

ない 。 後 者 の 場 合 、 構 造 計 算 の 手 続 き が プ ロ

グ ラ ム 化 さ れ て い る 点 に 問 題 が あ る 。 構 造 技

術 者 に 代 わ っ て プ ロ グ ラ ム が 計 算 結 果 を 判 断

し、桃造設 計 を 進 め て い く 場 合 が あ る か ら で

ある 。

構 造 設 計 を 行 う 技 術 者 に は 資 格 が 必 要 で あ

る の と 閉 じ よ う に 、 構 造 設 計 用 の プ ロ グ ラム

にもライセ ンス が 必 要 と な ってくる 。正 し い

デ ー タ が 入 力 さ れ れ ば 、 プ ロ グ ラ ム は 、 @ 定

め られ た 手 続 き に よ って 、 @ 正 し い 計 算 結 果

を 出 力 す る 、 こ と を 検 査 し 、 保 証 す る こ と が

プ ロ グ ラ ム の 評 定 と い え る 。

「定め られ た 手 続 き 」 は 、 構 造 設 計 の 手 続

き を 規 定 す る も の で あ り 、 基 準 法 、 施 行 令 、

学 会 計 算 規 準 な ど の 基 準 、 規 範 を 守 っている

必 要 が あ る 。

「 正 し い 計 算 結 巣 」 は 、 プ ロ グ ラ ム に 論 理

的 な 誤 り が な く 、 計 算 が 正 し く 行 わ れ る こ と

である 。

評 定 が 行 わ れ る こ と に よ って 、 プ ロ グ ラ ム

の 利 用 者 は 上 記 の 2 点 に つ い て 自 分 で 検 査 す

手 聞 が 省 け 、 構 造 計 算 書 を チ ェ ッ ク す る 建 築

主 事 も プ ロ グ ラ ム に つ い て 頭 を 悩 ま す 必 要 が

な く な り 審 査 の 能 率 が 高 ま る 。 評 定 が 制 j変化

さ れ れ ば こ の よ う な 効 果 も 期 待 さ れ る だ ろ う

と い う 観 点 か ら 、 昭 和48年 に 電 算 プ ロ グ ラ ム

の 評 定 制 度 が 、 多 く の 学 識 経 験 者 の 慎 重 な 審

議 を 経 て 発 足 す る こ と に な っ た 。

評 定 の 対 象 と な る プ ロ グ ラ ム は 、 手 続 き の

内容が明確に論理化され、 一 般 化 さ れ て い る

こ と が 必 要 で あ る の で 、 当 面 は 構 造 設 計 に 関

わ る も の に し ぼ ら れ た 。

前 号 で 紹 介 し た R C構 造 設 計 プ ロ グラム B

U I L D も評定を受け、 49年 に 審 査 に 合 絡 し

ている 。

3 . 電算機によって構造設計を行うとき

の問題点

B U I L Dの 評 定 に あ た っ て 、 構 造 設 計 に

電 算 機 を 利 用 す る と き の 留 意 す べ き 事 項 と し

て 提 起 さ れ た 問 題 点 は 、 つ ぎ の よ う な も の で

あった 。

① プ ロ グ ラ ム の 適 用 範 囲 を 逸 脱 し て 計 算

機 能 を 乱 用 し 、 誤 っ た 構 造 設 計 を す る 恐

れがある。

② プログラムの計算結果をうのみにして、

計 算 に 先 立 つ 前 提 条 件 を 忘 れ 技 術 的 判 断

要 な 前 提 で あ る が 、 こ れ を 無 視 し て 無 理 矢 理

に モ デ ル 化 す れ ば 計 算 結 果 は 大 き な 誤 差 を 持

つ よ う に な る 。 また、床は剛体変位をすると

い う 前 提 に 立 って応力計Z ' ) : をしているので、

こ の 条 件 が 満 た さ れ ぬ よ う な 建 物 で は き わ め

て 危 険 な 結 果 を 与 え る 、 等 々 。

自 分 自 身 で 作 っ た プ ロ グ ラ ム で あ れ ば 、 こ

れ が ど の よ う な 場 合 に 使 え る か は 十 分 に 解 っ

ている 。 しかし他 人 の 作 成 し た プ ロ グ ラ ム を

使 用 す る と き に は 、 そ の 適 用 範 聞 を 十 分 に 見

極 め る 必 要 が あ ろ う 。 ど の よ う な 仮 定 、 前 提

条 件 が あ る の か 、 計 算 方 法 は 適 切 か 、 モ デ ル

化 が 必 要 な 場 合 に は そ れ が 現 実 と ど の 程 度 の

違 い を 持 っ か 、 な ど で あ る 。

つ ぎ に 計 算 結 果 に つ い て で あ る が 、 こ れ は

あ く ま で そ の プ ロ グ ラ ム に 適 用 さ せ る た め に

い く つ か の 仮 定 を 設 け て 計 算 し た 建 物 の モ デ

ルについての結果であって、 nの 答 え で は な

い。しかし現実の構造設計は、定量的な基準、

た と え ば 変 形 や 応 力 j交 を 許 容 値 と 比 較 し て 設

計 の 可 否 を 検 定 す る 方 法 を 取 っているので、

計 算 結 果 の 答 え を 出 き な く て は な ら な い 。 計

算 結 果 の 数 値 の 技 術 的 、 工 学 的 判 断 が 重 要 に

な っ て く る 理 由 が こ こ に あ る 。

プログラムの機能や適用範囲、f l i I J 限事項に

ついては、それを提供する側にf { 任があり、

利用者には十分周知徹底するｾ任があるのは

も ち ろ ん で あ る 。 利 用 す る 側 で は プ ロ グ ラ ム

を 盲 信 せ ず 、 そ の 有 効 な 限 界 を は っ き り と 知

っ た 上 で 使 い こ な す 必 要 が あ る 。

プ ロ グ ラ ム の 計 算 結 染 に つ い て の 判 断 は 、

プ ロ グ ラ ム を 利 用 す る 技 術 者 に あ り 、 入 力 さ

れ た デ ー タ に 対 し て 正 し く 計 算 を 行 っている

以 上 は プ ロ グ ラ ム の 側 に は 責 任 は な い 。 計 算

結 果 を 正 し い 構 造 設 計 に 結 び つ け る の は 技 術

者 の 役 割 で あ る か ら 。

プ ロ グ ラ ム を 正 し く 適 用 し 、 そ の 結 果 を 正

し く 判 断 し て 使 う こ と が 電 算 機 を 用 い て 構 造

設 計 す る こ と の か な め で あ ろ う 。

こ の た め に は ど ん な こ と に 注 意 す れ ば よ い

で あ ろ う か 。 い ち ば ん 現 実 的 な 方 法 と し て は

構造計算主干の作成がある 。単 な る 計 算 手 続 き

と計算式を羅列した計算ＧｉＡｾ ( 電算機が手書き

よ り も 速 く き れ い に 作 ってくれる) ではなく、

設 計 条 件 を 明 確 に し 、 設 計 方 法 を は っ きりと

記 述 し た 計 算 告 を 作 る こ と で あ る 。 そ の 方 針

の も と に プ ロ グ ラ ム を 適 用 す る た め の モ デ ル

化 を 検 討 し 、 計 算 結 果 に 対 し て は 総 合 的 な 判

断 を 加 え て お け ば よ い 。

従 来 の 構 造 計 算 舎 の よ う に 設 計 条 件 、 設 計

方 針 が は っ き り 普 か れ て い な い ま ま に 、 計 算

だ け が 進 め ら れ て い る と い う の で は 、 計 算 結

果にふりまわされることになる。

B U I L Dの 評 定 で も 構 造 計 算 舎 の 重 要 性

が 指 摘 さ れ て お り 、 と く に 電 算 機 の 計 算 結 果

に 対 す る 総 合 判 断 が 重 視 さ れ て い る 。

を誤る 。 電 算 機 を 利 用 す る こ と に よ って 設 計 コ ス ト

B U I L Dの 場 合 に つ い て 説 明 し よ う 。適 は 安 く な っ た が 、 つ い で に 設 計 の 質 も 低 下 す

用 範 閤 で は 、 フ レ ー ム が 平 行 で 相 互 に 直 交 す る よ う で あ っ て は な ら な い 。

る 、 床 面 は す べ て 同 一 レ ベ ル に あ る な ど が 重 (く わ がた ま っ ぉ llt!tt 公 社 建 築 局 様 継鮫計室)
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は じ め に

受水槽以下立入調主主、神戸市水道局発表 。 な き く 、 平 面 計 画 上 も 滞 留 水 ( 死 に 水 ) が で き

ど が 記 載 さ れ て い る 等 、 受 水 相 以 下 の 水 質 に て残留塩素ーがなくなり、浮遊物が発生した例

つ い て は ま こ と に 寒 心 に 耐 え な い も の が あ る 。 もあるので 、受 水 糟 の 容 量 は 1 自 の 使 用 量 の

し た が っ て 、 受 水 欄 に お け る 水 の 汚 染 防 止 に % 一% を襟準とし水の人れ轡わりがあるように

つ い て は 一 層 の 努 力 を 払 わ な け れ ば な ら な い し 、 う 回 路 が で き る よ う 隔 壁 を 作 る 等 考 慮 す

と忠、う σ〉である 。 る。 な お 挨 、 虫 な ど が 入 ら な い 柿 造 、 形 状 の

通 気 管 を 設 け る 。 と く に 大 容 量 の と き は 受 水

受 水 梅 の 構 造 お よ び 設置 位 置 と 容量

糟 を 二 糟 に 分 け 、底部には釜場に向かつて? i oo

建 築 基 準 法 施 行 令 に も 「 給 水 タ ン ク お よ び 以上の勾配をイサけなければならない 。

11'1' 7 . k タンクは、ほこりその他 術 生 上 有25なも

受 水 槽 の オ ー バ フ ロ ー 管

の が 入 ら な い 構 造 と し 、 金 属 性 の も の に あ っ

て は 、 術 生 上 支 障 の な い よ う に 有 効 な さ び 止 清 浄 な 上 水 を 貯 め て あ る 受 水 槽 が 外 部 に 配

め の 州 出 を 講 ず る こ と 」 と 記 さ れ て い る が 、 管 に よ っ て 関 口 し て い る こ と は 一 つ 間 違 え ば 、

現 時 点 で は 地 上 あ る い は 屋 内 の 床 上 に 設 置 さ 逆 に 外 部 か ら 上 水 以 外 の 水 が 槽 内 に 流 れ 込 む 、

れ た 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ( F R  P ) 製 が 放 も 良 い わ ゆ る パ ッ ク フ ロ ー が 起 こ り う る 危 険 性 を

い と 思 わ れ る 。欽 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 昼 外 の は ら ん で く る と い う こ と で あ る 。 したがって

地 下 に 設 け ら れ た も の で は 、地 盤 沈 下 の 影 響 オ ー バ フ ロ ー 管 の 按 統 に は 充 分 な 注 意 が 必 要

を 受 け 壁 面 に ひ び 割 れ が で き 、 そ こ か ら 、 あ である 。

る い は 屯 気 配 線 の 管 を 伝 わ っ た り 、 上 水 管 取 以下その要点を述べれば、

付音1¥の 問 1
1気から、雨天H寺 に は 雨 水 が 糟 内 に 佼 ① 地 中 ま た は 床 下 に 設 け る 受 水 槽 に は 、

上 水 は い か な る 方 法 で そ れ が わ れ わ れ に 供
入 し て 水 を 汚 染 し た 例 が あ る 。地 |滑にあ って オ ー バ フ ロ ー 管 を 絶 対 に 地 中 ま た は 床 下 内 に

給 さ れ よ う と 、 衛 生 的 な 水 と し て 供 給 さ れ な
よ く 見 受 け ら れ る の で あ る が 、 耐 圧 ス ラ プ と 設 け な い 。

け れ ば な ら な い こ と は 論 を ま た な い 。建 築 基
地 階 床 ス ラ プ と の 聞 の 怨 築 組 体 を 利 用 し て 設 ② 地 上 ま た は 床 上 に 設 置 し た 受 水 槽 の オ

準 法 施 行 令 で も そ の 建 築 設 備 等 の 章 に お い て 、 け ら れ た 受 水 槽 で 、 安 易 に 汚 水 槽 、 雑 排 水 槽
ー パ フ ロ ー 管 、 オ ー バ フ ロ ー 管 取 出 し 部 分 の

配 管 設 備 の 設 置 、 構 造 等 を や や お お ま か な き
等 と コ ン ク リ ー ト 壁 1 枚 で 隣 り 合 わ せ た も の 、 み 地 上 ま た は 床 上 に あ る 受 水 i聞 の オ ー バ フ ロ

ら い は あ る に し て も 記 述 し 、 厳 に 衛 生 上 支 障
気 安 め に そ れ ぞ れ の 壁 で 独立 させたものは、 一 管 は 必 ず そ の 管 の 笑 内 径 の 少 な く と も 1 倍 、

の な い 水 質 の 保 持 を 求 め 、 ま た 設 備 業 界 に お
建物の強度変化、地量産沈下によるひずみによ で き う れ ば 2 倍 以 上 の 排 水 口 空 間 を と っ て 排

い て 現 在 唯 一 の 設 備I基 準 と さ れ て い る
H A S  り 躯 休 の コ ン ク リ ー ト 壁 に ク ラ ッ クが生じ、 7l< iW;. 、 排 水 桝 等 に 核 統 す る。

S  206( 空 気 調 和 ・術 生 工 学 会 規 格 ) 給 排 水 設 結 局 受 水 槽 の 水 の 汚 染 に つ な が る も の で あ る 。 ③ オ ー バ フ ロ ー 管 に は ス テ ン レ ス 製 の 防

備 基 準 で も 、 詳 し く 水 質 の 汚 染 防 止 の 惜 也 、 あ る い は 受 水J憎 の ス ラ プ を 厨E号室 の ス ラ ブ と 虫 網 を 取 り 付 け 、 か っ こ れ の 設 け ら れ る 位 置

方 法 を 述 べ て は い る が 、 わ れ わ れ 生 活 環 岐 に j 庭用したり、ポンプ室 の ス ラ ブ と 派 用 し て ( 小 は 挨 な ど が 入 ら ず 、 容 易 に 点 検 、 取 り 替 え が

お い て 、 そ の こ と 自 体 に 闘 し 全 く 無 知 な る が さ な ビ ル で は そ の ポ ン フ・室が主I t ，引車がわりに で き 得 る 場 所 で な け れ ば な ら な い 。

た め に 発 生 し た も の は 別 と し て も 、 設 計 施 工 使 わ れ て い る と こ ろ さ え も あ る ) 、食品洗浄用 ④ 間 接 排 水 管 が 0. 5 m を 越 え る 場 合 は 装

の ミ ス 、 使 用 上 の 不 注 意 、 あ る い は 不 iJti Iの・JJ. の 中 性 洗 剤 や 食 品 7111 、 機 械7111 、 汚 水 等 が ス ラ 置 に 近 接 し て ト ラ ップを設ける 。

放によ って の 上 水 汚 染 の 事 故 は か な り な 件 数 ブのひび官lJ れ か ら 糟 内 に 滴 下 し て 水 の 汚 染 を 等 で あ る 。

に 井 って い る よ う で あ る 。 給 水 設 備 に お い て 、 引 き お こ し た り 、 マ ンホ ー ル がj未 而 と 同 じ レ

給 水 タ ン ク 、 貯 水 タ ン ク 等 す な わ ち 水 を 貯 め ベ ル で 設 置 さ れ て い て ( 最 近 の 来 京 都 内 のー お わ り に

る こ と そ の も の が ( も ち ろ ん そ の 他 機 様 、 管 地 区 の 調 査 で は 70% 以 上 が こ の よ う な 取 り 付 受 水 槽 内 の 水 の 汚 染 は 事 故 例 か ら み る と 、

材 か ら の 原 因 も あ ろ う が ) 多 か れ 少 な か れ 水 け; ' j であ った ) 排 水 管 の 詰 ま り そ の 他 でい汚 水 大 半 が 構 造 自 体 の 欠 陥 、 排 水 槽 と の 関 連 お よ

の 汚 染 に つ な が る も の と い って も 過言 ではな が マ ン ホ ー ル よ り 受 水 槽 に 流 入 し た 例 も あ る 。 び オ ー バ フ ロ - t y : の 排 出 先 の 取 り 方 に 起 因 す

い。 で は 給 水 設 備 に お い て 水 を 貯 め な い で す 受 水 槽 の 設 置 位 置 等 を 給 水 関 係 の 地 方 条 例 に る も の で あ る か ら 、 建 物 自 体 の 不 等 沈 下 そ の

む 設 備 が で き な い も の か 、 残 念 な が ら わ が 国 よ って 規 制 さ れ て い な い 都 市 に あ っても 、設 他 か ら く る 受 水 槽 頼 体 の 破 煩 を 守 る た め 、 受

に お い て は 大 体 2 階 建 ま で の 小 規 棋 な 建 物 の 計 の 場 合 は そ の 位 置 、 統 造 に は 二 塁、 三 重 の 水 槽 は 建 物 内 床 上 設 置 と し 、 オ パ ー フ ロ ー 管

給水設備においてのみ、 」ニ水 の 直 結 給 水 が 可 安 全 対 策 が 必 要 で あ る 。 は 床 而 の 排 水 孔 に 適 切 な 排 水 口 空 間 を と った

能 で あ る が 、 そ れ 以 上 の 高 さ の 建 物 に た い し す な わ ち 二 塁 ス ラ プ 内 に 止 む を 符 ず 設 置 す 間 接 排 水 と し て 排 水ti: よ り の パ ッ ク フ ロ ー を

て は 所 要 水 圧 の 上 で、水 道 直 結 給 水 は で き ず 、 る 場 合 は 、 防止することが最良の) ' j 法といえよう 。 もち

し た が って 現 行 法 規 で は 貯 水 タ ン ク い わ ゆ る ① 受 水 槽 と 他 の 排 水 槽 と は 二 重 墜 と し 、 ろ ん 先 に も 述 べ た 通 り 、 現 段 階 に お い て 受 水

受 水 柑 だ け は ど う し て も 必 要 な の で あ る 。 そ の 間 隔 は 少 な く と も 500 mm以上とする 。 か 槽 の 躯 体 自 体 は 小 容 祉 の も の は F R P 製 、 大

し か る に 受 水 槽 に 対 す る 水 の 汚 染 そ の 他 の つ 受 水 槽 の 底 よ り も 下 の 位 世 で二 重 壁 の 聞 に

トラブルは近年にな って も 跡 を た た ず 、 む し 釜 場 を 設 け る 。

ろ 増 加 の 傾 向 に さ え あ る よ う だ。 た と え ば あ ② 受 水 槽 の ス ラ ブ は 絶 対 に 他 の 使 用 目 的

る 報 文 に は 東 京 都 が ビ ル 管 理 法 に 基 づ き 、 昭 と く に 厨 房 室 、 機 械室 、雑品峰、駐. LII 場 等 に

容 i立 の も の で は 樹 脂 コ ー テ イ ン グ に よ る 鉄 板

製 ま た は F R P 製のノ マネル貼イ寸けによるコン

ク リ ー ト 製 が 良 い と 思 わ れ る 。

し か し 、 躯 体 の 材 質 が い か に 優 れ 、 構 造 、

和 48年 j交 の 給 水 管 理 に つ い て 都 内 に お け る 特 使 用 し な い 。 容 盃 等 ま た そ の 廻 り の 配 管 が 適 切 で あ っても、

定 建 築 物 の 立 入 検 査 を し た 結 果 は 受 水 槽 の 不 ③ 屋 外 で 常 に 雨 に 当 た る 場 所 で も 同 様 で 当 を 待 た 維 持 管 理 が 伴 わ な け れ ば 、 受 水 槽 内

適 率 は 75% に も 及 び 、 項 目 別 で は 、 糟 内 の h'J あるが、マンホールは完全防水 Ｉ ｦ ｾ を選定し、 の 水 質 汚 染 の 危 険 は ま だ ま だ 存 在 し て い る こ

婦 、 マ ン ホ ー ル の 構 造 、 設 置 位 置 の 不 適 率 が 常 に 密 閉 さ せ て お く 。 マ ン ホ ー ル 周 辺 晋1¥の 段

30% を超えている等であり、思IJの事長文では、 上 げ は 100- 300mm以 上 と し 、 益 取 付 音1¥の 防 水

(1) 日召和45年 10月 30 日K 新 聞 、 ビ ル の 飲 み 水 を 完 全 に す る 。

15% が 不 適 絡 、 横 浜 市 衛 生 研 究 所。 (2) 昭 こ と 等 で あ る 。

和 49年 10月31 日N S 新 聞 、 装 置 の39% が不通、 また 1 日 の 使 用 量 に 比 べ て 務 し く 容 量 が 大

40 l.Il 築と 社会/1975年 5 月号

と を 知 る べ き で あ る 。

引 用 文 献

( 1)  中尾厚凝 「給 水訟倒 的 衛 生 的 問 題 点 と対策」

設備'と 管 理 第 9 1.!!!:iI 2 .¥} 

(2)  佐針 n彦 、 井 上 院 時 「木町 ト ラ ブ ル あ れ こ れJ

水 第17巻第 5 号

( か わ づ た か ゆ き 蔚 久 工 業 K K 大 阪 支 出 取 締 役支 応 次 長 )



タ と そ れ に 対 す る 拾 い デ ー タ に 分 け 、 シ ス テ

ム 内 部 に お い て 計 算 処 理 上 必 袈 な デ ー タ を そ

ろ え る こ と が 特 徴 で あ る 。

この方法は作成するデータがリストデー夕、

拾 い デ ー タ と も に 設 計 図 と の 対 応 が 明 確 で あ

り 、 デ ー タ を 作 成 す る 作 業 も チ ェ ッ クも容易

な こ と か ら 、 ミ ニ コ ン 以 上 の 本 絡 的 シ ス テ ム

に 利 用され、列J 来をあげ、ている 。

* 処 理 レ ベ ル ー 3

レベルー 2 の 処 理 に お い て 手 作 業 で 行 って

い た エ レ メ ン ト サ イ ズ の 拾 い 出 し を シ ス テ ム

が 代 行 す る も の で 、空間位置t に よ る 処 裂 を 行

う の が 特 徴 で あ る 。

こ の 処 理 で は 、 エ レ メ ン ト 等 の 位 置 を シ ス

テ ム が 管 理 す る た め 、 設 計 図 に 近 い も の を 出

力 し て チ ェ ッ ク す る こ と が で き 、 ま た 一 切 の

重 複 デ ー タ を 省 略 で き る よ う な シ ス テ ム で は 、

入 力 は 非 常 に 容 易 に な る 。 し か し こ の レ ベ ル

の 処 理 は 、 シ ス テ ム 設 計 お よ び プ ロ グ ラ ム 作

業 に 比 較 的 問 度 の 技 術 と 多 く の 開 発 手 間 を 要

す る た め 、 十 分 な 汎 用 性 と 利 用 効 果 の あ る 笑

1':祭例は、現在日日発中のものを含めても 1 - 2  

あ る の み で あ る 。

電 算 化 の 問 題 点

以 上 の よ う に 建 築 秘 算 界 に お い て も さ ま ざ

まな角度から ｬ ｬＱＮｾ干Ｚ化を検討しているわけだが

そ こ に は ま だ 統一 的 な 思 考 と い った も の が な

い の も 事 笑 で あ る 。 多 く の シ ス テ ム は 作 業 の

省 力 化 を 目 的 と し て 術 究 さ れ 、 実 問 に 供 さ れ

て い る が 、 反 l節 、 計 算 処 理 が 手 作 業 に 比 ベ チ

ェ ッ クしにくいことから問地. を生じることも

ある 。 とくに紛t ' ) : の氾鋭化に 1':祭 し て は 処 型 の

レ ベ ル を 上 げ る 以 上 に チ ェ ッ ク し や す い 出 力

を設計することが. i l l 裂であり実用的ともいえ

るのである 。

ま た 入 力 の 設 計 に お い て は ユ ー ザ ー が 取 り

扱 い や す い 方 法 を 卜分 検 討 し 、 デ ー タ の 修 正

変 更 も 迅 速 に で き る も の が 望 ま し い の で あ る 。

こ の よ う な こ と を 々 慮 し 、 今 後 の nf.J発をよ

り有効なものにするためにも、 .f l ' 1t ? : を屯労. 化

する上において言Ａｾもが利用しやすい計 Ｓ 字方法

お よ び 成 栄 物 表 現 の ル ー ル を 機 立 す る 必 要 が

あ る の で は な い だ ろ う か 。

積 算 電 算 化 の 将 来

現在、，建築制t ) : 研究会において「建築数冠

制算基準」の研究が進められ、〈イ本の )'; 11は 3

年 前 に 、仕上げの音11は 遅 く と も 本 年 中 に は そ

の 成 案 が で き る 見 泊 し の 時 点 ま で き て い る 。

こ の 積 算 基 準 が で き る こ と に よ り 、 従 来 バ ラ

バラに政置されていた，h'[t ) : の拾い方は少なく

と も 統 ー の 万 IIoJ へ ri'J か う こ と に な る 。 各 種 の

シ ス テ ム に は 独 自 の 特 徴 が あ って し か る べ き

だが、' ; ( L t ) : 化も越本線において統一ある姿が

当然望まれるであろう 。

つぎにくるのは、 f立の: によ って 出 さ れ た 絞

算 結 果 を 、 よ り 以 上 社 会 的 に 認 め て も ら う こ

とである 。現住プリ ン ト ア ウ ト さ れ た 結 栄 の

使 用 は 認 め な い と い う と こ ろ も 一 部 に は あ る

が 、 こ の よ う な 依 頼 主 の 認 識 を よ り 高 め る こ

と も 今 後 に 諜 せ ら れ た 諜 題 と い え よ う 。

(  ( すやま とき お K且フ タパ エ ン ジ ニ ア リン グ)
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も の や 会 話 型 端 末 に よ る も の 、 カ ー ド 入 力 す

る パ y チ 処 理 、 リ モ ー ト パ ッチ 処 理 ま で さ ま

ざまて' ある 。

こ の よ う な 多 位 多 機 な シ ス テ ム の 開 発 が 積

算 に お い て も 行 わ れ て い る が 、 数 五l t ) : 出のシ

ス テ ム を 設 計 す る 際 に そ の 目 的 と 利 用 効 果 を

明石准にするＺｴＡ ｾｬ 床で、つぎのようなシステム処

理 水 準 ( レ ベ ル ) に よ る 分 類 方 法 を と る こ と

カイて。きる 。

処 理 レ ベ ル に よ る 分 類

本 集 計 処 理 の レ ベ ル

数 ill 拾 い 出 し は 手 作 業 で 行 い 、 そ れ ぞ れ の

部位や材料コードを付ーして入力し、集計、計

算 お よ び 作 表 を シ ス テ ム が 笑 行 す る 。 こ の 処

迎 レ ベ ル で は 入 力 に 計 算 式 ま た は 数 量 そ の も

の を 入 れ る た め 、拾 い 作 業 自 体 の 省 力 化 に は

ならなし、 。 し か し 積 鉱 業 務 に お け る 計 算 、 集

計 お よ び 作 表 の 手 聞 が 全 作 業 誌 の 15 - 25% を

内 め る こ と を 考 え る と 部 分 的 で あ れ 省 力 化 と

い う 点 てd 有 効 で あ る 。

鉄骨・および仕上げの積算システムにおいて

は 、 こ の レ ベ ル の も の の 実 用 例 が 多 い 。

本処 理 レ ベ ル ー 1

エレメ ン ト ま た は 部 位 単 位 に あ る 桜J支 の 論

理 的 判 断 と 計 算 機 能 を 持 つ よ う シ ス テ ム 化 し

た も の で 、 入 力 に は エ レ メ ン ト 等 の 秘 算 に 必

要 十 分 な 情 報 を ー 折 ま た は 述 統 し た 形 に ま と

め て 入 力 し 、 シ ス テ ム 内 部 で は そ れ ら 情 報 の

チェ γ クと計針: を行い、集計処理へ進む。

こ の 処 理 は プ ロ グ ラ ム も 谷 易 で あ る こ と か

ら、各般干) '[f)ーシ ス テ ム に 採 用 さ れ る 処 理 概 念

とな っている 。

本 処 理 レベルー 2

こ の 段 階 の 処 理 は 、 入 力 情 報 を リ ス ト デ ー

積算の電算化

建 築 産 業 に お け る 「 積 算 」 業 務 の 役 割 は ，

近 時 ま す ま す そ の 重 要 性 を ま し て き て い る 一

方 、 そ の 業 務 内 容 は 依 然 と し て 旧 態 の ま ま 、

膨 大 な )JU減 釆 除 を 人 力 に よ っ て 行 っ て い る の

が 現 状 で あ る 。 し か し こ こ 数 年 、 業 界 の一 部

に お い て コ ン ビ ュ ー タ シ ス テ ム の 利 用 が 活 発

に試みられ 、 私ｾＨ算業務の近代化に一筋の光が

見えてきた感、がある。現在すでにいくつかの

シ ス テ ム が 稼 動 し 、 開 発 途 上 の も の も 数 点 あ

るときく 。

と り あ え ず 積 算 業 務 内 容 に 関 す る 屯 算 化 の

現 状 を 、 そ の 適 用 業 務 か ら 大 別 す る と 表 - 1

の ご と く に 分 け る こ と が で き る 。

ま た 使 用 機 器 も 各 種 マ イ ク ロ コ ン ビ ュ ー タ

と11乎 ば れ る 超 小 型 計 算 機 か ら 、 大 型 な み の 入

出 力 装 置 を 有 す る ミ ニ コ ン シ ス テ ム 、 一 般 の

中型 、大 型 コ ン ビ ュ ー タ シ ス テ ム 等 が あ り ，

処 理 j形 態 に し て も 情 報 を 直 接 タ イ プ イ ン す る

楠山登喜雄

コ ス トプ ラ ン ニ ン グ

慨 算

値 入 れ

材料加工図作成

建築積算の電算化

施 工 材 料 の 頁

褒 ー I1電算化の適要業務

R  C 構造積算

鉄骨構造積算

内部・外部仕上積算

土工事積算

エレメント エレメント / 一一一一一一ー「
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GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA Tl O N  

日 本 建 築 総 合 問 問 困 |

音響・熱部門の現状

は じ め に

音響1 . 熱 試 験線 は 当 試 験 所 第 2 次整備計画の一君主として昭和47年

10 月 に 竣 工 し 、 音 響関 係 試 験 は そ の 翌 月 か ら 業 務 を 開 始 し た の で す

が 、 熱関 係 試 験 は 当 初 部門 の 主 力 を 音 響 に 注 い だ こ と 、 ま た 測 定 装

置 の 製作 が 若 干 お く れ た こ と な ど か ら 、 本 格 的 に 試 験 に 応 じ ら れ る

よ う に な っ た の は 、 約 半 年 後 の 昭和 48年 4 月 か ら で あ り ま す。 した

が っ て、 音 響 ・熱 両 施 設 が と も に 稼 動 す る よ う に な って 以 来 、 今 春

で 満 2 カ 年 を 経 過 し た こ と に な り ま す 。

こ の 問 、 試 験 依 頼 者 も 近 畿 の み な ら ず 、 遠 く は 束 京 、 福 岡 ま で 広

が り 、 そ の 状 況 は 第 1 図 に 示 す ご と く で あ り ま す。 交 通 機 関 の 発 達

によ って 距 離 が 時 間 的 に 短 く な っ た と は い え 、 遠 隔 の 地 域 か ら も 試

験 依 頼 を い た だ け る と い う こ とは、誠に有苦It < 思 っ て お り ま す と と

も に 、 公 的 試 験 機 関 な る が ゆ え に 、 当 所 に 課 せ ら れ た 責 任 の 重 大 さ

を 痛 感 す る も の で あ り ま す。

今 後 と も 試 験 に 関 し て は 建 築 に お け る ユ ー ザ ー の 立 場 よ り 公 正 ・

正 確 を 、 試 験 ご 依 頼 者 に は 依 頼 者 各 位 の 立 場 に 立 ち 迅 速 ・親 切 を モ

ッ ト ー に 業 務 に 衡 る 所 存 で あ り ま す 。 皆 様 方 に お か れ ま し て も 、 本

施 設 の 充 分 な る ご 活 用 を お 願 い す る 次 第 で す 。

本 稿 で は 、満 2 カ 年 を 経 た 音 響 ・熱昔日門 の最 初 の一 区切として、

こ れ ま で の 業 務 内 谷 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き 、 ま た 、 こ の 一 両 年 の

笑 紋 を も と に 音響1 ・熱 試 験 の 将 来 に も 触 れ て み た い と 思 い ま す 。 こ

れにより「建築と社会」読者諸兄には 音 響 ・熱昔日 門が 一 体 ど の よ う な

こ と を し て い る の か を 知 っ ていただき、また、これまで試験依頼をい

た だ き ま し た 方 々 に は 、 な お 一 層 親 し み を お 持 ち い た だ け た ら 幸 い

で あ り ま す 。

( 集計年 度 昭 和4問 ( 昭48. 4 .  1 - 昭49. 3 .  31)1 

昭和49年度 ( 日召49. 4.  1 - 昭50 . 3.  31)  J  

(件) 70 

ｾＶＱ＠
60ト「初 昭48 112件

音 響 試 験

BS49 116件

50 

40 

30 

ＲＰ Ｑ Ｑ 閲ｾ

試 O

刷。ム 1 1 0.1

験 大 兵 愛 滋 冨 福 徳 島 京 舷 奈 東 岡 香 箔

阪 庫 知 賀 山 岡 都 阜 良 京 山 川 井 重

数 。

0 7 0寸 一11 

20 
勲 試 験

日自48 44件

昭49 32件

( 件) 30 
第 1 図 . 試 験 依 頼 の 地 域 別

2. 試 験 依 頼 者 の 地 域 別

前 掲 第 1 図に 示 したとおり、 音 響 ・熱 試 験 と も 試 験 件 数 を 地 域 別

に 見 た 場 合 、 地 元の 大 阪 が 両 年 を 通 じ て 全 体 の 過 半 数 を 占 め ( 昭 48 、

54% 、日召49 、52% ) これに 、兵 庫 、愛知、 滋 賀 が 続 き 、 地 域 と し て

は会昔11 で 15の 都 府 県 に ま た が っ て い ま す 。

昭 和48年 と 昭和 49年と比較した場合、音響試験では新たに束 京、岡 山 、

香 川 、三 重 が 、 熱 試 験 で は 京 都 、 岐 阜 、 奈 良 の 3 県 が 顔 を 出 し て い

ます。 こ れ ら の地 域 か らご 依 頼 を 受 け る と い う こ と は 、 適 当 な 試 験

機 関 が な い か ら と い う 理 由 も あ る で し ょ う が 、 そ れ に も ま し て 当 試

験 所 の 役 割 が こ れ ら の 地 域 に 次 第 に 理 解 さ れ て い っ た た め と 思 わ れ

4 2  建築と社会/ 1975年 5月号

本試験所・ ⑤ 565 吹田市腹自台 5 丁 目125 電話/ 大阪 (06)872 - 039 1代表

大淀分室 ⑤ 531  大阪市大淀区長柄西通 2 丁 目35 電話/ 大阪 ( 06)  351 - 721 7  

ます 。 し た が っ て 、 当音11門 と し て も 従 来 遠 距 離 の 依 頼 者 に 負 担 と な

っ て い ま し た 、 試 験 体 製 作 、 装 着 、 打 ち 合 わ せ な ど に 対 し 、 本 年 か

ら 電 話 に よ る 打 ち 合 わ せ 、 試 験 受付、 左 官 ・大 工 な ど 職 方 の 斡 旋 等

に 取 り組 み 、 依 頼 者 の ご 使 宜 を 計 る つ も り で お り ま す 。

3. 受 託 試 験 内 容

第 1 表 に 昭和 48 、49両 年 度 の 受 託 試 験 件 数 を 示 し ま すp 同 表 は ま

た 、 当 部 門 で 現 在 扱 っ て い る 試 験 項 目 ( 音 響 7 、熱 4 ) を 示 す も の

で も あ り ま す 。音 響 ・熱 を 合 算 し た 年 間 処 理 件 数 で は 、 昭 和48年 度

156件 、 昭 和49年 度 148件 と 大 差 は あ り ま せ ん 。 し か し 内 容 的 に は か

な り 大 き な 変 化 が 認 め られ ま す 。 す な わ ち 、 音 響 試 験 に つ い て 、 昭

和 49年 度 は そ の 前 年 よ り も 、

・建 築 基 準 法 第30条 の 2 [ " 長屋又は共同住宅の各戸の界壁の遮

音 構 造 」 に も と づ く 逃 音 認 定 試 験 ( 建 築 基 準 法 に も と づ く 音 響

透 過 損 失 iltl J定)

・建 設 省 告 示 第 2031工 業 化 住 宅 性 能 認 定 試 験 ( 詳 し く は 「 建 築

と 社 会J 1974年 11 月 号 P. 51 に 長 椴 が 紹 介 )

が 増 加 し ま し た 。 音 響 試 験 処 理 総 数 に 占 め る こ れ ら 認 定 試 験 の 割 合

を 見 れ ば 、 な お 明 l僚 に な る と 思 い ま す 。 す な わ ち 昭 和48年 度 9 / 11 2

= 8 % に 対 し ， 昭 和49年 度 は 実 に ( 16 + 8  ) / 116 = 21 % に 上 昇 し て い

ます。

第 1 '表 受 託 獄 験 ・ 年 間 処 理 数

区

試 験 項 目 日目48 昭 49

介

垂 直 入 射 吸 音 率 4  6  

残 留 重 法 吸 音 翠 44 24 

音 音 響 透 過 損 失 54 56 

哩E
同 よ ( 建 援 基 手 法 に )

も と づ もの

9  16 

関 床 衝 司書 音 試 験 4  

f系 忽工 禦 化 定 住 宅 試 性 能験 B  

現 場 間 査 2  

富十 112 116 

熱 イ玉 導 率 30 24 

軍h 熱 賞 流 率 14 6  

関 結 録 t式 験

f呆 E見 場 E周 査

計 44 32 

… … 毘 定 試 験 を 示 す.

こ の よ う な 認 定 試 験 物 力nの 傾 向 は 註 産 住 宅 に と も な う ユ ー ザ ー 保

護 の 立 場 か ら 今 後 ま す ま す 強 く な る と 思 わ れ ま す し ，上 記 2 つ の 試

験 以 外にも、上下階の床術現在音 試 験 、 あ る い は 建 物 の 断 熱 性 能 を チ

ェ ッ クするための熱1 . ' l ' 流率試験 ・結 露 試 験 も 住 宅 性 能 を 評 価 す る た

め の 一 要 紫 と し て 将 来 ク ロ ー ズ ア ップ さ れ る こ と と 思 い ま す 。

な お 、 前 述 の 建 築 基 準 法 第 30条 の 2 にもと づ く界壁の遮 音 締 造 に

つ い て で す が 、 当 試 験 所 で お こ な っ た 認 定 試 験 の うち、

遮 音 構 造 基 準 値

( 1 2 5 H -上)
500H z  - 4 0 dB 11 

200Hz  - 5 0 dB 11 

を 満 足 し 、 合 絡 と な っ た 件 数 は 、 つ ぎ の と お り で す 。

目1148

昭49

試 験 件 数

9  ( イキ)

16 

合 格 件 数

4  



日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り 33

こ れ か ら 分 か り ま す よ う に 、 合 格 率 は 50% 内 外 で あ り 、 か な り 厳 占 め て い ま す 。 軽 く て 自 立 性 を も っ う え に 、 最 近 で は 難 燃 性 の ウ レ

し い 試 験 で は あ ります。 合格 と な った 界壁 断 面 は ほ と ん ど 乾 式 工 法 タ ン フ ォ ー ム が開 発 さ れ た よ う で も あ り 、 こ の 材 料 は 遮 音 材 、 吸 音

に よ る も の で す が 、つ ぎ の よ う な 特 徴 を 持 っ て い た よ う で す 。 材 そ の も の と し て は 多 く を 期 待 で き な い か も 知 れ ま せ ん が 、 そ の 抜

① 床 ス ラ プ 、 あ る い は 天 井 ス ラ プ 、 梁 下 な ど へ の 取 り 付 け 方 法 群 の 断 熱 性 ( 1 5 c m厚 の 熱 此 流 率 0 . 2 Kc al / m
2

h.C 、 同 厚の 鉄 筋 コ ン ク

お よ び パ ネ ル 接 続 方 法 な ど が 現 場 で の 地 工 精 度 を 充 分考 慮 さ れ リ ー ト 版 3 . 5 Kc al / m
2

h.C を も っ て 有 望 な 建 築材 料 と 恩 わ れ ま す 。

ている断面。

② 系 統 的 な 音 響 試 験 の 積 み 重 ね が あ る 断 面。

③ 壁 厚 と 壁 体 重 量 ( 面 密 度 kg/ m' ) を壁休 の 質 量 則 か ら 決 定 さ

れ て い る 断 面。

④ 遮 音 ク リ ッ プ な ど で 音 の 伝 達 経路 を な る べ く 少 な く す る よ う

に 工 夫 し て い る 断 面。

⑤ 2 霊R占 の 界 壁 で お の お の の 版 厚 を 変 え 、 版 の 共 振 周 波 数 が ー

致 し な い よ う に 工 夫 さ れ て い る 断 面。

な ど で す。

5. お わ り に

以 上 、 き わ め て 概 括 的 に 過 去 一 同 年 の 試 験 実 紋 を 纏 め て き ま し た

が、試験を担当している立場ーからすれば、 i虚 音 構 造 の 低 下 を 招 く 音

締 ( S ound Br i dge ) 、ある いは局音11的 な 熱 矧 失 を 招 く ジ ョ イ ン ト部分

の 熱橋 ( H eat Br i dge ) な ど を illil 定 中 に 自 の あ た り に み て 、 建 築 と

は 呉 筏 の 材 料 の 集 合 で あ る と い う こ と を 強 〈 感 じ た こ と で し た 。

また 、 熱 賞 流 率 な ど は 試 験 と 併 行 し て 計算 値 を 算 出 し 、 実 isIJ 値 と

の 比 較 を 常 に お こ な っ て お り ま す が 、 両 者 が 一 致 す る こ と は ま ず 珍

4 . 試 験 体 の 材 料 構 成 し い く ら い で、通例、 1 - 3  '.!l 1J の 差 が 認 め ら れ ます 。

第 2 表 ， 第 3衰 は そ れ ぞ れ の 試 験 体 を 材 料 別 に 分 類 し た 結 来 を 示 こ の こ と は 、 集 な っ た 断 面 形 状 、 具 種 の 材 料 、 空 気 層 を も っ 一 般

し た も の で あ り ま す 。 こ れ ら 試 験 体 は 市 販 前 の 、 あ る い は 試 作 段 階 の 建 築 構 成 材 に 対 す る 理 論 的推 定 は 、 は な は だ 困 難 で あ り 、 結 局 は

のものが大部分ですので、いいかえればこれらの表はこの一同年 ｉ ｾｾ ｊ illi J定 し て み る の が 、今 の と こ ろ い ち ば ん 確 か で あ る こ と を 示 唆 す る

発 中 で あ っ た 製 品 の 主構 成 材 料 を 示 す と い う こ と が で き ま す 。 ものでありましょう。

m 2 表 は 音 響i 関 係 の 試 験 体 に |測 す る も の で 、 分 類 は 材料 の l吸音 性 最 後 に な り ま し た が 、 過 去 2 年 余 、 当 音 響 ・熱 部 門 で も 公 正 ・ 正

状 に も と づ き 、 多 孔 質 料 、 板 状 材 料 、 穴 あ き 構 造 体 と 便 宜 的 に 大 き 確 ・迅 速 ・親 切 を 業 務 の 軸 と し て 、 試 験 依 頼 か ら 試 験 ま で を 1 カ月

<  3 つ に 分 け ま し た が 、 穴 あ き 榊 造 体 ( 穴 あ き 板 と 多 孔 'fl 料 、 ス リ 以内に、試験実施から親告f f i : 提出まで 2 週 間 を 目 標 に 努 力 し て 参 り

ッ ト と 多 孔 質 材 な ど の 組 合 せ ) の 場 令 、 材 料 的 見地 か ら す れ ば 鋼 板 ま し た 。 今 後 は 前 述 の よ う に 遠 距般 の 依頼 者 の ご 便 宜 を 計 る な ど 利

Ｋ岩がＮ，ｾ系繊維Ｈグラス ウ ール、ロ ッ クウールＩが多かったようです 。 用 し や す い 試 験 機 関 と し て 、 ご 信 頼 に 応 え る つ も り で あ り ま す 。 今

ま た 、 同 表 中、 鋼 板 サ ン ド イ ツチノマネ J レと分類されているものは、 後 と も 当 施 設 の こ れ ま で 以 上 の ご 活 用 を お 願 い す る 次 第 で あ り ま す 。

成 ｊｾＲ 鋼板のなかでウレタンフォームを発泡させたノぞネルが大部分を (主任研究員 + 倉 蔵)

第 2 褒音響試験体の材料別分類 第 3 褒 熱試験停の材料別分類

主 ':i可e、守、主; 健、積¥一項一¥目、

垂

残室響

音 音 ( 彊f エ

直 響 海 建

撃

業 (

入
透 透 築 化 建

射 i圭

過
過 基

音 認 住 殺

lJll 吸

f員 損
1;{ i定式宅、，3  

音 音

率 率 失
失 )

験
験性能

S. 48 1  S. 49 S. 48 1  S. 49 S. 48 I  S. 49 S. 48 I  S. 49 S. 48 I  S. 49 S. 48 I  S. 49 

l 主、材、料名民駿、項目注

熱 熱 結

f云 貫 震

導 流 試

率 率 験

S. 48 I  S. 49 S. 48 I  S. 49 S. 48 I  S. 49 

多

ロッ?ウール・グラスウール 4  7  2  

3質L  

焼 成 ひ る 石 2  

材

樹 脂 発 泡 体 2  3  3  

織 物 植 毛 製 品 3  2  

ロッ7 ウール・ダラスウール 4  4  

樹 脂 発 泡 体 4  5  

織 物 ・植 毛 製 品

ト一一

硬 貨 繊 維 板 硬 貨 繊 維 板 2  

倒 脂 成 型 板 3  

樹 脂 成 型 板

パ ー ラ イ ト ボ ー ド 6  

合板ベニヤ ・木質系
本質系

パ ー ラ イ ト ボ ー ド 2  4  

板
鋼 版 4  

コン?

合板ベニヤ、木質系 8  2  

状

セメント ・コンクリート 3  3  5  4  
リート2呆

石 綿 ス レ ー ト 2  14 

材
石 膏 ボ ー ド 類 2  2  4  2  3  9  

セメ ント・コンクリート 2  2  4  

石 綿 ス レ ー ト

料 木 毛 セ メ ン ト 板
炭酸マグヰシューム板

ゴ k  系 桂酸力 Jレシュ ーム板
3  

鋼板サンドイツチパネル 3  7  8  
石 膏 ポ ー ド

2  

アルミサッシ・ドア 13 11 

スチールサッシ ・ドア 2  2  

ウレタン 7 " " ーム

'̂、
穴 あ き 板 と 空 気 層 2  2  

構体造ぁき 穴あき板と多孔質材 9  5  7  8  

スリットと多孔質材 8  2  5  3  

鋼板サンドイツテパネル 7  4  

木 毛 セ メ ン ト 板 4  

計 4  E  44 24 54 56 9  16 4  
。

8  

肘
30 24 14 6  

。
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日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 3 月 分

定 時 評 議 員 会 1

28 日 4 時- 5 時 於会館集会室

出 席 者 相 川 副 議 長 ほ か 14評議員

委任状 黒谷俊ー ほか 35名

理 事 塚 本 会 長 ほ か 4 名

議 事 (1)評議員会議長、副議長互選の件

(2)副会長 2 1号、理事21名選任の件

ＨＳｾ 支員重任承認の件

(4)昭和49年度一般勘定収支更正予算承

認の件

(5)昭和50年度一肯定勘定並びに会館特別

勘定収支予算承認の件

評議員懇談会( 技術部門)

7 日 5 1侍 - 6  H寺 於会館集会室

出席者 坂井評議員ほか 9 名

殺事 (1)昭和 50年度技術部門選出の菖I j 議長候

補者機せんの件

理

(2)技術部門選出副会長 1 名推せんの件

(3)技術部門選出理事 9 名推せんの件

事

出

19日 4 時 - 5 11寺10分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 、 銭 高 正 副 会 長 ほ か 7 理事

薮本、山下和歌山正面I j 支部長

議 事 (1)昭和49年度- - f ! 生勘定収支更正予算承

認め件

(2)昭和50年度一般勘定並びに会館特別

勘定収支予算承認の件

(3) 1 常務理事重任承認の件

(4)沖縄海洋博建築写真集刊行の件

(5)事務局職員昭和50年度給与 'J 1上げの

件

(6)入退会者承認の件

(7)報告事項

会計理事会

3 日 正午ー 1 時 於会館 3 階会議室

出席者 山田主幹J l l i 'J1- ほか 3 .1'，

議 事 Ｈ ｬ Ｉｕｾｦ 日 ＴＹ 年度 ー 骨量勘定収支史Ｎ正予算案

の件

(2)昭和50年度ー般勘定並びに会館特別

勘定収支予算案の件

編集理事会

10日 3 11寺半一 4 時 於会館集会室

出席者 悩回副会長松村編集委貝長ほか21，

44 

議 事 (1)昭和49年度雑誌賀の収支見込報告

(2)昭和 50年度雑誌費収支予算案について

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企画分科会

3 日 午前 11時 - 1 時 於会館集会室

出席者 酒 井 幹 事 ほ か 3 名

議事 (1片品裁会社への建築データシートの普

及方法について

(2)次年度の企画分科会について

委員会

19 日 6 時一 8 時 於会館集会室

出席者井上、真塚正副委員長、問団幹事

ほか 7 名

議事 (1)No. 50号 ( 8 月発行)の掲載予定シートに

ついて

(2)建築データシートの普及方法と P R

について

(3)次年度の委員の委嘱について

(4)そのほか

事 業 委 員 会 |

若い会員の集い小委員会

4 日 6 11寺- 10時 於会館集会室

出席者 西村副委員長、中村、広瀬各幹事

ほか 6 名

議事 (1)第 9 回「解体修理中の古建築見学会

(3) ・清水寺の釈迦堂 ・成就院庭園そ

の他」 の実施報告

(2)昭和50年度第 1回「若手建築家に間

<  J の会告原稿その他について

(3)第 2 回「建築家のためのいみどり H 学

習会(3)J の企画について

(4)第 3 回 「解体修理中の古建築見学会

・東福寺の山門」 の企画について

(5)次年度事業委員会の編成( 委員長案)

の検討について

(6)そのほか

(7) f 都市と水」の勉強会について

広報小委員会

5 日 6 時一 8 時 於会館! 薬会室

出 席 者 上 松 、 打 浪 各 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) f 中河内及び北河内府民センタービ

l レ」の展示写真の企画その他の報告

(2)次年度展示写真の企画について

(3)次年度事業委員会の編成(委員長案)

の検討について

(4)次年度広報小委員会の年間計画その

他について

(5)そのほか

見学会小委員会

6 日 6 時 - 8 11寺 於会館集会室

出席者 堤 副 委 員 長 水 谷 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)2 月に実施した見学会の報告

(2) 3 月の見学会の申込状況その他につ

いて

(3)昭和50年度 4 月- 6 月の見学会企画

について

(4)次年度事業委員会の編成( 委員長案)

の検討について

(5)そのほか

委員会

13日 6 時一 7 時半 於会館集会室

出席者窪問委員長、大橋、小泉、花房、

柳、三品、西村各副委員長ほか 2 名

議 事 (1)各小委員会の事業報告と事業企画に

ついて

(2)次年度の事業委員会の編成について

(3)そのほか

樹の話シリーズ分科会

19日 6 1時- 10時 於会館 31渚会議室

出席者 森下幹事ほか 3 名

議 事 (1)第 9 回- 16回の担当者の再確認

(2)第16回- 31回の企画について

(3)そのほか

編 集 委 員 会 |

7 月号設備特集編集幹事会

5 日 10時- 121時半 於会館集会室

出席者 石田繁夫 ・川 本勝 ・岡田圭司各委員

議 事 7 月号訟河崎特集 「排水処理施設のあり

方J( 仮 称)特集の企画( テー? と執筆者

の選定)

作品作風小委員会

6 日 4 時一 7 11寺 於会舘 3 階会議室

山席者横山富I j 委員長ほか 2 1， 

議 事 4 月号作品の決定( 饗芥焼却工場 )

委員会

10 日 4 時半一 7 11寺 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 71，

議} J_¥. (1)  4 月号 = P C板を使用した工業化住

宅特集経過報告

(2)5 月号= 社会・建築 ・法特集経過報告

(3) 6 月号= 都市の景観と施設( 仮 称)特

集報告

(4) 7 月号設備特集幹事会報告

(5) 8 月号椛逃特集企画

(6)1'乍品作風レト委員会その他報告について

(7)次年度編集委員会の編成について

(8)次年度の方針

広告企画小委員会

12日 4 時 - 6 1時 於会館集会室

出席者 間回副委員長ほか 6 名

殺 事 (1)昭和49年度収支報告( 雑誌関係 )

(2)昭和 50年度判定予算案に基づく年間

広告企画の検討

作品作風IJ 、委員会

25 日 4 11寺- 7 時 於会館集会室

tl¥J市者 横山副委員長ほか 10名

議 事 (1)新旧委員自己紹介および引きつぎ

(2)5 月号作品 ( コフレフクラブハウス ) の決定

投稿欄小委員会

26日 4 11寺- 6 時半 於会館 3階会議室

出席者 _tr.，獄IJ 副委員長ほか 5 名

議 事 (1沸rl日委貝の自己紹介および引きつぎ

(2ト年間j の投稿欄の反省、および今後

の方向性



7 月号車降造特集編集幹事会

27 日 4 時一 6 時半 於会館集会室

出 席 者 辻 委 貝 ほ か 5 名

議 事 (1) 7月号構造特集「建築とプレストレ

ストコンクリート構造」の企画( テ

ーマと執筆者の選定)

(2}偽造分科会幹事の互選

Ｈ本特 集は 当初 ｾＸ 月号 の予定を Ｗ 月号にふりかえたものＩ

委員会

17 日 3 時 - 5 1時 於会館集会室

出席者 市川委員長ほか 13名

議 事 (1耀築基準法施行令一部改正に伴う手

絞関係について

(2)次年度委員の件

(3)そのほか

住 宅 委 員 会 1

太陽熱利用説明会

18 日 1 時半 - 3 時半 於会館集会主

矢崎実験ソーラハウス 1 号について

講 師 矢崎苦11品株式会社空調開発部

取 締 役 部 長 石 橋 敏 宏 氏

聴講者 27名

見学と委員会

18 日 4 11寺- 8 11寺

〈ずは朝日住宅展示場センターハウス内の

矢崎 総業株式会社展示の「太陽熱利用 J令、

暖房笑験室見学後、八幡山荘において委員

会 ( 懇談会) を 開催した。

出席者 小西委員長、岩本、高野各副委員

長ほか 11名

委員会

26日 5 時 半 - 8 11寺 於会館集会室

出席者 佐々木、斉藤、力武各副委員長ほ

か 10名

議 事 (1)[1酔日50年度委員会の編成について

(2)次年j支の卒業企画について

(3)そのほか

建 材 委 員

委員会

.6. .  

' A  

28日 6 時一 8 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委員 長ほか 13名

議 事 (1)次年度の委員会編成について

(2)次年度の「テー マ」について

(3)近畿コンクリートブロ y ク工業組合

よりの説明

(4)そのほか

.6. .  

' A  

新・都ホテル新築工事の見学会

8 日 2 11寺- 4 11寺半

参加者 62名

設 計 監 理 村 野 ・森建築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

大日本土木 株式会社

共同企業体

建 築 業 務 基 準 委 員 会 1

25 日 2 時半 - 4 時 於日本建築学会

本会より山線正次郎委員出席

| 建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 |

11 日 8 時 半 - 9 1時半 於大阪タヲンドホテl レ

出席者 69名

当日は産婦人科医、黒 川幸夫氏より「痔主

( 地主にあらず) 解放物語」をテー? にお話

を伺 っ た。

|3月 の 入 会 者 (惜敬糊附利

〔団体会員 1 社〕

鎚 1喰住宅中ll :亙附大阪支f r 1i

〔イ悶人会員 25名〕

足立 ＺｒａＺｬｾ＠ 浅n 1円

岩 本 誠 一: 大 野 勝 彦

木 目 手n兜 !.I.¥田 述 雄

小 林 陀 範 干f昔、 宏

j'l' 
品1"1 L{ 山 司肱

深沢勝ｾ ，jif 回 J品11自

万 字 仁 平 森口 ｬｾｩ＠

安悶 i t:夫 安1;;( 盛彦

山 本 悶9J

(i 佳会員 2 名 (氏 名省略 ) 1  

稲 垣 雅 彦

紙谷 1t 

桑 木 町1

中fu') 丈夫

長谷川光志

松 井 繁 弘

森悶 洋生

山 回 武 彦

住宅委員会の見学 朝日〈ずは住宅展示場

同上 ソーラハウス

向上 展示住宅の一 つ

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

. 日 本 建 築 協 会 の 展 示 窓 紹 介

進展する社会情勢に対応する新しい施策の一環として、大阪府では 、 さる 47年 4 月の三 島

府民センターを皮切りに順次 6 つめ府民センタービルが建設されてきましたが、先ほど第 7

番目に竣工した「中河内府民センタービル」をも ってその全計画を完了し、 情地域に密着し

た府政と府民のコミ ュニケーションの場H という建設趣旨に ふさわしく、府の 出先機関とし

て行政能率と地域府民へのサービス向上にその機能が十分発婦されようとしています。

今回はそのうち、先に枚方市大垣内町に建設された「北河内府民センターピル」と八尾市

浪内町の「中河内府民センタービル」の紹介をしておりますが、間センターとも近代的な明

るい建物として、外観はもとより、内部意匠には種々工夫がこ らされ 、人と物との対話が生

まれるよう配慮が行きとどき、地域における府と市町村行政の円滑な推進をはかる述絡拠点

として、親しみとやすらぎを与えるよう考慮されております。

下記期間中、両センタービルの屋内 ・外の写真およびその概要を展示しておりますが、「府

民センター」のご案内も併せて掲示していますのでど うぞご覧下さし、

砂展示期間 4 月中旬より 2 ヶ月間

惨展示場所 京阪電鉄 地下通路 ( 淀屋橋→北浜の 中間南側のンョ ーケース)

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111III111111111I1II11I11111111IIII1I111111I1II1I1I1111II1I1111111111I111I1I111 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

訓 ＮＷＱ ヤ陥ｾ帯

法) 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種) 目

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 d長所

名古屋出張所

礼申見出張所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー |  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 電話 03(571 )2703- 4' 2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2- 3-1 電話 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 052(811) 3  6  6  0  .  3  1  0  4  

札幌市中央区北三条来四丁固 定 話 011(231) 7  5  1  1  

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 061 5- 06 1  8  
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電 気 設 備 の 頁

朝 社
ふ
一

A

陽

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6逮 社

A

Q

一
品式株業エ栗 原

キ土

本社営喋所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来阪 急 ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴 ・大阪南・神 戸 ・広 島 ・九州|

信原菜取 締 役社長

京事官営集所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区間施続五丁目 二八番地 1ll 訴大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 m区 西 村1m1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・( l 1J 台 . )L / 内・名 古 殿 ・ 術 開

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 械 r兵 . j絡 問 M 山

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京都市右京区西京極郎ｾ野町 Ｒ 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

会 社
盟i
，、、

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ビ J レ7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一一
一

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

喝'

気 株 式

電 気 工 事
電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 エ 司 時 金 計 施 工

ｾ＠ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町3丁目 11 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御園通 36 0  電 話 御 所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方( 43)8659 ・(44)9232

A

Q

一

A
本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 五 O (堂ビル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新繍二 一一 六( ニュー新橋ビル七階)

包 括 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ 0 番 地

包 括 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 ・干 築 ・宇 都 宮 ・熊

社

社

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営蝶所

牧方営集所

庖支

本
神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 星 電 気 工 業 株 式 会 社

取締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川 区西五 反田6了 目25番 11号( 福島ピル )

電 話 東 京 (491) 1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

罵 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

本

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 置 十 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 昼 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・ 静 岡 ・ 水 島 - 稲 岡

社

営 業 所
支 宿

営業所 群出 張所

電 気 工 事 設 計 施 工

キ富士電業株式会社

取締役社長

社

.6.. 

: D; '  

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式工藤エ太 陽

実
出

，

回
ｾｾ＠四林取締役社長

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

杜本

大 阪 市 福 島 区 上 福 尚 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代 )

千土本

大 阪 市 此 花 区 恩 1 t 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )

電力工事本部

営業所

A

S

A

 

商

電気工事・計装工事・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

刀く

電気設備設計施工

ゆ 'll ニ

1 ロ

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東 京 ・神 戸 ・広 μ  

名 古 屋 ・岡 山 ・水 JJJ 

札幌・ j慈 ま{ ・高 砂 - 松 山 ・ 三 原 . i中 縄

本山取締役社長

社

庖

所

所

本

支

営

出

高千瀧亀械株式会制

..... 

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - I  0  

電 話 大 阪 (06) 358 - I  I  7  I 大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

雄久崎取 締 役 社 長

キ土本

業

張

営 業 所
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 ・胞 工

令 部 朝 日 三 業 社

本 社! k J;( 打li 沿1.，( 2 浜松田fl 2  7 屯話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区力11仏町 35 7  ｾ屯話 Ｈ ＳＰＲ Ｉ ＲＲＷＱ ( 代)

支 応 北 海 辺 ・ 仙 台 名 古 屋 - 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 繍 浜 ・ 静 岡 ・京 都・神 戸

電気・空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

舎 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 社 大阪市西区江戸劫! 1  - 60 ';{t 話 (441 )8231代 表

支 庖 東京 ・名古尿 ・大 阪 稲 岡 ・仙台 ・金沢 ' 1.ょぬ

営雛所 札 帆 新 潟 ・岡山 ー高松 ・熊本

出張所 盛岡 秋田 ・ 徽浜 ・ 富山 Ｎ ｬｾ 回Ｎ t'，¥)ド ・京1:11 ・

神戸 ・J沌児 Jゐ ・JJl I加i

給 排 水 ・術 生

暖 冷 房 . f免 気 設 計施工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 塩 町 - '011 : 話大阪372局7151( 代 )

京 都 市 点 山 区 大 和 大 路 正 面 上 l レ 'airi 丹 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 j - '011話 神 戸 341局 5 8  9  2  

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

. その他管工事一切の設計・施工

⑮ (  ｉｉｾ 酬川務所Ｉ

斎 え 王 業 株 式 会 社 大 阪 支 j左

大 阪支 広 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041聞

東 京本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日 本 ピ ル デ ン グ)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 札 悦 ・ 仙 台 ・ イi'e i尺 . ｩ｜Ｇｾ＠ f0. . 岡 山

出 1U 所九，¥ )1' .  : i T 倣 ・ 広 J:1j ・ 常 小 牧

冷 暖 房 X  1 . 良境衛 生 胞 投

給排水、衛生本道 f . A 荷 役 i箪 搬 機 械

電 気 4 三L 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 r 一一一司「

三 械 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

支 府 民 藤 田 初 蔵

大 阪市東 区 北浜 2 丁目 2 2  liI'地 電話 大阪 (202) 代 必3071

本 庖 東京・日 比 谷 ー三情ピル

支 1苫 名古屋、福岡 、札側、広 島 、仙台、北脱

出 張 所 愉浜 、金沢、 併l湖、高位

空気調和設備

設計施工

衛 生 設 備

φ ‘ 三建設備工業株ま奮社

うた阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 悔 町 6 5 番 地 ';lla.5 ( 352) 11 31 ( 代 )

本 社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 2 2 電 話 ( 667 ) 3431( 大 代 )

支 社 名古屋・仙台 ・札 幌・広島・福岡 ・金沢 ・新潟・横浜

48  

。
- * 京本庖

大阪本庖

支 庖

出 Ｕｾ 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

-・
-
-・h

発 空 調1ま式会社

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル 屯 話 03- 344ー 1911

大 阪 市 北 区 笥 IB 町 16 番 地 屯 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 電話052- 581 - 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 泣 話0822- 47- 4535 

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 屯 話092- 761 - 3795

横浜 ・稲 井 京都 ・神戸 ・松江 i中縄

一一冷・暖房、衛生、機器配管、設計施工一一

⑧ 
株会社式 ごJ重同Z  

水 エ 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

干 5 3  1  ';[e 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

- * 京支 J;'I ' * 京都中央区八丁細 4 丁目 11番 7 号

〒 1 0 4 ( 事l'谷ビル )

f正 話 東 京 (551 ) 8  0  4  1  ( 代表)

出 リ 長 所 鳥 取 群 馬 ・宇 都 宮 ・君 ilt

J: ，¥ fJi!.払1 岡 松 山 ・高f 0 .

.，.邑

墨亘Z 新日本空調株式会社

司w

大阪支庖大阪市 ｾｴ [>l: .;;，: J:1; i兵illi 1 - 2  5  ( 新大ピル)

'， IL，;，fj (06)  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・東京支府 * 京初中央区日本総本石町4- 2(二三井第二別館 )

'I l!.話 (  03)  279- 5  6  7  1  (大代 )

r，占 凶 ! 九 州 ・広 島 ・.f L 眼 目東 海 村 ・北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 ゴ二イ左堀通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・横 浜 ・ 静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ー } 著 書 冊 冷 穂 積 議 室 柱

本 社 大 阪 市 街 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オー トセ ン タ ー ビ ル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 768- 5 0  3  1 番

東京営業所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

V 大 気 茄 土

( 旧社名 建 材 社 )

本社 ー 東京支 Ｑ ， Ｕ］ 車車都新宿区西商宿 ＲＱｩ Ｈ罰 Ｑｾ 住友ビ川 Ｒ ・ Ｑ Ｓ ｆ ｉ ⑨ (344)1851大代

大 阪 支 脂 = 大 阪 市 北 区 中 之 仏 2 - 22 ⑥(203)3721 代

名 古 屋 支 l占= 名古座市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211 )1535 代

出 張 所 = 札 帆 ・仙 台 ・盟 国 ・金 沢 ・神 戸 高 低

広 島 松 山 ・福 岡 沖 縄 パ ン コ ，7



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

お 22 西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11・2重大阪 ( 458) 3531 書

出 張 所 = 京 都 ・広 烏 ・ 天 理 ・福 岡

ム

ロ

平山互業株式会社@  

衛 生 ・空 気 調 和 設備 ・設 計 ・施 工

品ｾ

ｾ＠

工

套11

市北区芝田町 55番地 ( 北阪急ビ J レ9 階)

大 阪 (372) 2  5  1  1  (代表)

都千代田区神田毅河台 4 丁目 2 番地
T E L  ( 441 )附 1994. ( 443 )  ( ω0331 大阪市西区江戸掘通 2 の 2

空 気 調 和 ・ 恒 j旦 恒 湿 ・ 冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱夢エ鰍ま舎紅

大阪市南区順慶町 2 - 5  0  電話 261- 2436(ft)

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 電話 773- 1231附

銀 座 浜 松 京 都 ・ 神 戸 . n'.¥ I珂

本 底

東京支唐

営 業 所

町 3 0 mJ舌 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

Ji Ul s 千代田区丸ノ内 3 - 3 - 1(新東京ピル)

百雷 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  ( イ吃)

台 市 新 伝 馬 町 6 0  

2舌 ( 21 ) 4  4  9  1  

古 屋 市 東 区 東 門 前 匝T 3  - 6  

百舌 ( 971 )  3  6  2  1  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備 =

ー凡吾十施工

換気・除塵設備員又昌

株 式 会

本 社大阪市 西区京町栂 1 丁日6 2  lTt;:1i 06 (443)8161(よ代表)

名古民支社 名古保市 中区栄 2 丁目 16ー 13 :11，[; 055 (202)  0077(代表)

京極ピル

出 張所東京郎港区北'{f山3丁目 6 - 1 8  

共同ビルデイング1 ' 1 - 山 3 階 ' ，I1，;1i 03 (409)  8  9  0  5  

神戸市生田区北n狭通 7丁目 I の1 '，!t，;/i 078 (341)  1778 . 4386 

社エ田山
調 露 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

T E L (443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

町 堀 4 丁 目

区京僑 2 丁目 9

屋 ・ 福 岡

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各 種 プ ラ ン 卜 設 備

暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

凡 計 並 施 工

設 計 製 作

各 種 送 風 機 ・ 風 力 輸 送 装 置

空 調 機 器 類 ・ 公 害 防 止 装 置

⑪ 

管工業株式会社

都市南区西九条ｾ回町 Ｒ 0 番 地 の 1

話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間1専 用 ( 691 ) 1045 

阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満僑北詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

i草市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

市 栄 町 2 - 1  1  1包 括 0592 ⑫ 3 6  1  0  

，，:' 9.シ
株 式 舎 社

宅金問震房副d -

四 郎

関 西 媛房 工 業 株 式 会 社

田山
，a
E

I

 

代表取締役

旧社名

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281( 大代)

営業所 東京 ・名古屋 ・京都・広島 ・福岡 工場 和泉・名古屋

テレックス: 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No. 538 - 5898 

眠

吐

F

一一
静

.

，

一

ピ

也

年

津

。

町
一

川

産

関

守
一

一

紅

ペ

キ一

工

g

，

一 般 空 筒

冷却車主婦

@帯1議

本 社 大阪市

〒 531

支 I苫 東 京

干 103

営蝶所 初

暖

回 喜

大 阪 支 庖 大 阪

電 言

本 社 東 京

、l  

i  

ｾ＠
第 一 工

大 阪 市 北区窃

本 ヰ土 耳

司

仙 台 支 庖 lu

n  

名古屋支宿毛

1{  

c mO D則自コ

東洋空襲工

大 阪 市 西 区 京

本 社 東京都中

支 膚 名 古

温 湿 度 調 整

言ロ

⑥ 日 本

相国京都支底 京

電

大 阪 支 庖 大

四日市支底 四

大津営業所 大

津営割陣 所 2型

‘ｩｾ＠ 、

-司

③百説
本社亙

給 - 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

備 ・ 恒 i且慎 i墨 設 備 ・ 冷 漬 冷 蔵 設 備

備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

、 電 気 等一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

牢UフヲU ト繍ヨ8 n

取 締 役 社長 北 川 一 郎

淀 区 中 i: l! 本 i凪 l T 目 2 番 地 ホ ー コ ク ピ ル

包 括 大 阪 ( 06) 372- 5171 ( 代表)

中央 区 日本締本町 3 の 1 共同ヒ ル

結 束 京 ( 03 )242- 5 521( 代 表 )

:1'. 古屋 広 島 札 眺 flli

冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施

fi!!! 

湿 度 調 重 装 置 、 暖 房

房 、 水 道 、 微 送 検 設 備

設 計 並 ニ 施 工

業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 1 1 : . . ， 可 :1 : 11 唱了直
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ナニワ緩匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量7]' 止イ寸( 空葺) 瓦

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

建 材 ・ そ の 他 の 頁

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 ｾ ｬｩ 話 Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＰＲ Ｍ ＷＸＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 喋 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

、
、ソ

器吉田芳雄商庖( t C • rrr@  

借

り

各 種

ガラス製品卸問屋

ポf 耐 酸

陶器、

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋 根 折 版 ( ヨ ド ル ー フ ) 販 売 及 責任 施 工

セトモノのデパー卜

ペ量

、さY
サクラ建産株式会社

大阪市都島区都 島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 ( 922) 代表4421 - 3  

ノ

式

社

株

会

ｾｻｬＧＩ＠ 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

")1ムピ 床・ 壁 内 外 裟 用 瓦 ・大 仏 敷 ・ 貼 瓦

¥ 九 ノ 内外装用軍事変美術タイルー 大 仏 タ イ ル

新発売・ ・・・ ーー古代土器胸高温〆タイルーー・一大イム古イモタイル

庖

大 阪 市 東 区 高 閲 楠二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

商

大 阪 支 庖

石理大橋矢

京 師 111東 山 区 今 熊 軒 大 仏 池 111町 9 の 9 075(541 )3344(代 )

東 京 仰 千 代 111区 内 神 凹 l T 目 6 需 2 号 03 (291)0491 - 2  

I何等々 B' fピ J レ3 F  

京 抑 楠 木 山 崎 ・漸 l '

建築物拘制自等造 作 工事 、家具 建 具・室 内装備工ゃ

内外装飾織物・窓掛敷物壁紙類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  

場

F U T A B A Y A  

ヨニ

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 3 4 9 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可 ( 般- 48)第12064号

図爾

本 社 大 阪 市 北 区 立 仏 北 町 1 6  T EL  (345)9055(代 J <)

御宇: 営業 所 大 阪 市 京区 本田f4- 27i副主主ピル T E L (252)  3  9  0  6  

償制?苫 業 川 大 阪 市 以 区 術抑1 2  - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

底の謝

害 ナ 雨 水 渇 入 制 落 防 止

g ニ 耐 震 耐 臥

っ 安 定 経 事

室瓦

i 株

言き?

包) "2: 吾

歪 本土

1  奉 仕 感 i

タ イ ル 工 事 施 工|

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

111 濠 窯 零 歳 庖

( カタログ進呈)

サ ン ヱ ス

5 5 5  

. . 式

会 枇⑪ 

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町パス{ 亭前 )

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口 126 番地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

也前 姫路0792 (82)  0  9  9  9  
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

• 

-・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ プ ⑪ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

N. G. C. i t  

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ア ル ト コ ン パ ウ ン ド |
r  ，.， ." ソ _ ， r  ｾ販売

米国バイヤーライト - アスファル コンパ ンド j

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会牡
本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 桑津町 3 丁目 16番地 電話 (714)OI82(代)

工 場 大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番 地

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両替町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

束 京 ・償 浜 ・盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・ 浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

年中見ていただ、ける 皆様の見本室
|実|

タイル

A M.  1O.00- P. M.  5. 00 

日曜 ・祝日は休館

梅田新進 O  南森町

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

51 



• 
コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

責 任 施由自色 彩尺 物長

種"" 
回 目

燃 え な い

わ れ な い

ら な い
声 与

問 司
W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 波V i皮S 大 波S 小 波波 板 規 格

途用

ｲｬｬｊｉν ヲ ｊｬ 荒ゆ ｊｾ 製造跡式会祖

チ己目反 ( 412 ) 513H て差是

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

電 話

電 話

111言舌

電 話

電 話

兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル

崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 T 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 治| 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ J レ

本 社

東 京 支 社 及 エ 喝

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支 庖 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

'l!(.マ

ｾ￰＠ ，・

3従

s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

( 旭化成ミューJ レコー卜・セッ卜品 )

- 全 国 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

いつも美しい

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 博 多 区 上 牟 田 八 田 町 2 6 の 1 T E L 福 岡 41)  5  

5 2  

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所



全く新しい床タイルです

三星ピサロンは、従来のビニールタイルと は製 法

原料配合が全く違います。塩ピの他 に最近開発さ

れた新 しい共重合体の特殊樹脂を用いた画期的な

新製品です。軟質プレスタイプの床タイルに比 べ

仕上り安定性がよく、カレンダ一方式の流れ模様

とは対照的な静止 した現代模様。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感 は、

床タイルの新 しい世界を聞きました 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三 星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責 任 施 工 の 出来 る協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東京浜松町の超高層世界貿易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。

合

合

組

組

同

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

ヨ

同

事

事

E

ロ

工

工

回

目

床

床

F

r

本

本

官

ナ

日

日

一

E

一
、

東

西

/

¥

白書庇、田

台規 格 = 333. 3 X 333. 3 X 2 "仇 9 枚 / m
2

女 色 数 = 15色

女価 格 = 椴 ii 主工 法 2，100円 / m
2

(300m
2

以上)

I耐 水 工 法 2，250円 /m
2

(300m
2

以上)

階段 ＴＰ Ｅ ｾＺｾ

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 (866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 沼 1 の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  



問視 ｚ 鐙凪 ｩｾｾ 週 ｉｉａｉ 協調臓 ｲｯ

昭 建

翌築

i Eと

主社

易会

員

行

，=  
E S  

書量

昭 手宣

和 司

年 函

AE  

.:  .. 
i. .  

18  

寄習

・4

ZZL EJ f m 

金 属 製 避 難 つ り 下 げ は し ご

折 り た た み 式

は 第49- 1 号

操 作 が 簡 単 で す

上 重 量 を 開 く と 連 動 式 に 下 議 が 聞 き 、 同 時 に 吊 り さ げ は し ご が 設 位 さ れ

ま す の で 、 操 作 が 簡 単 で す ば や く 脱 出 で き ま す。

1収付施工 が 簡 単 で す

床 の ス ラ ブ に 6 2 5 x  6 25怖の関口音11を 設 け て お け ば 、 あ と は 上 、 下 の 収

納 ケ ー ス を 4 本 の ボ ル ト で 結 合 す る だ け で簡 単 に 取 付 施 工 で き ま す。

第

日

輯

第

5

号

防 鎖 、 防 水 も 完 全 で す

メ ッキ 、 塗 装 な ど の 処 理 は 規 格 に 悲 し 、 て 完 全 を 期 す と 共 に 、 雨 水 な ど

が 収 納 ケ ー ス 内 に 入 ら な い よ う 合 成 樹 脂 ノ 守γ キ ン グ を 使 用 し て い ま す

の で 、 防 水 効 果 も 優 れ て い ま す。

脱 出 が 容 易 で す

上 蓋を 開 けると、 何 度 で 固 定 さ れ 、 そ の 内 11l1J に 把 手 が つ い て い ま す か

ら 、 こ れ を 持 っ て 吊 り さ げ は し ご に 降 り ら れ ま すb ま た 脱 出 ス ペ ー ス

も広くと って い ま す か ら 無 理 な く 安 全 に 脱出 で き ま す。

手重 5:J IJ 

型 式

型 式 番 号

国 家 検 定 合 格

特 長

下 の 階 に も 安 全 で す

はし ごは 、 い き な り 全 部 下 ま で お り ず 、 中 間 ま で お り た 状 態 で 止まり

ます。 下 の 1，皆の; ! ' J ; 下に人が居ないのを確かめてからバ ン ドをはずすこ

と に よ り 、 下 ま で お ろ す 方 式 に な っ て い ま す の で 安 全 で す。

定

価

六

百

円

(送

料

共

)

集合住宅・学校教室に最も適した

醐目的な鋼製床下地「クロスジョイント工法J . . . . .  @  

ーーロu . システム

特 長

- 画 期 的 な ク ロ ス ジ ョ イ ン ト 工 法 で す 。

- 不 燃 性 、 安 全 性 、 精 度 が 高 い 。

- 床 鳴 り の 心 配 が あ り ま せ ん。

表

紙

き

り

え

加

穂

義

明

- 高さの調整ができます。

- 関 口 部 の 補 強 、 重量 が か か る 床 下 の補 強 が

簡 単 に で き ま す。

- 工 期 が 大 巾 に 短 縮 で き る 。

¥ 図…一!こアイディア…
、 守，、j=、 カタロク ｊ ｾ Ｊ 本社広報課宛

¥ 民. l I 株式会社グ‘ ・' 7 本 社 ⑤542 大阪市 南 区 日 本 橋筋3- 2 f t (侃 ) 632- 1151代 ・大 阪 建 装 部 ⑤ 556 大 阪 市浪 速区日 本 橋東 4- 4- 1 f t (侃 ) 6 4 3- 2277代

¥ 東 京 支 底 串136 東 京都江東区 亀戸2- 3ー17 官 ( 03)曲 2- 3241代 名 古 屋 出 彊 所 串454 名古屋市中川区百船町3- 8 官 ω52)353- 3177代 福 岡 出 張 所 愚812 惜岡市憎多区得多駅南6- 12- 22 世 {田 2)43ト 43団 代 札 慢 出 損 所 岳部5

札幌市東区北λ 粂 束 19- 22 官 (011 )741- 8439 ・広 島 軍 務 所 畢730 広島市金屋町8-4 f t ( 田 22)62- 1765 仙台啄務 所 串袋ね仙台市中央2- 7 却 角 川ピル 宮 (0222)臼 田33代 本社工海 串 578 東大阪市水走55 宮 (0720)63-1151代

建 社 ¥

三日 ¥ ・ご入会のお申込および「建築と社会」のご購読は ・社団法人 日本建築協会 干54 1 大阪市東区北浜3 - 37 電話大阪( 06) 23 1- 9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪39975番

75-5  "  


